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【prologue―Return Match―】





　とても居心地の悪い沈黙が、辺あたりを取り巻いていた。

「えっと」

　なんとなくノリで親指を立てた鉄てつ平ぺいは、けれど一同から一切のリアクションを得られず、所在なさげにその手を下ろすしかなかった。

「……えっと」

　えっとえっと。無意味に呟つぶやきながら、複数の茫ぼう然ぜんとした眼まな差ざしから逃れるように周囲を見回す。

　そこはひどく暗い世界だった。

　辺あたりは闇やみに覆われ、その闇の片隅にぽつんと浮かぶように白く発光する建物がある。ツンと鼻を突く異臭。鉄平の尻しりや足のくるぶしが何か粘性の液体に浸つかり、落ちたときの衝撃でそれを全身に浴びてしまっている。前髪からどろりと滴したたって気持ちが悪い。

　空気もお世辞にも清すが々すがしいとは言えない。何か細かい粒が漂っているのか呼吸がしづらく喉のどに詰まる感触がある。むせるように鉄てつ平ぺいは小さな咳せきをし、それでうつむいたときに「ん？」傍かたわらの地面に突っ伏す彼女に気付いた。

　鉄平のすぐ横で、おかっぱ頭の女が大の字になってのびていた。――と思ったらよくよく見るとそれはＯＴＶの新人リポーター、越えち後ご屋やで、彼女は「きゅぅ」と目を回して気絶していた。その様子は例えるならばプレスされてぺしゃんこになった蛙かえるのよう――一体こいつの身に何があったのだろう。

「……お」

　建物の近辺にもいくつか見知った顔があった。

　ＯＴＶのクソディレクター一いつ本ぽん釣づり。ゆかりの祖父・古こ都と源げん之の助すけの第一秘書でありＯＴＶのスタッフであり一本釣の息子でもある一いち太た郎ろう。そして――鉄平は思わずぱちくりと瞬まばたく。そこにいたのは以前にも何度か敵対したこともある男、『第二世界』の生命体であるハヤミマコトだった。

　いずれも久しい顔ぶれの三人は、何な故ぜか凍りついたようにそこに四よつん這ばいになり、こちらを遠巻きに眺めている。

　なんでハヤミがここに？　首を傾かしげたのも束つかの間ま、視線を感じてはっと顔を上げる。

　黒コートの女がぽかんと口を開けてこちらを見下ろしていた。ウエーブのかけられた、ボリュームのある長髪に整った顔立ち。ぱっと見誰だれなのかわからなかったが、鉄平ははたと膝ひざを打つ。自分はこの女性に見覚えがある。

　一時期、羽は原ばら羽ばね高校に新任教師として潜伏し、越後屋によればこの馬ば鹿かげた騒動の黒幕だという。

　名前は確か――五ご寸すん釘くぎと言ったか。

「……五十嵐いがらし、サン？」

　そして鉄平の目の前には、どす黒い液体にまみれながら這はいつくばり、五寸釘と同じような表情でこちらを見つめる槍やりヶが岳たけの姿があった。いつものおかっぱ頭に赤フレームの下縁眼鏡めがね。眼鏡のレンズは片方にヒビが入り、そして珍しいことに彼女はいつものかっちりしたスーツではなく入院患者がまとうような薄手の服を着ていた。

　槍ヶ岳とこうして顔を突き合わせるのは数ヶ月ぶりになるので、やたら懐かしく感じられる。鉄平はぼんやりと手を上げた。

「えっと。久しぶり」

「……久しぶり、らしいですね」

　言い方に多少引っかかりを覚えたが、それよりも別の疑問が優先された。

「あの、ここ何ど処こ？」

「……『第二世界』ですが」

　そうか、ここが噂うわさの『第二世界』なのか。なるほどと頷うなずき、鉄平はちょっと考えた。

　つまり――どういうことだ？

　衝動が喉のどの奥から込み上げる。無遠慮に飛び出しそうになるそれを寸前で飲み込み、鉄てつ平ぺいは呼吸を落ち着けた。パニクりそうなときこそ深呼吸が必要である。

　吸って、吐いて。

　吸って、吐いて。

　ひっひっふー……よし。

　心の準備はできた。現段階も状況はよくわからない。この『第二世界』で槍やりヶが岳たけや五ご寸すん釘くぎたちが何をしていたのかは想像もできないが、そんな鉄平にもひとつだけ思い当たることがある。ここはひとまずそれを確認しようと思う。

　鉄平は深く息を吸い、喉から迸ほとばしるように叫さけぶ。

　要するに自分は――

「騙だまされたぁああああああああッ!!」

　かつがれたわけだ。

　つい数分前まで鉄平は、『第二世界』の生命体である紫むらさき詰つめ草くさと衝突していた。それに打ち勝ち、彼女から“〝記憶を取り戻す”〟装置――それは今も鉄平の腕に巻かれていて、一見、腕時計のようだ――を手に入れ、そしてちょうどよいところにゆかりが現れたので早速その装置を使ってみたわけだが。



    

  
    
      



    

  
    
      　気が付いたら詰つめ草くさとゆかりの姿は消えていた。

　腕時計の、小さなつまみを押した途端に視界が暗くなり――軽い浮遊感を覚えたと思うや否や思い切り尻しりから転倒していた。

　そして着いた先は『第二世界』だった。

　つまりこの時計は“〝記憶を取り戻す”〟装置でも何でもなく、“〝世界間を移動する”〟ための装置だったということ。鉄てつ平ぺいはものの見事に騙だまされたのだ。

　鉄平はばしゃばしゃと地面の液体を叩たたきながら、

「ちくしょォオオッ。あのクソ女、平気な顔でかつぎやがって……！」

　確かに怪しいとは思ったのだけど。なんというか気が緩んでいたというか目先の利益に目が眩くらんだというか！

「あ、てか、じゃあ今ゆかりはあの女とふたりきりってことか!?　それってやばくねえか、絶対やばいよなっ？」

　腕時計には文字盤がなく、小さなフェイスの中に長針と短針、秒針、そして短針よりもさらに短いそれ、というように計四本の針が組み込まれている。先ほどのようにこの時計のつまみを押せば戻れるのだろうか？　鉄平は焦り気味に腕時計のつまみをかちかちといじるが、異世界の機械はうんともすんともいわない。

「どうなってんだこれ、壊れたのかっ？」

「……その装置は四つの針それぞれを所定の位置にセットし、機能の方向性を設定しなければ起動しない」

　へ。

　と鉄平が顔を上げた瞬間――甲かん高だかい銃声と共に時計のフェイスが砕け散った。

　飛び散る破片に腕を薄く切り裂かれ、痛みに眉まゆをしかめる。飛び出しかけた悲鳴を飲み込み、鉄平は立ち上がりながら素早く後退した。

　目前に硝しよう煙えんの揺れる筒先。

　五ご寸すん釘くぎが拳けん銃じゆうを向け、

「詰草が貴様をここに……？」

　冷たくこちらを見据えていた。

「何のためだ」

「ンなのこっちが知りたいくらいだ！」

　鉄平には本当に詰草の意図がわからなかった。案外追い詰められた末の、ヤケクソのような行為だったのかもしれない。せっかくゆかりが記憶を取り戻しかけていたというのに、こちらにしてみればいい迷惑だ。

「もう少しでゆかりが――って」

　……ちょっと待てよ？

　鉄てつ平ぺいはふと気付いた。

　ひょっとして――これはこれでチャンスなのではないか。

　今ここには槍やりヶが岳たけたちがいる。黒幕の五ご寸すん釘くぎもいる。

　よぉく観察してみると両者は対たい峙じしていて、どうやら槍ヶ岳たちは劣勢を強いられていたように思われる。どのような経緯の末、このようなことになっているのかとか、そういうのは全くわからない。

　でも考えろ。

　槍ヶ岳がいて、五寸釘がいる。

　つまりこれはチャンスなのではないか？

「……へ」

　ゆかりの記憶を取り戻す――その術すべを知らず、暗中模索できっかけを作ろうと奔走してきた。その努力もようやく実を結ぼうとしていたが、実はそんなことよりももっと手っ取り早い方法がある。

「へへ、へへへ……」



『結果オーライ！』



　そう、結果オーライ。

　すべてはオーライだ。

　ここにいるすべての内界人――鉄平たちを理不尽に巻き込んだ身勝手な奴やつらだ――の首根っこを掴つかみ、ゆかりたちの記憶の《封印》を解除させて、そして晴れて自分は元の世界に凱がい旋せんする。

　そこにはゆかりが待っている。

　あれ。あれれ。

　完かん璧ぺきじゃないか。

「へ、へへへへへへ！」

　突然笑い出す鉄平を、五寸釘は奇妙なものでも見るように見つめた。傍そばにいた槍ヶ岳も半ば茫ぼう然ぜんとこちらを見ている。

「難しいことなんてひとつもないんだよな……」鉄平はぶつぶつと、「なんだかんだで、結局、やっぱり、最終的に、結果的に、今まで通り、どんなときも、いつでも俺おれがやることはたったひとつなんだよな――」

　難しく考える必要はない。

　ゆかりたちの記憶を取り戻すこと。内界人たちの陰謀を打ち潰つぶすこと。

　それらを成すために今すべきことは、たったひとつだ。

　ニヒッと口元を歪ゆがめ、宣言する。

「要するに」

　鉄てつ平ぺいは五ご寸すん釘くぎに人差し指を突きつけた。

「――――とにかくお前らをぶん殴ればいい、ってこった」



    

  
    
      


【第１話・リベンジ上等！】

In“〝THE SECOND”〟



　　　１



　長かった。鉄平は万感の思いで噛かみ締める。

　本当に、長かった。

　自分以外の存在が、何もかも敵であるかのように感じるときもあった。五十嵐いがらし鉄平個人が幸せになることを決して許さない、そういう世界の意志が働いているから自分は不幸なんだとワケのわからないことを信じそうになることもあった。けれど今、それは反転している。

　自分以外のすべての要素が味方してくれているような感覚。胸の奥底から熱く感情が昂たかぶってくる。詰つめ草くさと闘ったときにもあった――突き抜けた『無敵感』。なんでもやれる。負ける気がしない。

　三ヶ月。ここまでたどり着くのに随分と長い時間をかけてしまった。でもようやくたどり着いたのだ。

　遠慮なく取り返そう。鉄てつ平ぺいは低く腰を落とし、目の前の敵を獰どう猛もうな目で見据える――

　対する五ご寸すん釘くぎは顔をしかめ、何ど処こか鬱うつ屈くつした眼まな差ざしでこちらを睥へい睨げいしていた。拳けん銃じゆうを突きつけた状態で、声を押し殺して問うてくる。

「君は我々に牙を剥むくのか」

「ったり前だ。お前らが俺おれたちから奪ったモノ、全部返してもらう」

　記憶も日常もすべてを取り戻す。

「……何な故ぜ死に急ぐ」五寸釘は嘆たん息そくし、「殺すべきだという意見を抑え、記憶の操作だけで見逃してやったのだ。しかも君がなおも記憶を保持しているという事実を知った上で、だ。それで譲歩はしてくれないのか？」

「なめんな。ンなの全部お前らの事情じゃねえか」

　殺す殺さない、記憶を奪う奪わない――どれもこれも内界人の事情にすぎない。

「俺たちには関係ねえんだよ。だったら抗議するのは当然だろ」

　心なし落胆したように、五寸釘は話を続ける。

「君とは価値観を違たがえていることは理解している。世界崩壊の危険性を何度説いたところで君は耳を貸さないだろう。そもそも実感なぞ湧わかないだろうし、その上でこちらの事情を理解しろと言っても無駄な――」

「カンチガイすんな」

　五寸釘は言葉を切った。

　鉄平は歪ゆがんだ笑みでのたまう。

「世界が滅ぶ？　じゃあ滅べよ、って俺は言ってんだ」

「……貴様」

「実感湧く湧かないの話じゃねえんだよ。そこに俺とゆかりの未来がないんなら、そんな世界は要いらない」

　確かに実感は湧くかと問われればはっきりと「湧かない」と答えるだろう。『世界が滅ぶ』と言われてもそれが具体的にどんな悲劇なのか想像もつかない。例えば『世界を守る』という目的の下もと、紫むらさき姉妹がどのような過去を背負い、どれだけの思いを込めて自分たちと対たい峙じしたのかも知らない。当然目の前の五寸釘に関してもそうだ。

　何も知らない。

　けれど、それでも鉄平は確信できるのだ。

　他ほかの何を知ったとしても――そのすべてを犠牲にしてでも、自分はきっとゆかりの手を取る。



「俺おれの愛をなめんなよ？」



　どんな状況を提示されたとしても、それは不変なのだ。

「……クソガキが」

　すっ、と五ご寸すん釘くぎの目から感情が消えた。冷たく凍え、あらゆる温ぬくもりを削そぎ落とす。

「お前は何も知らないからそんなことが言える」

　凍りつく空気に鉄てつ平ぺいはさらに深く腰を落とした。緊張に背筋が粟あわ立だつ。

　五寸釘の視線は冷え冷えとし感情を殺しているような気配が窺うかがえたが、しかしそれは無駄な努力と言えた。

　憤りと殺意が、無表情という仮面のヒビから漏れ出ている。

「あの地獄を知らないから、そのような青臭いことを口にできる」

　五寸釘の指が引き金にかかり、

「残念だよ」

　銃声が轟とどろく――

　寸前で、その腕に人影が飛びかかっていた。

　下方から弾はじけるように飛びついた槍やりヶが岳たけが拳こぶしを突き上げる。肘ひじの辺あたりを叩たたかれた五寸釘の腕が真上に跳ね上げられて銃の射線がずれ、轟ごう音おんと共に放たれた弾丸が暗くら闇やみの中へと消える。

「槍ヶ……ッ」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたように表情を歪ゆがめる五寸釘の懐ふところに――申し合わせたかのようなタイミングで、爆発的な速度で鉄平が踏み込む。大きく脚をさばき、反対に捻ねじ切ったバネを解放するように腰だめにしていた拳を腹部に叩き込んだ。

　しかしコート越しに拳に返ってきたのは、肉の柔らかい反動ではなく別の硬い感触だった。コートの下に何か仕込んでいる――。

　特にこたえた様子もなく舌打ちをひとつこぼし、五寸釘は後方に飛び退のく。それを追って槍ヶ岳が彼女の腰に飛びついた。五寸釘は拳けん銃じゆうのグリップでその側頭部を叩き退のけ、さらに槍ヶ岳とは別の方向から踏み込んでくる鉄平に拳銃を向けた。

　迸ほとばしる銃声。

　直前でうずくまるように身を伏せていた鉄平の真上を、浮き上がる髪の端を焼き切りながら弾丸が駆け抜けていく。

「――――っ」

　息をつく間もなく繰り出された鉄平の足払いを、五寸釘は重心を前方に移し前のめりに踏ん張ることで耐え凌しのいだ。鈍く骨を打つ音が響き渡る。弁べん慶けいの泣き所から下半身全体へと至る痺れ。五寸釘は一瞬の硬直に囚われる。続けて下から仰のけ反ぞるように突き上げられた鉄てつ平ぺいの頭突きが、五ご寸すん釘くぎの手から拳けん銃じゆうを弾はじき飛ばした。

「いっ」頭頂とグリップがモロに衝突し鉄平は涙目になるが、「たくねえぞォオオッ」

　けたたましく吼ほえる。鉄平の大きく振ふり被かぶり放たれた拳こぶしが五寸釘の顔面を打ち据えた。

　眉み間けんからまともに食くらい、五寸釘は受け身を取ることもできず背中から湿地に叩たたきつけられた。

　さらに追い討ちをかけようとして――鉄平は不意に立ち眩くらみを覚えた。

「うぇ？」平衡感覚を失い膝ひざをつく。「え、何？」

　自分の身体からだが自分のものでないような違和感――妙に肩が重く感じられた。ひどい脱力感に侵され、眩暈めまいを振り切るのに数秒を要してしまう。

　――そういえばついさっきまで詰つめ草くさとやり合ってたんだった。

　全身の痺れに顔をしかめつつ今さらながらに思い返す。無数の擦り傷や腫はれた頬ほお。先の闘いで随分と体力も消耗している。でも。

　その脱力感は妥当なものに思えたけれど、でも理由はそれだけではないように感じられた。もっと他ほかの別の要因が自分の身体を蝕むしばんでいるような、そんな感覚があった。

「なん、だコレ？」

　困惑しながら呟つぶやく。全身に圧のし掛かる重さの正体は、わからない。

　鉄平の横では槍やりヶが岳たけが湿地に突っ伏していた。よくよく観察すると彼女もまた全身に無数の裂傷を負い、右肩には見ただけで激痛を思わせる銃創があった。先ほど五寸釘からもらった一撃でのびてしまったらしい。

「お、おい槍ヶ岳っ、大丈夫か？」

　肩を揺さぶると彼女は、がばっ！と恐ろしい勢いで顔を跳ね上げ鉄平を慄おののかせた。

「五寸釘は？」

　言われて視線を前方に飛ばす。その先では額を押さえながら五寸釘が立ち上がるところだった。顔を覆う手の、指の隙すき間まから赤く充血した瞳ひとみが覗のぞけ、鉄平の背中がぞっと粟あわ立だつ。

「よほど命を無駄にしたいらしいな……」低く、くぐもった声。「あくまで私は槍ヶ岳のみを抹まつ殺さつすればいいと考えていたのだが」

　それも考え直さなければいけない。そんな独白を漏らし、取り落とした拳銃を拾い上げる。

　五寸釘は唇を経由し顎あごを伝う鼻血を拭ぬぐいもしない。そして改めて拳銃の筒先をこちらに向ける。槍ヶ岳は四つんばいのままだったし、鉄平は未いまだ正体不明の痺れから回復していなかった。

「参考までに聞かせてもらう。どうやって詰草と接触した？」

「……向こうからやって来たんだよ。ゆかりが記憶を取り戻しかけてるとか言って」

　五寸釘は驚いたように目を見開いた。

「なるほどな……詰つめ草くさが先走ったわけではないらしい。やはりお前たちは――特にお前は未知数にして危険な存在だったということか」

　殺すに値する。低く、彼女はそう呟つぶやいた。

　互いの距離は十メートルもない。が、こちらが飛び込もうとすればその瞬間に狙ねらい撃ちになるだろう、間合い。鉄てつ平ぺいは膝ひざをついた体勢で拳こぶしを握り締める。それでも賭かけてみるか。でも身体からだが妙に重い。反応できるのか？　走れるのか？

「身体に違和感があるだろう」

　突然の指摘に、鉄平はぎくりと肩を強こわ張ばらせた。そんな反応を楽しむかのように五ご寸すん釘くぎは頬ほおを歪ゆがめる。

「この『第二世界』は《自壊》を経へてから様々な歪みを生み、世界としての仕組みを捻ねじ曲げ、外世界や内世界とのつながりから乖かい離りしつつある。乖離は『第二世界』における時間の遅緩化を引き起こし、そして腐敗を作る」

　五寸釘は虚空に手を広げた。まるで宙に浮かぶ粒子をすくい取るように掌てのひらを滑らせる。

「五十嵐いがらし鉄平。今お前を蝕むしばんでいるのはその腐敗の一例だ。この世界の死に絶えようとする方向性がお前を衰弱させる」

「ど、どういう意味――」

「簡単に言えば、他世界に比べ『第二世界』は酸素濃度が低い」口元に手を当て、「それどころかゼロに向かって緩慢にではあるがさらに低下していく傾向にある――腐敗とはそういう意味だ。世界にあるべき生命を生かす機能が壊れていっているのさ。お前が今陥っている症状は高山病のような低酸素環境症候群と呼ばれるもの。眩暈めまいがするだろう？　外世界から『第二世界』へと渡ってきたお前の身体は、環境が急激に低酸素状態に移行したため激しい全身運動に耐え切れなかった」

　確かに普段ならばどうということのない運動量に、しかし鉄平は凄すさまじい脱力感を覚えていた。息切れも著しい。一方、五寸釘や施設の人間は日常的に『第二世界』で生活しているため身体が順応しており、ついでに言えば槍やりヶが岳たけたちも施設に囚われている間に身体が環境に適応している。紫むらさき姉妹の外世界における異常な身体能力の高さもここに秘密がある。

　だが外世界で生活していた鉄平だけは違う。

　急激な環境の変化。鉄平だけがその影響を受け、避けられないハンディを背負っていたのだ。

「まるで鎖につながれているような気分だろう？」

「ぐっ……」

「それが《自壊》の生んだ呪のろいであり歪みなのだ」五寸釘は目を細め、「わかるか、理解できるか？　世界はここまで壊れることができる。これで終わりというわけではなく、『第二世界』はさらなる崩壊の一途をたどる。この施設もいずれは引き払わなければならないだろう。……わかるか？　私が成そうとしていること、守ろうとしているもの。《自壊》を繰り返させないことの、その意志の意味を。お前の世界もこのように腐ることができるということ、それもあり得るということを――お前は理解できるか？」

「できねえよ！」歯を食いしばり鉄てつ平ぺいは強引に立ち上がる。まだ足元がふらつくが気合で踏ん張り、「どんな事実を突きつけられても、俺おれの意志は変わんねえ。変えてたまるか。わがままだって言うんなら勝手に言ってろよ。知るか。俺は何度だって言うぞ。俺の愛をなめんな。俺はゆかりとハッピーライフ！」

　半ば己を奮い立たせるために言い連ねる。五ご寸すん釘くぎは嫌悪を露あらわにし、

「……クズが。どこまでふざける」

　吐き捨て銃口をこちらに向けた。

「お前には見えないのか？」

「あ？」

「これがお前には見えないのか？」

　その彼女の言葉に同調するように――

「っ!?」

　五寸釘の周りを空気中の粒子がくるくると渦を巻く。

　人の顔形――空洞のような眼がん窩かや口を備えている――を模した粒子の塊が、五寸釘を取り巻き幾つも漂っていた。それはさながら五寸釘自身が呪のろいを背負っているような、禍まが々まがしい光景だった。

「な、なんだそれ？」

「これも呪いのひとつだよ」五寸釘の瞳ひとみが憂いを帯びる。「呼びかければ『彼ら』はこうして出てくる。科学的根拠は何もない。それでも呼びかければ『彼ら』はこのように形を取り応こたえてくる。崩壊し死滅してもなお『第二世界』の生命体たちは大地に縛られ、括くくりつけられ動けずにいるのだ。見えるだろう？　お前にも見えているのだろう？　……これを見てもなお、お前は己の我がを通すのか五十嵐いがらし鉄平？」

　五寸釘の言葉を伝達するように、粒子の塊は渦を巻きながらこちらへと漂ってきた。空洞のような口が鉄平のすぐ鼻の先で何かを叫さけぶような形を描く。呪いの具現が苦しみを表現して訴えかけてくる。小さな悲鳴を喉のどの奥で押し殺し、鉄平は後ずさるのをぎりぎりで堪こらえた。

　――退ひくな。

「……闘うさ。それでも」

　飽くこともなく繰り返す。何を言われようとも自分の意志は変わらない。譲れない。目の前の死霊に向かって宣言するように、鉄平ははっきりと口にした。

「俺おれは闘う」

「では死ね」

　あっさりと五ご寸すん釘くぎは言い、引き金に当てた指に力を込める。そして。

　湿地を鋭く走る音が、ふたりの対たい峙じを遮さえぎった。

　気付かぬ間に五寸釘の背後まで接近していた人影は、彼女の足元を足の甲で軽く蹴けり押す。不意のことに体勢を崩す五寸釘から、人影――彼は抱きつくようにして拳けん銃じゆうをもぎ取っていった。

「ハヤミ！」

　鉄てつ平ぺいの声を、ハヤミマコトは無視する。奪い取った拳銃を至近距離で五寸釘に向け、容赦なく引き金を引く。

　被弾――の瞬間、地面に手をついていた五寸釘の姿がふっとかき消えた。かと思うと一いつ刹せつ那なの後には彼女はハヤミの真横に立ち、豪快に腰を捻ねじり彼の延髄に回まわし蹴げりをくれてやった。ハヤミは半ば衝突するように両りよう膝ひざを湿地につき、しかし拳銃は手放さず闇やみ雲くもに標的へと向けて突き出す。

　しかしそこに五寸釘の姿はなく。

　彼女は遥はるか向こう――建物の傍そばに立っていた。

「な、何だよ今の……？」

　鉄平はぽかんと彼らの攻防を見ていた。

　五寸釘が瞬間的に移動したように見えたのだが――目の錯覚か？

「ハヤミマコト……」

　荒く息をつきながら、きつい眼まな差ざしをして五寸釘は問うた。

「何な故ぜ動ける？」

「知るか」

　軽く切り捨てるハヤミはしかし苦しげに呼吸を繰り返していた。全身に汗をかき、肩で息をし、傍目はためにも立っているのがやっとのように見えた。

「チッ。次から次へと――ん？」嘆たん息そくする五寸釘は、ふと耳に手を当てた。「……詰つめ草くさか」

　何やら頷うなずき、散歩にでも行くような気安い口調で言った。

「少し失礼する」

「させるかよ」

　間髪を入れずハヤミは拳銃を構える――しかしそのときにはすでに、五寸釘の姿は音もなく消えていた。ハヤミは舌打ちして拳銃を叩たたきつけるように放ほうり捨てる。湿地を跳ねる拳銃の音が不気味に響き渡った。

「…………ええと」

　なんとなく取り残されたような心境で、鉄平は誰だれにともなく訊たずねた。

「誰だれか状況を説明してくれ」



　　　２



　五ご寸すん釘くぎが戦線の一時離脱を選んだのは、部下からとある人物の帰還を知らされたためだった。

　空間跳躍により五寸釘が戻ってきたのは施設内の最さい奥おうにある中枢、管制室である。白い一室。室内の一面を巨大なディスプレイが覆い、そこには複数の映像が折り重なるように展開している。その映像群の前では白衣姿の人間がデスク一体型の端末に向かい、こちらに気付いた何人かが振り返り敬礼してきた。

　五寸釘が視線を巡らせると、目的の人物は管制室の隅で壁にもたれて立っていた。姉妹で区別がつくようにと普段は左右に結わえられるツインテールは今、片方が解ほどけてアンバランスな髪型になっている。灰色のジャケットや黒のスカートが土つち埃ぼこりに汚れ、彼女の頬ほおはつい今しがた殴り合ってきたかのように――実際五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいと格闘してきたらしい――腫はれ上がっていた。

　詰つめ草くさ、と呼ぶと彼女――紫むらさき詰草は素直にこちらに駆け寄ってきた。『第二世界』の生命体である詰草はその過去ゆえに内界人に対して反発を抱いているが、五寸釘に対してだけはこのように従順な態度を示す。

　ただ、今の詰草は何ど処こかイジケたようにむくれていた。これから何を言われるかおおよそわかっていたのだろう。

「……その、ごめ――」

「喋しやべるな。舌を噛かむ」

　甲かん高だかい音が弾はじけた。

　虚を突かれて咄とつ嗟さに口を噤つぐんだ詰草の頬を、五寸釘が平手で打ったのだ。

「古こ都とゆかりが記憶を取り戻しかけているのは本当か？」

　痛みよりも打たれた事実に茫ぼう然ぜんとしているようで、詰草は頬を押さえながらぎこちなく認めた。

「は、い。完全にではないですけど……」

「古都ゆかり以外には？」

「いえ……彼女だけです」

　五寸釘は白衣の部下たちを顧かえりみた。

「至急外世界に人を向かわせろ。対象は古都ゆかり一名。殺せ。死体はこちらの世界で荼だ毘びに付す。同時に古都ゆかり失しつ踪そう後の周辺人物の記憶・情報操作も行え。大目玉エサの回収も忘れるな」

　慌ただしく白衣たちが動き始める中、詰つめ草くさははっとして五ご寸すん釘くぎにすがってきた。

「私、私が行きます！　お姉ちゃん――紫むらさき露つゆ草くさが裏切ったんです！」

「露草が？」

　さすがに寝耳に水だったので眉まゆをひそめた。

　詰草は事の経緯を早口にまくし立てた。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいが古こ都とゆかりの記憶の蓋ふたをこじ開けたこと、その結果を受け詰草は自己判断で彼の抹まつ殺さつに向かったこと。

「そして返り討ちに遭ったと」

　そう口を挟まれて、詰草はむっとしてうつむいてしまう。五寸釘は嘆たん息そくし「続きは」と促すが、彼女は気まずそうに言いあぐねた。

「……五十嵐鉄平をこちらに送ったのはお前なのだな？」

　びくりと詰草の肩が震ふるえる。

　何な故ぜそんなことをした――それを訊たずねる必要はなかった。返り討ちに遭った詰草はなんでもいいから五十嵐鉄平に一矢報いたくてそのような行動に出た――五寸釘はそう当たりをつけている。理屈よりも感情が先立った結果なので詰草にも説明しにくいのだろう。今はそれを追及している場合ではない。

「それでどうしてお前はここにいる」

「……古都ゆかりが居合わせたので、それも自己判断で抹殺しようとしました。それをお姉ちゃんに邪魔されて……強制的にここに送還されました」

　言いながら詰草は右腕の時計を示す。外見こそただの時計だが、それは世界間を渡るための装置である。詰草は元々自分がしていた時計を五十嵐鉄平にはめて『第二世界』に飛ばし、そしてその後に露草のしていた時計をはめられて飛ばされてきた。そのようなことを簡潔に説明する。

「露草が何故裏切ったのか、詰草は説明できるか？」

　首を横に振り、

「わかりません……ただあのときから――五十嵐鉄平と直接闘って以来、お姉ちゃんはおかしくなったように感じます」

　――またあの少年なのか。

　五寸釘は不快感すら交えて思った。考えてみればこの一連の流れには必ず五十嵐鉄平の存在が係かかわっている。確かにすべては槍やりヶが岳たけたちＯＴＶが外世界を訪れたことに端を発していたが、一方、節ふし々ぶしであの少年が顔を出し邪魔をする。槍ヶ岳さえ何とかすればいいと思っていたが――その考えは改めなければいけないかもしれない。

　考え込む五寸釘に、詰草が恐る恐る口を開いた。

「お姉ちゃんに口止めされていたことがあります」

「……なんだ」

「滝たき本もと柚ゆ子ずと日向ひなたあひるの二名が前回の記憶操作を受け付けず、去年からずっと単独で行動していました。私たちはそれに気付いてましたけど――お姉ちゃんが私に口止めして、個人的に彼女たちの監視に当たっていました」

　これには五ご寸すん釘くぎも内心穏やかでいられなかった。思わず感情のままに怒鳴り散らしてしまいそうになるところを、寸前で堪こらえる。

　露つゆ草くさは一体どういうつもりでこのような行動に出たのか。さすがにこれは本人の口から直接聞かないことにはわかりようがない。そのことで妹の詰つめ草くさに問い質ただしても詮せん無ないことだ。しかし腹立ちはどうしようもなかった。

　――何な故ぜだ？

　お前はあの《自壊》を忘れてしまったのか、露草？

「私に行かせてください！」胸に手を当て、詰草は詰め寄ってきた。「きっとお姉ちゃんを止めてみせます。古こ都とゆかりも他ほかのふたりも必ずこの手で始末してみせます。だから私に行かせてください！」

　真しん摯しに見つめて懇願してくるが、しかし五寸釘は首を横に振った。

「ダメだ」

「どうしてっ」

「お前が様々な報告を怠おこたり、私に指示を仰がず、身勝手に五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいと接触を図るような人間だからだ」

　辛しんらつな言葉に詰草は声を詰まらせた。

　詰草は感情的な面が強い。その場その場の感情に左右されやすく、故ゆえに五十嵐鉄平に対して強すぎる私し怨えんを抱いていた。その結果彼を『第二世界』に招いてしまい、槍やりヶが岳たけたちを自滅させる計画も滞ってしまった。

　――もっとも私怨が過ぎるのは私も同じだがな。

「お前が必要な義務を怠ったことはこの際不問にする。今はそれどころではないからな。しかしこの一件は慎重を期すべき重要なことだということを忘れるな。……外世界には別の人間を行かせる」

　顔を伏せ、詰草は口くち惜おしそうに唇を噛かむ。それを横目に五寸釘は部下たちに外世界への人員投入を指示した。抹まつ殺さつ対象に古都ゆかりの他、滝本柚子や日向あひるを含める。

　――残念な結果になった。

　世界間交流の反対派は主に『穏便派』と『過激派』の二派に分かれ、五寸釘はその両派を統括する立場にある。二派の意見をなんとか取りまとめ、巻き込まれた外界人たちに同情する形で「記憶操作に止とどめる」という結論を打ち出したのだが――それは無駄に終わったようだ。

　――今一度この手を汚そう。

《自壊》を未然に防ぐ。その悲願を達するため――叶かなえ続けるため、彼らには犠牲になってもらう。

　もはや同情の余地はない。

　五ご寸すん釘くぎはある部下からその報告を受けると、うなだれる少女を振り返った。

「詰つめ草くさ」

　詰草はそっと顔を上げる。

「今現在五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいと脱走した槍やりヶが岳たけが施設に侵入し、こちらに向かっている。予想される目的は記憶を取り戻すこと、この世界から脱出すること、そして――私を倒すことだ」

　詰草は目を丸くした。彼女も槍ヶ岳が脱走していたことは聞き及んでいなかったらしい。

　五寸釘は手を伸ばし、指先で詰草の前髪を梳すいた。

「復ふく讐しゆうしてこい」

　五十嵐鉄平に。

　ぽかん、と口を開けていた詰草は、すぐに表情を輝かせて頷うなずいた。

　彼女は右の手首を見下ろす。そこには姉の手によって巻かれた時計がある。それを外して五寸釘に託した。それは単純に五十嵐鉄平たちに奪われてはいけないという理由もあっただろうし、恐らくは裏切った姉への反抗でもあったのだろう。

　裏切り者から与えられた物は、今は要いらない。

「髪が解ほどけているぞ」

「え？　あ」

　ツインテールの片方が解けていることに、言われて初めて気付いたらしい。括くくるモノを求めてジャケットやスカートのポケットを探る詰草に、五寸釘は髪ゴムを差し出した。詰草は微笑ほほえんで受け取り、髪を結び直す。

　詰草は先の五十嵐鉄平の戦闘に傷つき、片割れとも言うべき姉にも裏切られた。体力的にも精神的にも疲弊しており、決して平気ではなかったはずだ。

　それでも紫むらさき詰草は機会を得た。殴ってきた相手に殴り返す機会を。

　故ゆえに、彼女は薄く微笑んだ。

「……行ってきます」

　そして管制室を飛び出していく。

　それを微かすかな笑みで見送った五寸釘は、室内の巨大なディスプレイを振り返り表情を消した。ディスプレイには廊下を駆ける三人の人物が映し出されていて、彼女はそのひとりに注視する。

「……こう言うのもなんですが」

　彼女の視線の先を追ったのか、端末に向かっていた白衣のひとりがふともらした。

「かわいそうですよね。こいつ自身には罪はないのに」

　彼が同情を示したのは、もちろん五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいに対してである。五ご寸すん釘くぎは部下を横目で一いち瞥べつし、小さく息を吐いた。

　五十嵐鉄平本人に罪はない、そのことを五寸釘はよく知っている。少年はこちら側の事情のとばっちりを食くらい、そしてそれは彼にとって極めて理不尽なもので、故ゆえに少年はがむしゃらに反抗しているだけ――当然のことをしているに過ぎないのだ。

　けれどあからさまな言い方をすれば。

「だからどうした？」

　五寸釘にとってそのようなことは――五十嵐鉄平を取り巻く一切は、どうでもいい。

　内世界と外世界をつなぐありとあらゆる関係性を断つ。

　五十嵐鉄平が古こ都とゆかりとの仲を絶対視するように、五寸釘にも絶対視するものがある。何なん人ぴとにも譲ることはできず、だから少年がどう思おうとも彼女には関係ない。

　それでも「記憶の操作」という譲歩はした。しかし五十嵐鉄平はその譲歩を無駄にしてしまった。無謀にも歯向かうことを選んだ。

　だから五十嵐鉄平は、今や槍やりヶが岳たけ同様に処理すべき対象なのだ。

「五十嵐鉄平の危険性はこれで証明された。前回の議決通りこれより彼の抹まつ殺さつに入る。警告も必要ない。構わん、撃ち殺せ」

　だからどうした――。あっさりと返された白衣は茫ぼう然ぜんと口を開き、五寸釘が再び横目で見やると慌てて端末に向き直り施設内の警備システムの調整に取り掛かった。忙せわしなく警備員の配置や人数、銃器携帯の指示を行う。

　五寸釘は腕を組んでディスプレイを黙視している。それに気付いた部下にタオルを差し出されたが簡潔に断った。それ――『第二世界』を覆う『体液』に濡ぬれた身体からだを、彼女は当然のように受け入れる。布で拭ぬぐう？　何な故ぜ。これは汚れでもなく何でもなく今は亡きモノたちの残ざん滓しなのだ。

「……お前はどう思っているのだ」

　無表情に、五寸釘は囁ささやいた。画面に映る、完全に敵として認識した三者の中――そのひとりに向けて決して聞こえない問いを投げかける。

　ハヤミマコト。

『第二世界』の生き残りとして、お前は何を思う？



　　　３



『第二世界』に陽ひは射ささない。

　空気中に微細な粒子が漂い、それが上空にいくにつれ濃度を増して空を厚く覆っているためである。微細な粒子とはかつて存在し殺し合って死滅した生命体の、その肉片が細分化されたもので、何なに故ゆえそれが塵ちりと化し空気中に浮遊しているのかはっきりとした要因は解明されていない。彼ら特有の性質なのか……さらに特異なことにその粒子がこの世界の構造に、他世界ではあり得ないような様々な歪ゆがみを生んでいる。

　とにかく『第二世界』では塵の層が陽ひ射ざしを遮さえぎり、そのため――冷える。

　ぶるっ、と一いつ本ぽん釣づりは肩を震ふるわせた。

「……寒いね」

　もちろんそれは独り言ではなく相あい槌づちを求めたものだったのだけど、隣に腰を下ろしている一いち太た郎ろうは当然のように何も応こたえなかった。施設の白い外壁に背中を預け、その太ふと股ももには未いまだ意識が戻らない越えち後ご屋やの頭を乗せている。越後屋はのん気に「うにゃぁ……」と寝息をたて、一太郎は微笑を浮かべてその様子を見下ろしていた。

「ねえ一太郎ったら」

　やはり無視される。

　一本釣は嘆たん息そくし、よくわからない奴やつだと父親ながらに思う。野生の熊くまのような容姿に反し、息子はニコニコと笑顔を浮かべ、誰だれにでも――何な故ぜか父親の自分は例外としてだが――愛想よく振る舞うところがある。しかしそんな彼も珍しいことに越後屋個人に対してだけは辛から口くちになることが多く、言われる彼女も顔を真っ赤にして抗議する。

　でも今、その彼女を見下ろす一太郎の眼まな差ざしは、とても優しい。



    

  
    
      



    

  
    
      　……これはアレなのだろうか。その辺のところを今度腹を割って話してみようか。いやでも訊きいた瞬間に殴られそうだなぁと一いつ本ぽん釣づりが腕を組んで考えていたとき。

「だいぶ落ち着いてきましたね」一いち太た郎ろうが自らの胸に手をやり言った。「脈拍が安定してきました」

「そうだね。槍やりちゃんが行ってしまったから、かな？」

　五ご寸すん釘くぎの言によると自分たちは特定人物に殺意を抱くよう様々な処方をされてきたらしい。先ほどはそのために精神の混乱を来きたしていたが、今は肝心の特定人物が傍そばにいないためか気分もいくらか落ち着いていた。もっともひどい脱力感が全身にこびりついているのですぐに動く気にはなれない。

「ハヤミちゃんはよく動けるよねえ」

「……ええ。正直私も驚きました。もちろん五十嵐いがらしさんに加勢したことにも驚きましたが、そのためにまさかあのような行動に出るとは」

　ふたりは揃そろって傍かたわらの湿地を見下ろす。一見してわからないが、液体に混じって何か汚物が漂っていた。

　ハヤミマコトの吐瀉物である。

「いきなりここの液体をがぶ飲みし始めたときはどうしちゃったのかと思ったよ」

『第二世界』を覆う湿地はすべてかつて存在した生命体の体液からなるものだ。粉ふん塵じん化しなかった細かな骸むくろの破片も混入しており、当然飲料には適さない。それをハヤミマコトは這はいつくばり顔面を突っ込んで飲み干し始めたのだ。

　そして直後に嘔おう吐とした。

「ショック療法って奴やつなのかな。ハヤミちゃんはあれで精神支配から脱したらしいけど」

　胃の中の物をあらかた吐き尽くし無理矢理正気を取り戻したハヤミは、そうして鉄てつ平ぺいと五寸釘の戦闘に加勢していったのだった。

「何が彼をそうさせたのでしょうか」

「ハヤミちゃんは不器用だから」一本釣は苦笑し、「ああいうやり方でなきゃ借りを返せないのさ」

　返す相手は、言うまでもない。

「……一太郎はこれが見えるんだよね？」

　そう口にする一本釣の前には、先ほど鉄平が見たような粒子の塊が漂っていた。抉えぐり取られたようなふたつの目と口が絶叫をあげるように大きく見開き渦を巻いている。

　呪のろいの渦を見つめる一本釣を、一太郎は横目で見つめた。

「ディレクターも見えているのでしょう？」

「あ、やっぱりバレてた？」

　一本釣はいたずらっぽく笑った。

　世界間の移動を日常的に行っている内界人は、自身がかける眼鏡めがねに、このような死霊のごとき変異を見えないようにするための細工を施している。実際五ご寸すん釘くぎの言う通り、この粒子が何な故ぜよりにもよって彼ら本来の形ではない、人としての形――内界人の顔を取るのかは内世界の超科学にして解明されていない。故ゆえに内世界では「死滅した生命体の怨えん恨こんの意志が粒子内に残存している」というオカルト的な解釈が流は行やっており、それを恐れている内界人の眼鏡には特定物質を不可視にする偏光レンズが仕込まれているのだ。

　内界人は誰だれもが心の何ど処こかで罪の意識を抱えている。それを常に意識し見つめ続けることは相当の苦痛を伴い、だからこうした工夫がどうしても必要とされていた。

「でも僕は元々この世界のモノだったから。目を背けることなんてできない」

　むしろ背けてはいけないとそう思う。だから一いつ本ぽん釣づりのかけている眼鏡にはそのような細工は施されていない。ＯＴＶの局内でも眼鏡をかけない方が珍しいケースなのでポーズでかけているだけだ。

　――五ご寸すんちゃんもきっと同じ思いなんだろうな。

　五寸釘が眼鏡をかけていないのは、この呪のろいの具現を見つめるためだろう。その彼女を倣ならってか施設の所員たちも眼鏡の類たぐいはしていないようだ。

「一いち太た郎ろうはなんで眼鏡しないの？　越えつちゃんや槍やりちゃんだってしてるのに」

　それは前々からの疑問だった。ただ話題が話題なだけになかなか聞く機会がなかった。一本釣が首を傾け訊たずねると、一太郎は何処か口ごもるように躊ちゆう躇ちよした。

「……一度しか言いませんから」

「へ？」

「私があなたの息子だからです」

　言って、一太郎はそっぽを向いてしまう。

　一本釣はぽかんとその横顔を見つめていたが、はっと気が付いて身を乗り出した。

「ちょ、え……今のもう一回聞きたいんだけど」

「……死ねクソ親父」

「ものすごい暴言きた！」

　そうこうしていると施設からぞろぞろと黒服の人間たちが飛び出してきた。彼らはそれぞれに銃器を構えて瞬またたく間まに三人を包囲すると、低い声で警告してきた。

「投降してもらう」

　せっかくいいところだったのに。一本釣は肩をすくめ息子に目配せする。

「いけそう？」

「無理ですね。身体からだが動きません」

「んじゃ」

　ふたりは同時に両手を挙げた。それを確認した黒服が素早く拘束に取り掛かる。一本釣は腕を後ろ手に取られ「いだだだだだ！」と悲鳴をあげた。一いち太た郎ろうの太ふと股ももで寝ていた越えち後ご屋やにも黒服の手が伸び、荒っぽく彼女の二の腕を掴つかみ――

「離せ」

　ぎくりとその手が止まる。

　目を細めた一太郎が、両腕に越後屋の身体からだを抱えて立ち上がった。

「私たちに抵抗する意志はありません。このまま連行してください」

「そうだよ！　いだだだだ！　て、手を離してよ！」

「その人はそのままで構いません」

「一太郎!?　今度家族会議するからねっ？　絶対だからね!?」

　黒服たちは戸惑いがちに顔を見合わせるが、やがて頷うなずいて拳けん銃じゆうを突きつけた。

「いいだろう。そのまま進め」

「ちょ、なんで僕の手は離してくれないのかなぁ!?　痛いって！」

　わんわん騒ぐ一いつ本ぽん釣づりと、やれやれと肩をすくめる一太郎。彼らの様子を見ていた黒服が、思わずといったように訊たずねてきた。

「……何な故ぜそうも落ち着いている？　お前たちの生死は我々に握られているんだぞ」

「は？　その言葉、そっくりそのままお返ししますよ」一太郎が答えた。「どうしてあなたたちこそ、そんなに平静なのですか？」

「……どういう意味だ」

「だって」

　一太郎はニッコリと笑い、

「あなたたちの相手はあの三人ですよ？」

　　　＊

「……一本釣とか置いてきちゃったけど、大丈夫かな」

　三人は白い廊下を足早に進んでいた。

　鉄てつ平ぺいが背後を振り返りつつ不安げに問うと、槍やりヶが岳たけが答えた。

「どうでしょうね。今いま頃ごろは施設の人間に捕縛されていると思いますが」

「うおぃ!?」

「最悪生命を奪われることはないと思います」淡々と言う。「五ご寸すん釘くぎは事故という名目で我々を殺したいのであって、自らの手でそれを下すことはしないでしょう。薬物などによる洗脳というしち面倒くさい手を使ってきたのです。心配無用ですよ」

「そ、そうか」

「多分」

「多分ですか!?」

　どちらにせよ彼らは一時的に身体の自由が利きかない。そして自分への殺害意識を強制されている。この場合は置いていくしかありません――槍やりヶが岳たけはそう言って話を打ち切ってしまった。鉄てつ平ぺいはなんとなく口を尖とがらせる。

　鉄平は施設に侵入した時点で防寒具や上着をあらかた脱ぎ捨て、Ｔシャツにジーンズという身軽な格好になっていた。外の液体でドロドロになった靴下も捨て、裸足はだしにスニーカーを履いてきつく靴くつ紐ひもを縛っている。

「てかお前こそ大丈夫なのかよ」

　一方の槍ヶ岳は、施設侵入時に更衣室で見つけた新しい囚人服に着替えていた。元々着ていたそれは液体をモロにかぶってひどい有様だったので、と本人は主張している。

　鉄平の問いに、槍ヶ岳は青白い顔で頷いた。

「あの銃撃の中でこの程度で済んだだけ奇跡です」

　口調は安定しているが、足取りはたどたどしい。銃で滅多撃ちにされたらしい全身は数え切れない裂傷を負い、中にはかすめるというよりは抉えぐり取られたという観の傷もあった。極めつけは右肩の深い銃創だ。更衣室で脱ぎ捨てた衣服の袖を引き裂き包帯代わりにしているがそれも真っ赤に染まり、新品の衣服の上からも薄くその色が見えてしまっている。

　表情は血の気をなくし、視線も虚うつろに近い。傍目はためにも槍ヶ岳はいつ倒れてもおかしくないような状態だった。あの槍ヶ岳が弱っているという事実に少々戸惑いを覚え、鉄平はついつい気に病んでしまう。

「やっぱりお前も残った方がいいって。出血がひどすぎる」

「あのメンツの中で施設の構造を把握しているのは私だけです」額にはべっとりと脂あぶら汗あせをかいているが、槍ヶ岳の呼吸は驚くほど安定している。「私にしかできない仕事です」

「けどよ……」

「他ほかの何を犠牲にしても、アナタはアナタの信念を貫くのでしょう？」

　言葉を切る鉄平に、槍ヶ岳は真まっ直すぐに言葉を向ける。

「ならば私を踏み台にするくらいの気概を持ってください。そうでなくては五ご寸すん釘くぎには勝てない」

　鉄平はなんだか首を傾かしげてしまう。

　――こいつ、こんな奴やつだったっけ？

　口が裂けても「自分を踏み台にしろ」などとは言わない女だった。むしろ「オマエを踏み台にします」のようなセリフの方がらしい。槍ヶ岳は記憶を失っているというが、それが関係しているのだろうか。

「アレ？　てかお前って記憶ないんだよな？　操作されてて」

「そうお話ししたと思いますが」

　鉄平たちはお互いの状況を説明し合ったばかりだった。こちらは紫むらさき詰つめ草くさとの戦闘の最後に『第二世界』へと送られたということ、槍ヶ岳たちはこの施設から脱走を図ったがそれは五ご寸すん釘くぎの罠わなだったということを簡潔に伝えている。

　こうして改めて施設に乗り込んでいるのは、必要な諸もろ々もろの装置を捜すためである。他世界へ移動するための装置も記憶を取り戻すための装置も、すべてはこの施設――恐らく最さい奥おうにある。槍やりヶが岳たけの把握している地図によるといくつかの場所に空白の部分があり、そこをしらみ潰つぶしに捜していくしかない。

　そのときの説明で槍ヶ岳が記憶を《封印》されていることも、鉄てつ平ぺいは聞いていた。

「じゃあなんで俺おれのことは覚えてるわけ？」

　槍ヶ岳はすぐには答えなかった。浅い呼吸を繰り返し、しばらく無言で通路を進む。Ｔ字路に突き当たったところでようやく「右です」と口を開き、そのついでとばかりに言ってきた。

「銃撃を受けたとき、弾はずみで思い出しました」

「は？」

「申し訳ありませんがそうとしかお答えできません。土ど壇たん場ばで何な故ぜかアナタのことだけが記憶の奥底から浮上してきたのです。アナタと私がどのような関係を培ってきたのかはわかりませんが……五十嵐いがらし鉄平という個人のデータを、私は不意に思い出した」

「……何だソレ。ちょっと気持ち悪いぞ」

「こっちのセリフです下半身野郎」



    

  
    
      



    

  
    
      「お前は俺おれという個人をどう記憶してるんだ」

　軽くツッコミを入れながらも鉄てつ平ぺいは懐かしく感じていた。この女とは何ヶ月も会っていなかったから、こうして掛け合うのも悪くない気分だったりする。……うん、気持ち悪い。

　懐かしい、久しぶり――といえばこの男もそうだ。

「……」

　先ほどからずっと無言で後を付いてくる――ハヤミマコト。

　銀髪の混じったオールバックの頭髪に切れ長の眼め。細く鋭く引き締まった体格。槍やりヶが岳たけのような重傷こそなかったが、ハヤミもまたひどく疲労しているようだった。頬ほおはやつれ息も荒い。洗脳状態から自力で脱したらしくその後遺症にやられているようだ。

　ハヤミとはイヴの最初の事件以来、微妙な関係を続けている。敵として対たい峙じすることもあれば友人の藤ふじ森もり文ぶん七しちに『擬態』してひと芝居打ってきたり、そしてまた昨年の六月に衝突したり――それからは内世界の警察機関に捕らえられたらしく会うことはなかったのだが。

　過去に何度もやり合いこちらの命を狙ねらってきた男だ。そんな人物が理由も告げずに黙って付いてくるというのは気分的にもよくない。

「おいハヤミ」

「……なんだ」

　か細いが、どちらかというとキーの高い声が返ってきた。相変わらず無表情というかむっつりとした様子だ。

「なんだじゃねえよ。お前の目的はなんだ。黙ってついて来られたら怖いんだよ」

「……お前には関係ない」

「そういうワケにもいかないでしょう」槍ヶ岳が口を挟んだ。「アナタが脱走を目的に私たちに協力しているのだとしたら、私たちは別行動を取らざるを得ない。確かに我々の最終的な目標は記憶を取り戻す装置の奪取、そしてこの施設からの脱走――『第二世界』からの脱出です。しかしそこには冤えん罪ざいを晴らすという名目があるのです。ハヤミマコト、失礼ながらアナタは純然な犯罪者らしい……ならばアナタの脱走を手助けすることは私たちにはできない」

　くどくどと述べ立てる槍ヶ岳に、ハヤミは舌打ちを漏らした。何ど処こかイライラした様子で告げる。「安心しろ。別に脱走するつもりもないし、お前らの邪魔をする気もない」

「じゃあどういうつもりなんだよ」

「お前には関係ないと言っただろう」

「……じゃあついて来んなよ」

「俺の勝手だ」

「だァから！　信用できない奴やつに意味もわからずついて来られたら正直ビビるだろうが！」

「本当に正直ですね」

「お前は黙ってろっ」

　なおも鉄てつ平ぺいが問い詰めようとしたとき、

「――伏せろ」

「あ？　ふみっ」

　ハヤミが叩たたくように鉄平の頭に手をやり無理矢理下げさせた。唐突なことに鉄平は前のめりになりつつ舌を噛かむ。

　その刹せつ那なに――鉄平の頭の天てつ辺ぺんすれすれを弾丸が通過し壁に衝突して弾はじけた。

「っ」

　舌を噛んで目を白黒させる鉄平は、それでも地を蹴けり弾丸のように駆け出すハヤミの背中を目まの当たりにし――反射的に追った。鉄平もまた地面を這はうように身体からだを前に傾け、通路を封鎖する黒服の集団に突貫する。

「このクソがこなふほばああああああああああッ」

　舌を噛んだため涙目で咆ほう哮こうする鉄平と無言のハヤミとの接近に、黒服たちは容赦なく掃射してきた。機動力を奪うために足元を狙ねらう――というような生なま温ぬるい銃撃ではなく、はっきりと頭部や胸部を狙った殺意ある弾幕だった。

　自らの手は下さないんじゃなかったのかよ!?　罵ば声せいを飲み込み、鉄平は低く前方に飛び込んで受け身も取れずに腹はら這ばいになった。弾丸が空気を引き裂いて通り過ぎていくのを、総毛立つ背中で感じる。

　咄とつ嗟さに回避したはいいがそのために身体を伏せてしまった。ヤバイ――鉄平は足をもつれさせながら立ち上がるが、既に次弾の撃鉄は起こされ銃口はこちらに狙いを澄ましていた。

　複数の凶器の矛先を向けられ、鉄平は金縛りに遭ったように動けなくなった。黒服の男たちが一斉に引き金を引くのを、身動きもできず見ているしかない――

「――――がっ!?」

　不意に先頭にいた男が真横に跳ね飛ばされた。突然の仲間の転倒に色めき立つ男たちは、しかし次々と何もない空中で壁に衝突したように顔面を弾き返され混乱に陥った。ある者は拳けん銃じゆうを叩たたき落され、次いで身体をくの字に折って昏こん倒とうする。またある者は鈍い音を立てて仰のけ反ぞるように顎あごを真上に突き出し、そのまま背中から転倒した。

「なんだっ、何が起こってる!?」

「落ち着けッ、これは――」

　黒服たちの混乱を茫ぼう然ぜんと眺めていた鉄平は、ふと傍かたわらのそれに気付いた。

　脱ぎ捨てられた服。

「――ハヤミマコトの『擬態』だッ！」

『第二世界』の生命体、その特殊能力である『擬態』。擬似情報をまとうことで他者の認識を歪ゆがめ、姿を変えるというもの。ハヤミは今その能力を応用し周囲の人間に「そこには誰だれもいない」と誤認させていた――平たく言えば自らの姿を視覚的に透明にすることで立ち回っていたのだ。

　鉄てつ平ぺいはそれを経験的に知っていた。一昨年のイヴの事件時、鉄平自身がその『擬態』によって襲われたのだから忘れるはずもない。確かこの能力には唯一欠点があって、それは――

「立てッ!!」

　虚空からの叱しつ咤たが鉄平の鼓膜を叩たたく。

「うォ」鉄平は弾はじけるように立ち上がり、「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ」

　吼ほえる。スニーカーが白い床を擦こするように蹴けり離れた。

　こちらの猛進に反応した黒服が拳けん銃じゆうを向けるが、遅い。その懐ふところに頭から飛び込んだ鉄平がなおも地を蹴り黒服の肉体ごと前進、深く深く潜り込みそこから全力で黒服を突き飛ばす。たたらを踏んで背後の仲間ともつれ合う男の元に、鉄平は身体からだが接触するほどの近距離に踏み込むと身体を旋回――男の脇わき腹ばらに強烈なブローを叩き込んだ。

　黒服は仲間を巻き込んで床に投げ出された。それを尻しり目めに、鉄平は真後ろを向くように足をさばきつつ急激に腰を落とす。ちょうど背中から襲い掛かろうとしていた黒服に、振り向き様の足払いをくれてやる――が、それは足首を踏まれて止められた。痛烈な衝撃に鉄平は悲鳴を噛かみ殺す。片目を瞑つぶりつつも視線を上げると正に鼻の先に拳銃が突きつけられ引き金が――

　――左っ！

　勘の命ずるまま首を左方に傾けた瞬間、頭の右横を轟ごう音おんが駆け抜けた。弾丸は辛かろうじて耳たぶをかすめるに終わり、意識を丸ごと飛ばしてしまうような凄すさまじい残響を鼓膜に残す。頭の右側が直接火に炙あぶられているかのような痛みに侵され、赤い飛沫しぶきが視界の隅で散る。鉄平はそれらすべてを撥はね退のけるように眼まなこを見開き咆ほう哮こうをあげ、己の足を踏み止とどめる黒服の脚に握り拳こぶしを叩きつけた。

　頭上の苦鳴を聞き流しながら解放された足を引き戻し、鉄平は下から上へと跳躍するように太ふと股ももの筋肉を伸びしならせた。同時に突き上げていた拳が黒服の股こ間かんに命中。この世の終わりのような悲鳴。自分でやっておきながら自らの股間にもぞぞぞと違和感を覚えつつ鉄平は飛び退のいて距離を取った。そして――

「っは……はぁ？」

　愕がく然ぜんとする。心臓が悶もだえるように高鳴っていた。軽い呼吸困難のようなものに陥り、視界を汚濁させる眩暈めまいに鉄平は思わず目を瞑ってしまう。

　――クソったれ！

　異常なほどに疲れやすい。たった十数秒の運動に驚くほど息切れがし、鉄てつ平ぺいは咄とつ嗟さに動けなくなる。単純な疲労とは違う――五ご寸すん釘くぎが先ほど言っていたことを思い出す。低酸素状態による環境症候群。それは確実に鉄平の足あし枷かせとなっていた。

　呼吸が引きつる束つかの間ま、後ろ首を掴つかまれ背中から引きずり倒された。その拍子に後頭部を打ち目の前で火花が散る。眩暈めまいが痛みに塗り潰つぶされ――視覚が一時的にそれを捉とらえる。

「え」

　鉄平を真上から見下ろす銃口。こちらの身体からだを跨またぐようにして黒服が立ち拳銃を構えていた。撃。血。殺。死。終。そんな単語がずらずらと連鎖的に鉄平の脳裏を過よぎる。

　身体は、動かない。

「え――」

　え、嘘うそ。

　終わり？

　鉄平の中で時間が止まる。

　ここで終わるのか？

　瞬間的に鉄平の脳が回転を始めた。もしも。

　もしも終わったら、どうなる。何がどうなる――純粋な疑問。

　芋づる式に回答が引き出される。ここで死ねば元の世界に戻れない。二度とゆかりに会えない。二度とゆかりの声が聞けない。二度とゆかりと仲直りができない。それどころか詰草あの女は自分やゆかりを殺すような発言をしていなかったか。殺す？　ゆかりが殺される？　俺おれだけじゃなくゆかりまで。文ぶん七しちは？　霧きり島しまさんは？　他ほかの皆みんなは生かしてもらえるのか。もしかして皆殺しにされて終わるのか。

　殺されて、記憶を操作されて、全部なかったことにされるのか――。連想ゲームのように次々と鉄平の頭は予想される未来を打ち出す。さらに目に浮かぶのは寒空の下会いに来てくれた後輩たちの姿。

　――あのふたりとも約束したのに。

『明後日あさつて。明後日滝たき本もとさんの教室に行くから』

　自分は確かにそう言った。あの滝本柚ゆ子ずと日向ひなたあひるのふたりと約束した。したのに。

　ここで殺されるのか。

　――待て。

　思い出せ。そういえばあのとき――俺はなんて訊きかれた？

『救える、んですか？』

　そしてなんて答えた？



『俺おれを誰だれだと思ってる』



　鉄てつ平ぺいは瞳ひとみを見開いた。こちらを見下ろす銃口と真っ向から睨にらみ合う。

　俺は誰だ。

　俺の名前は何だ？

　止まっていた時間が、動き出し加速する。仰向けのまま跳ね上げた爪つま先さきが黒服の手から拳けん銃じゆうを蹴けり落とした。拳銃は鉄平の真上に落下。空中で引ひっ手た繰くるように手に取り、黒服の太ふと股ももに弾丸を撃ち込む。反動に持っていかれた手をそのままにして拳銃を放ほうり捨てる。

　――俺の名前は。

　五十嵐鉄平だ。胸中で吼ほえる。鉄平はバク転の要領で跳ね起き、折り畳んだ脚をバネのように弾はじき伸ばした。太股を押さえて屈かがむ黒服の顔面に拳こぶしを叩たたき込んで沈め、横手から取り押さえにきた黒服の横面に裏うら拳けんを衝突させる。次いでそいつの襟えり首くびを掴つかんで引き寄せ鼻面に頭突きをかます。突き飛ばすようにそいつの身体からだを放り捨て次の標的を求めた。いた。背後――足元に重なる影で知る。影が何かを振り被かぶるように揺らめき動く。咄とつ嗟さに屈むと頭上をものすごい勢いで何かが駆け抜けていった。真後ろへ反転するようにして脚をさばき同時に背後の黒服の腹部に遠心力の乗った拳を叩き込んだ。

　この間も強烈な眩暈めまいが頭を蝕むしばんでいたが、鉄平は血のにじむほど唇を噛かんでそれを誤ご魔ま化かす。効率的な呼吸を意識して行いそれに合わせて立ち回る。視界が混濁し始めれば微かすかに見える人影をひたすらに追ってただただ拳を振るった――



　やがてすべての黒服を無力化し終える頃ころには、鉄平は立っていることも叶かなわずうずくまるようにして床に突っ伏していた。

「っは……はっ……はっ」

　吐きそうなほどの気分の悪さで、激しい頭痛がし、眩暈は際限なく続いている。大量の汗が全身を湿らせる。

「この程度でへばってる場合じゃねえぞ」

　声と、騒々しい物音に振り返るとそこには銃器の山ができていた。黒服たちが所持していたものだろう、そのひとつが宙に浮いてこちらに飛んできた。鉄平は焦りながらそれを抱き止める。

「無言で……投げんじゃ、ねえよ……」

　透明になったハヤミに口を尖とがらせつつ、鉄平は渡された得え物ものを確認した。

　山積みになった拳銃は種類もまちまちである。リボルバー式の物からオートマチックの物まで、口径にいたっても大小の違いがあり、いかにも寄せ集めといった観があった。鉄平に放ほうられたのはオートマチックのものだ。

「五十嵐いがらしサン、いっぱいいっぱいですね」

　頼りない足取りで追いついてきた槍やりヶが岳たけもそんなことを言いつつ拳けん銃じゆうを拾う。リボルバー式のそれを腰に差し、もう一いつ挺ちよう、小型のオートマチック拳銃を左手に携える。

「そんな身体からだで……銃なんか撃てんのか……」

「私は両利ききなので平気です」

　利き腕云うん々ぬんではなく銃の反動に耐えられるのかという意味で訊きいたのだけど。どうせ聞く耳を持たないだろうから鉄てつ平ぺいもそれ以上は追及しなかった。それよりも呼吸を整えるので精一杯だ。

　傍かたわらではいつの間にか『擬態』を解いていたハヤミが拳銃をひとつひとつ手に取って品定めをしていた。その背中に、鉄平はぜえぜえ息をつきながらも声をかけた。

「ハヤミ……とりあえず服着ろよ……」

『擬態』の唯一の欠点、それは自分以外のモノを誤認させることができないということだ。つまりどんな『擬態』を行おうとも身にまとう衣服は変えられずそのままで、故ゆえに完全に透明化を果たそうとするならばそれらを脱がなければならない――

　というわけでハヤミは今、素っ裸だった。

　その当の本人は何ら恥じらう様子もなく無言で脱ぎ捨てた服を拾っている。そのときに見たくもないブツを見てしまい鉄平は「く」と小さく呻うめいた。

「ま、負けたなんて思ってないぜ……」

「何をぶつぶつと呟つぶやいているのです？」

「な、なんでもないッ……っうえ」反射的に叫さけび返し、鉄平は少しむせた。まだ呼吸は安定していない。「それよりも、やっぱり一いつ本ぽん釣づりたち、心配になってきたな」

「？　どうしてです」

「どうしてって……お前がさっき言ってたんじゃないか。最悪生命を奪われることはないって。でもこいつらガチで奪いに来ただろ？　形なり振ふり構わず」

　言いながら右耳にそっと触れ、つんと刺すような痛みに眉まゆをしかめた。あの時一瞬でもかわすのが遅れていたらと考えるとぞっとする。その後も何度も銃撃を受けた。明確な殺意があった。

　五ご寸すん釘くぎが言っていたように、やはり奴やつらは自分たちを殺すつもりなのだ。だとしたらおいてきた一本釣たちの身柄も心配になってくる。

「……ひょっとして五十嵐サン、気付いていないのですか？」

「へ？」

「厳密に言うと現時点で命を狙ねらわれているのは――五十嵐サンだけですよ？」

「はあっ!?」鉄平はあんぐりと口を開いた。「なんでっ!?」

　私の話、聞いてました？というように槍ヶ岳は呆あきれた顔をした。

　服を着たハヤミが横から鼻を鳴らした。

「内世界の法律に死刑制度はない。しかしそこの槍ヶ岳クソ女は生かしておきたくはない。だからこそ五ご寸すん釘くぎは薬物による自滅を周到に計画した。その計画には下準備が必要で、しかもこうなってしまったからには立て直しをしなければならない。だが五十嵐いがらし、お前の場合は違うだろう？」

　おかしそうに目を細め、愉快げに告げる。

「お前はその存在自体をなかったことにできる。何な故ぜならお前は外界人で、外世界におけるお前という人間の情報を操作することができるからだ」

　槍やりヶが岳たけたちのような間接的な方法ではなく直接的なそれで鉄てつ平ぺいが命を狙ねらわれるのは、彼らが鉄平の存在を“〝なかったこと”〟にできるからだ。記憶や情報を操作し生まれた事実すら“〝なかったこと”〟にできる故ゆえに、あっさりと殺しにかかってくる。

　だからこそ詰つめ草くさは鉄平を殺しに現れたし、五寸釘は容赦なく銃口を向けてきた。

　鉄平はぽかんと口を開けて間抜け面づらをさらすしかない。

「……それじゃアレか？」

　もしも今後の展開で捕らえられるようなことがあっても、槍ヶ岳を始めとする異世界人たちは即座に殺されるようなことはない。恐らく記憶を操作され、改めて今回のような自滅に誘導する計画が練られるのだろう。

「今、命が狙われてるのは――」しかし鉄平だけは違う。「俺おれだけってこと……!?」

　――あ、ありえねえええええええええ！

「さていつまでもここに留とどまっているわけにはいきません。先を急ぎましょうか」

「ああ」

　頭を抱えてうずくまる鉄平だが、他ほか二名は淡々と準備を終えすたすたと行ってしまう。鉄平は「なんで俺ばっかり……なんで俺ばっかり……」というお決まりのセリフを呟つぶやきながらとぼとぼと彼らの後に続いた。幸いなことに眩暈めまいは幾分マシになっている。

　――ホント何なんだこの貧乏くじ。

　槍ヶ岳は中途半端に記憶を失っていてなんとなくやりにくいし、相変わらずハヤミが何故鉄平たちに協力しているのかわからないし、最も危険な立場にあるのは自分だけだったりするし。そして。

「なあ」鉄平はふたりの背中に訊たずねた。「俺、これから大事な試験があるんだけど……あと半日もあれば俺、帰れるよな？」

　あと半日。残り十数時間後には大学の二次試験前期日程が控えていた。鉄平は是が非でもそれまでに外世界へと戻らなければいけない。そのことを伝えると

「……それは外世界の時間で、ということですか？」

　振り返る槍ヶ岳が確認するように問い返した。その言い方に鉄平は引っかかりを覚える。

「『外世界の時間で』って、どういう意味だ？」

「先ほど五ご寸すん釘くぎが口にしていた『第二世界』の呪のろい。覚えてますでしょうか？」

「へ？　あ、ああ」

　今も死滅し続ける大地。低濃度の酸素。人の形を取る粒子。

「その中で彼女が口にしていた『時間の遅緩化』というものがあります。それは内世界や外世界から乖かい離りしてしまった『第二世界』の最も大きな特異点というべきものです」

　時間の遅緩化。鉄てつ平ぺいはなんだかイヤな予感がした。

「……まさか、そんな」

「『第二世界』は他世界に比べ時間の流れが遅いのです」

　しかし槍やりヶが岳たけの言葉は無情に鉄平の耳じ朶だを叩たたく。

「体感時間は変わらないのですが、平行世界の時間の流れが『第二世界』だけ大きくずれてしまっているのです。正確に言うと『第二世界』における一時間は、内世界や外世界における四・六時間に相当します。つまり五倍近くの時間の開きが《自壊》により生まれてしまったのです。これも最も顕著な呪いの例ですね」

　ものすごくイヤな予感がする。鉄平は生なま唾つばを飲み込んでから、恐る恐る訊たずねた。

「つまり……例えばの話、この世界で三時間くらい過ごしたとしたら」

「外世界では余裕で半日が経過しているでしょうね」

　鉄平は目の前が真っ暗になった。

「恐らくこの施設が『第二世界』に建設された理由はそこにあるのでしょう。例えば思想犯をこの施設に収容することで、将来的に同じ犯罪を繰り返さぬよう彼と彼を取り巻いていた環境との断絶を図る――時間の流れが異なれば、彼が再び内世界に戻ったとしても彼を支持していた者たちはすでに別の世代へと移行してしまっている。更生を主眼に置いた上での実験的な施設でもあると考えられますね」

　その他ほかにも時間の遅緩化という特性を利用して、保存食を貯蔵する施設や文化遺産を保管する施設もあるということ、ただし《自壊》の経緯があるためそれらについては倫理観をめぐって論争が起きている――と槍ヶ岳はくどくどと続けたが、鉄平は聞いていない。

　要するに鉄平にとって重要なのは、二次試験に間に合わせるためにはあと三時間以内にこの一件を解決しなければいけないということだ。身体からだを休める暇も試験前に予習する余裕も無いというとんでもない話だ。

「……あは、あはは」

　ヤケクソ気味に笑いながら、鉄平は己に言い聞かせた。

　――後期日程も視野に入れておこう……。

　わりと真剣に。

「……前々から気になってたんだけど」質問ついでにもうひとつ、歩きながら鉄平は訊ねた。「越えち後ご屋やとか五ご寸すん釘くぎの話で《自壊》ってのがどんなものだったのかはわかってきた。じゃああの五寸釘は、それとどう係かかわってるんだ？」

　五寸釘があれほどまでにこの世界にこだわる理由は、そこにあるような気がしていた。

　槍やりヶが岳たけとハヤミのふたりが顔を見合わせる。

「残念ながらその点についての記憶は、操作されているため、私は覚えていません」

　そう口にして槍ヶ岳がハヤミに目配せする。ハヤミはいかにも面倒そうな顔をするが、

「……いいだろう。お前は知っておいてもいいかもしれない」早口に続ける。「『第二世界』の存在が内世界に知られたとき、その研究チームが編成された。五寸釘はそのチームのひとりであり――」

　一拍間を置いて、

「――唯一の生き残りだ」



    

  
    
      


【intermission2】





　それは遠くない過去の記憶――。



　皮膚を打つ音。骨を砕く音。腱けんを断つ音。額の割れる音。首のへし折れる音。肉の千切れる音。どれひとつとして比ひ喩ゆで例えられる音はなく、それらはそれら独自の生々しい音声で鼓膜を揺らす。

　あれほど眩まばゆく、同時に優しく眼球を愛めでていた陽ひ射ざしは、今は彼女を取り巻く多くの影たちによって遮さえぎられていた。暗い影たちから体液の飛沫しぶきが雨のように降り注ぎ、愕がく然ぜんと地面に腰を落とす彼女の身体からだを様々な色に汚す。『擬態』の完かん璧ぺきでない生命体は傷口から飛び散る血液が緑色だったり黄色だったりとまちまちで、それに染められる彼女は名状しがたい姿に成り果てていた。彼らの体液は主あるじが死んでも元の色に戻ることはなく、ただただ暴力的に彼女自身の色を奪い削そいでいく。

　彼女の周囲では無数の、全裸の人間が殴り合い、殺し合っていた。文字にも書き起こせないような、意味を成さない悲鳴や怒号を迸ほとばしらせながら彼らは隣人を殺し隣人に殺される。転倒する者があれば、そこに倍以上の人数の人間が群がり足あし蹴げにし踏み殺す。その群がった人々の中でも殺意を具現化した行為の応酬が、膨れ上がるように連鎖的に広がっていく。彼らは皆、絞殺、撲殺、殴殺、あらゆる手段を行使して互いを無力化することだけに躍やつ起きになっていた。

　彼女――五ご寸すん釘くぎは、それを茫ぼう然ぜんと見ている。

　彼女を取り巻く人間は、正しくは人間ではない。この世界に生存する、複数体にして一個の統一意思によって動く生命体。彼らは突如現れた『第一世界』の人間の姿を、『擬態』という能力で模し、形を得た。

　唯一の心で統合されていた複数体――にもかかわらず、彼らはひとりひとり別々の姿を取った。あるモノは男性に、あるモノは女性に、あるモノは若者に、あるモノは子どもに、あるモノは赤子に。

　安易な言葉で表すならば《好み》――そんな当たり前のような価値基準が生まれ、

　それは歪ゆがみになった。

　個性の出現。それにより彼らをつないでいた回線――絆きずなが断ち切られ、彼らは彼らをわからなくなった。傍そばの生命体が何を思考し、どう行動しようとしているのか、わからない。統一意思の断絶。彼らは元々他者との意思疎通といったコミュニケーション能力を必要としなかった。故ゆえに唐突な個性の氾はん濫らんに、他者の気持ちや態度を慮おもんぱかることができないままに混乱し、発狂した。経験も道徳も未発達。猜さい疑ぎ心しんが生まれ、憎ぞう悪おが生まれ、感情のままに爆発し、吐と露ろし、罵ののしり、殴り、蹴けり、絞め、砕き、折り、殺し、殺され――

　殺さつ戮りくが、ループする。

　――私たちのせいなのか？

　五寸釘は自問する。好奇心や探究心、そんな浅はかな気持ちでこの世界に足を踏み入れてしまったから、この世界は壊れてしまったのか。鼻を突く強烈な体液の臭い。むせ返るような異臭に五寸釘はすでに嘔おう吐としていたが、彼らの体液に覆われそれとはわからない。

　瞳ひとみを彷徨さまよわせ仲間の姿を求めた。自分のように、世界間の交流を夢見て共に渡ってきた同胞たち。『第一世界』でも筆頭の研究チーム。……あぁ、多分アレだ。あそこで馬乗りにされて顔面をすり潰つぶされているのは同期の女性だ。あっちで争いの下敷きになったまま動かないのは後輩であり契りも交わした恋人だ。その向こうでは――

　どん、と背中に衝撃を感じ、振り向いた。

　小さな少女がふたり、五寸釘の背中にもたれかかっていた。幼い裸体は体液にまみれ、震ふるえ、互いに身を寄せ合って、頑かたくなに瞼まぶたを閉ざしていた。

　この子たちは何を思い、このか弱い身体からだを手にしたのだろう。無防備に暴力に晒さらされるような、でも愛すべき肉体を、どうして。そんなことを思いながら五寸釘はふたりの少女を腕の中にかき抱いた。

　あ、ぁ……。

　低い呻うめき声を漏らし、少女たちは薄っすらと瞳ひとみを開く。そこに何かしらの感情が表れていることに気付いていたが――五ご寸すん釘くぎは別のものを見ていた。

　少女たちの瞳は、五寸釘の顔を映していた。

　幼子のように涙する顔を。

　――守れ。

　この子たちを守るのだ。込み上げる強い思い。その感情にすがるように彼女は少女たちを胸に抱き、身体からだの下に隠すようにしてうずくまった。こちらに殺意が集中するのを察し、ほどなくして背中に衝撃が走る。痛い。硬い拳こぶしが背中を叩たたく。痛い。守れ。衝撃。痛い。守れ。痛い。守れ。守れ。守れ痛い守れ守れ守れ。

　少女たちが、ぎゅっとしがみついてきた。

　――守るのだ。

　自分たちが罪を犯したのならば、せめてこのふたつの命だけでも。

　守るのだ！

　　　＊

　目覚めるとベッドの上だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　何がどうなったのですか。

「研究チームの生き残りは君だけだ。――五ご寸すん釘くぎくん」

　どうやら後から追いついたチームに自分は救われたらしい。

　あの世界は？

「『第二世界』は滅びたよ。すべての生命体が息絶え、世界は呪のろわれた。その影響は『第一世界』にも及んでいる」

　私は……私たちはとてつもない罪を犯した。

「いいや、罪じゃないさ。あれは事故だ」

　事故？　しかし我々が係かかわることさえなければ、あの世界は。

「事故だ。……誰だれも、悪くない」

　そんな馬ば鹿かな。

「君は疲れている。今は休むことだけを考えなさい」

　そんな。

　そんな、馬鹿な、ことが……。

　　　＊

　病室にこもっていたある日、客が来た。

　それはあの崩壊の日、五寸釘が自らの胸に抱いた少女たちだった。

　生きていたのか……。

「たすけてくれて」

「ありがとう」

　同じワンピースを着たふたりは、手をつなぎながらたどたどしい口調で述べ、頭を下げた。視覚的な『擬態』は完成しているが言語については未発達らしく互いに言葉を補うように喋しやべってきた。

「あなたがいなかったら」

「わたしたちはころされてた」

　やめてくれ、と五寸釘は吐き捨てた。私たちのせいであの世界は滅んでしまったのに、礼を言われる覚えはない。

「それでもあなたが」

「みをていして」

「わたしたちをたすけたことには」

「かわりない」

「かんしゃします」

　五寸釘は茫ぼう然ぜんとふたりを見る。少女たちは毅き然ぜんとした眼まな差ざしをしていた。

　君たちはこれからどうするんだ。

「わかりません」

「でもやることはひとつです」

「おなじあやまちを」

「くりかえさせてはいけない」

　五ご寸すん釘くぎははっとさせられた。

　同じ過ちを繰り返させてはいけない――。

「なにからはじめたらいいのか」

「わからない」

「でも」

「そのためのどりょくを」

「わたしたちは」

「しようとおもいます」

　今日はそれを伝えるために来ました。そう言って少女たちは頭を下げ、病室を出て行った。五寸釘はしばらく彼女たちの出て行った扉を見つめたまま動けなかった。

　――あんな少女たちでさえ、動き出そうとしている。

　姿こそ『擬態』のものだが、彼女たちが感情や意志を持ち始めたのはつい最近のことだ。むしろ見た目より精神はもっと幼い。

　――私は、どうする？

　耳に残るは、少女たちの言葉。

「同じ過ちを……繰り返させない」

　五寸釘はようやく知った。あれは事故などではなく、確かな自分たちの罪。

　それをなかったことにはできない。

　一生をもって背負わなければいけない。

　掌てのひらを見つめる。清潔な肌。何事も無かったように白い。でも自分は忘れない。彼らの液体の色と、感触と、存在を。なかったことなどにはしない。



　もしも第三の世界が現れることがあるのなら。

　自分は全力で、その世界を守る。

　そのための努力を、しようと思う。



    

  
    
      


【第２話・エンカウンター上等！】

In“〝THE THIRD”〟



　　　１



二月二十二日午後六時三分



「おなじあやまちを」

「くりかえさせてはいけない」

　そう、遠くない過去に確かに誓った。その誓いの証あかしとして、同じ生き残りの生命体とお互いに同じ『擬態』を行い姉妹として名を得た。そしてそのためにたくさんの命を殺あやめてきた――この手を汚してきた。

　それなのに――

『ねぇお姉ちゃん、どうしちゃったのさ？』

　本当に自分はどうしてしまったのだろう。

　　　＊

　滝たき本もと柚ゆ子ず。県立羽は原ばら羽ばね高校１－｜Ａ在籍。

　彼女は元々その体内に『ユー子』と仮称される霊的物体――その正体は内世界でも解明されていない――を取り込んでおり、その存在が記憶操作の力から宿主を守ったのだと推測される。昨年十一月の一件以後『ユー子』は柚子の中から消えた模様。

　日向ひなたあひる。私立百ゆ合り百ゆ合り学園一年生。

　昨年の事件当日、彼女は内界人である大おお目め玉だまと接触。大目玉と協力して紫むらさき詰つめ草くさと戦闘を行い、これを撃退するがその後大目玉の身柄は捕縛。その直前に大目玉から託されていた指輪――特殊な機能を有しているようだ――が、記憶操作の力への障壁となり日向あひるを守ったのだと推測される。

　以上二名。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいを除くイレギュラー的記憶保持者である彼女らは、とある偶然を通して知り合い協力関係を結ぶ。身近な人物の記憶を取り戻すため情報収集に奔走している模様。

　――――ここまでが紫露つゆ草くさの個人的な監視により判明した事実だった。



　時間は鉄平と紫詰草が遭遇する二日前に遡さかのぼる。



　とある喫茶店。その一席に紫むらさき露つゆ草くさはいた。

　露草はひとり、湯気の昇るカップに次々と角砂糖を落とす。三つ、四つ、五つと角砂糖がコーヒーに溶け込み、液体が深みのある黒から茶へと変色していく。六つ目を入れたところでスプーンでかき混ぜ一口だけ含んでみた。

　思わずしかめ面つらになる。

「……苦にが」

　七つ目を足しつつ、どうしてこんなに苦い飲み物が好まれるのかしらと露草は首を捻ひねった。『第二世界』には人工の飲み物などなかったし、『第一世界』――内世界においては進んでコーヒーの類たぐいを飲むこともなかった。

　もはや飲めたものではなくなってしまったコーヒーをスプーンで無意味にかき混ぜながら、彼女は窓側の席の方を見やる。そこで席を囲むのはふたりの少女だ。ひとりはセーラー服、もうひとりはブレザーの制服を着ている。

　前者が滝たき本もと柚ゆ子ずで、後者が日向ひなたあひるだ。柚子が控えめな笑みを浮かべているのに対し、一方のあひるは柚子に比べ溌はつ剌らつとした向きがあり、混雑した店内でも彼女の笑い声はここまで届いてきた。

　露草は少し離れた席から、ふたりの様子を窺うかがい見ていた。彼女は今この二名の少女の監視に当たっているのだ。

　――個人的に、だけど。

　嘆たん息そく交じりに露草は独りごち、そして自問した。一体何を基点に軌道がずれてしまったのか。何ど処こから道を踏み外してしまったのか。どうしてこうなったのか。

　迷いが生まれたのは、いつからか――。

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいが記憶の操作を受け付けていなかったことは反対派の中でも予想外の事態だった。しかし事前に槍やりヶが岳たけなり越えち後ご屋やなりに抗体のようなものを植え付けられていたのだと仮定すれば説明は付く。現に事件後、越後屋に自白剤を飲ませることでその証言は取れている。

　しかし他ほかにも記憶を保持している者がいる――その事実は五十嵐鉄平のケースよりももっとイレギュラーなことだった。それが滝本柚子や日向あひるの存在だ。しかもふたりはよりにもよって周囲の記憶喪失に関する情報を収集しており、十分な危険因子と言えた。

　これは紫姉妹が五十嵐鉄平監視の過程で発見した事実である。妹の詰つめ草くさは即刻上への報告を申し出たが、それを押し止とどめたのが――露草だった。

『私が個人的にふたりのことを調べる。ふたりが無害な存在か否かを判断するわ。報告はそれからにしましょう』

　詰草には姉の言い分は理解できなかっただろう。あの日の誓いを果たそうと躍やつ起きになっている彼女ならば当然のことだったし、それは五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいのケースと同様に「問題がなければ手はつけない」と言っているようなものだったから。

　何度主張しても頑として首を縦に振らない姉に、詰つめ草くさは怒りを通り越して困惑の表情を浮かべていた。

『ねぇお姉ちゃん、どうしちゃったのさ？』

　本当に、どうしたのだろう。どうして私はこんなことをしているの？

　何をきっかけにしているのか、多分自分はわかっている。少なくとも原因となった人物が誰だれなのかということくらいは。

　――五十嵐鉄平。

　妹がなじっていたように、あの少年と相対して以来歯車は狂ってしまったのだと思う。

　単純に腕力によって屈してしまった、そういうわけでは決してない。肉体的に勝った負けたの話ならばそれは妹の詰草も同じで、しかしその後彼女は信念を捻ねじ曲げたりなどはしていない。むしろ前よりも強く、誓いを果たすそのことに血ち眼まなこになっている。

　――私と詰草の敗北の違いは何だろう。

　露つゆ草くさの相手は五十嵐鉄平で、詰草の相手は五十嵐鉄平ではなかった。

　では五十嵐鉄平との闘いの中に何があった？

　何がこんなに――迷わせる？

「……はぁ」

　ということをぐるぐると考えて二ヶ月半になる。答えは未いまだ出せず、故ゆえにこの迷走が自分にこんな行動を取らせている。

　そもそもの話、監視という行為自体が手ぬるいのだ。議論の余地もなく問答無用で殺やってしまえばいい。五十嵐鉄平も滝たき本もと柚ゆ子ずも日向ひなたあひるも古こ都とゆかりでさえも、《自壊》に類する因子はすべて抹消してしまえばいい――あの日打ち立てた姉妹の誓いの下もと。詰草はそう言っているし露草もそう思う、のに。

　この手が鈍る。

　――私は何がしたいの？　どうしたいの？

　露草にはわからない。

　――今までずっと、何度だって手を汚してきたのに。

　さらに汚すことに躊ちゆう躇ちよなんていらないはずなのに。それでもわからない。

　わからないけれど、決定的な何かが露草の中で鈍っている。

　露草はコーヒーの液面にため息を落とした。とにかく今は名目上――露草の中でのだ――「五十嵐鉄平のケースに類似した対象の監視」ということで動いている。報告の義務を怠おこたっているという点を除けば間違った行為ではない……そう自分を誤ご魔ま化かしつつ顔を上げた。その先には楽しげに談笑する少女たちの姿がある。露草は『擬態』で顔を変化させているのでまず勘付かれることはない。

　距離は離れているが、あひるの声ならばこの位置でも辛かろうじてだが聞き取ることができた。柚ゆ子ずは声が大人しくぼそぼそとしか聞こえないが、あひるの声は大きい。意識して耳を澄ませば拾うことができる。



「なんだかんだこじつけても、結局ぼくも個人的な理由で動いてるんだよ――それがわかっていても、やめられない。そうでしょ？」



「……」

　なんとなく、あひるのその言葉は露つゆ草くさの中で引っかかった。

　――個人的な理由、か。

　自分の今の行動もきっと個人的な理由に根ざしている。それが何なのかははっきりと言えない。でも。

『それがわかっていても、やめられない。そうでしょ？』

　露草は思考を打ち切った。わかっていても、やめられない。それを自分に当てはめ突き詰めて考えることは何な故ぜだか危険なことに感じられた。それに気付いてしまえば芋いも蔓づる式に決定的な何かにたどり着いてしまうという、そんな予感がある。そしてたどり着いてしまうのが怖い。

　――詰つめ草くさはどうしてるだろう。

　詰草の方は今、五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいらの監視に回っている。大おお目め玉だまという餌えさに引っかかった彼は、大局にどのような影響を与えるだろうか――。

　そう思った矢先、柚子とあひるが何やら窓の外に注視した。視線を追うと、

「あ……」

　窓を隔てたすぐ外で、五十嵐鉄平が古こ都とゆかりに頬ほおを打たれている――正にその瞬間を露草は目撃した。鮮やかに決まった平手打ちは快音を想像させた。

　見事なまでにすっ転んだ少年に、通りがかったＯＬが手を差し伸べる。彼女の手は振り払われ少年は少女の後を追って人込みに消える。

　そしてそのＯＬが――不意にこちらを見た。

　喫茶店の窓ガラスを通し、店内へと視線を送る。

　それは確かに最も奥まった席に座る露草を射抜くもので――一秒たらずであらぬ方向に向けられ、ＯＬ自身も人込みの中に消えていった。

　呼ばれている。露草は席を立ちトイレの個室へと移動した。些さ細さいなことだがセルフ式の喫茶店なので会計は済ませてある。個室に入った露草は腕時計のツマミで四本の針を調節し移動先の座標を選択。



    

  
    
      



    

  
    
      　空間跳躍はひと瞬またたきで行われる。

『第二世界』を経由し再び『第三世界』――外世界へと移動は果たされた。その折に『第二世界』に蔓まん延えんする異臭がほんのわずかに鼻を突く。

　視界が切り替わる。身体からだを包む空気は室内の生暖かいものから屋外の肌寒いものへと変わり、遠い喧けん騒そうを耳に捉とらえる。露つゆ草くさは薄暗い路地裏に立っていた。このときすでに顔の『擬態』は変装用のそれではなく紫むらさき露草としての顔に戻っている。

　人気のない、狭い路地裏。落ち合う場所は何箇所か決まっていて、喫茶店から最も近いポイントがここだった。露草はそこでじっと待つ。

　ほどなくして先ほどのＯＬの女性が現れた。

　すっ、とその女性が顔の前に手をかざす。手が下りると彼女の顔は別のそれに変わっていた。露草と瓜うりふたつの、半身とも言うべき少女――紫詰つめ草くさのものに。

　紫姉妹は同じ顔を『擬態』によって得ているが、姉妹の区別をつけるため髪形だけは互いに別のものにしていた。姉である露草はポニーテール、そして目の前にいる妹の詰草はツインテールというように。

　露草は自分の片割れの表情を見て――即座に覚さとった。

　詰草は口くち惜おしげに唇を歪ゆがめていた。それの意味するところは、

　――そう。五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいはダメだったのね。

　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいが古こ都とゆかりに打たれていた場面を思い返す。彼は恋人の記憶を引き出すことはできなかった。つまり、

　――彼に予想されていた危険性が失われたということ。

「どうやら私たちが手を下す必要はなさそうね」

　先の議論で決められた通りだ。五十嵐鉄平が餌えさである大おお目め玉だまと接触した結果、ゆかりたちの記憶操作にどのような影響を与えるか、それにより彼の処遇を決定する。詰つめ草くさの悔しそうな顔はその結果が彼女の思惑通りにいかなかった証明に他ほかならない。

　五十嵐鉄平は殺さず――放置。

　詰草はそれを許せない。唇を噛かみ、

「まだ……まだわからないよ」

「……」

　剥むき出だしの殺意。怒り。諸もろ々もろの負の感情を発する妹を、露つゆ草くさは悲しげに見つめ――同時にそんな自分に戸惑った。

　自分たちの交わした誓い、それを思うなら詰草の反応は当然なのだ。一連の経緯が不本意な結果に終わりそうだからこそ妹はこんな表情をする。……比べて自分はどうだ？

　自分は――ホッとしていたのではないか？

　五十嵐鉄平や滝たき本もと柚ゆ子ずたちをこの手にかけなくてもいい、そんな結論が安あん堵どを生んでいたことを、私は否定できるだろうか？

　何がこうも紫むらさき露草を変えてしまったのか。姉妹に差異を生んでしまったのか。わからなくて、でもその明らかな感情の違いに悲しさを覚え露草はため息をついた。

　逃げるように腕時計を操作しその場を後にしていた。



　　　＊



そして――　　　

二月二十四日　　

午後七時五十三分



　事態は加速する。

　滝本柚子らと五十嵐鉄平の接触。古都ゆかりの記憶解放の兆し。

　内世界にとっては憂うべき事態にむしろ喜び、勇み足を踏む紫詰草。

　鉄平と詰草の戦闘。詰草の敗北。

　ヤケクソになった詰草の手により鉄平の身柄は『第二世界』へと移送。

　詰草はその場に居合わせていた古都ゆかりに殺意を向ける――



　一部始終を見ていた露草は、考えるより先に動いていた。



「お姉ちゃん……っ」

　紫むらさき詰つめ草くさと古こ都とゆかりの対たい峙じ。そのちょうど真横の座標に割り込むように空間跳躍を行う。不意に現れた姉の姿に妹は目を剥むいた。

　ごめん、と囁ささやいて露つゆ草くさは詰草の腕に自分の腕時計を巻きつけた。腕の太さに合わせて伸縮するバンドががっちりと詰草の腕に巻きつき、さらに露草は跳躍を実行するスイッチに素早く触れる。

「なん、」

　言いかけた詰草の姿が問答無用で『第二世界』へと飛ばされた。

　そして――露草とゆかりだけがその場に残された。

「何、これ……？」

　困惑に満ちた呟つぶやきを、それを発した人物を露草は顧かえりみる。

　身長は自分とさして変わらない。少女のツインテールは詰草のそれよりもやや後頭部に近く、黄色いリボンで結んである。幼くはあるけれど顔立ちには大人の表情が宿り始めていた。慌てて部屋を飛び出したのが災いしたのか防寒具の類たぐいは羽は織おっておらず肩が震ふるえている。

　古都ゆかり――かつて五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいと肩を並べ露草と格闘した少女。しかし記憶の失われた今の彼女は、肩を狭めるように腕を胸に抱き怯おびえた視線をこちらに向けていた。冬の寒さのためか未知なる存在の恐怖のためか、小刻みに震える唇で、

「どうなって」

「古都ゆかり」

　覆い被かぶせるように名前を呼ぶ。するとゆかりはますます表情を強こわ張ばらせた。

　――私は、私を理解することができるだろうか。

　未いまだに自分のことがわからない。どうして詰草を止めた？　どうして妹を裏切った？　露草のとった行動は完全な裏切りだった。誓いを分けた半身を突き放し有う無むを言わせず遠ざけた。これを裏切りと呼ばずして何と言う。

　もう、自分は戻れなくなってしまった。

　――理解できるだろうか？

「私の名前は紫露草」

　そんな状況でも、この目の前の少女を守ろうとする紫露草わたしという生命体の意志を。

　あの崩壊の日に生まれた自我。それが抱くこの想おもいを。

「あなたに――会いに来た」

　あなたなら教えてくれるだろうか。



　　　２



　ゆかりは狼ろう狽ばいしていた。

　次々と人の姿が消え――しかもそのひとりは鉄てつ平ぺいで――そして新たな人物が降って湧わいた。それは正に「降って湧いた」という表現がぴったりな現れ方で、理解を超えた出来事にゆかりが目を丸くするのも当然のことだった。が。

　それでもいくらか落ち着きを取り戻しつつあることは事実だった。目の前の少女は突然襲いかかってくるでもなく、自分の名前を名乗った上でこちらの反応を待っている。先ほどの少女の手から自分を救ってくれた――そう見えなくもない。その少女と同じ灰色のジャケットという格好をしていたことも気にかかったが、それでもゆかりの頭は冷静さを取り戻し考える余裕を作った。

　――どうして。

　そしてその冷静さは真っ先に、ある疑問を拾い出した。

　――そんなにも悲しい顔をしているの？

　ひどく心の傷ついたような、無防備に救いを求めるような目を。

「むらさき……つゆくさ、さん？」少女の名前を復唱し、恐る恐るゆかりは訊たずねた。「私に何か……御用でしょうか」

　どうして私の名前を知っているんですか。

　紫むらさき露つゆ草くさと名乗る少女は変わらぬ瞳ひとみで言った。

「あなたは五十嵐いがらし鉄平からどこまで話を聞かされているの」

　ゆかりは咄とつ嗟さに答えられなかった。五十嵐くんの名前まで知っているの？

　口ごもるゆかりに、露草はなおも続けた。

「記憶はどの程度戻っている？」



　ゆかりも記憶喪失なんだよ――。



　鉄平の声が脳裏で蘇よみがえる。記憶喪失。そうだ。

　ゆかりは何かを思い出そうとしている――思い出せそうな感覚に囚われその正体を知るために鉄平の元へと駆けつけたのだ。しかし鉄平の姿は消え、そこに残った少女も記憶が云うん々ぬんと述べ、今も三人目の人物である露草が記憶のことを口にしている。

　――やっぱり五十嵐くんの言っていたことは本当なの？

　自分は本当に記憶を失い、

　鉄平とは元々付き合っていたのか？

「五十嵐く……」

　下の名前で、呼べ――。

　ふとその言葉が脳裏をかすめ、言い直す。

「……鉄てつ平ぺいくんは無事なの？」

「彼のしつこさを考えればきっと無事でしょうね」

　露つゆ草くさはよくわからないことを言って断言したが、それがゆかりに確信を抱かせた。

　この人は知っているんだ。

　真実を。多分、私の不安の正体も。

「教えてください」

　知りたい。だからおどおどするのはやめた。ゆかりは毅き然ぜんと露草を見つめ、

「一体何がどうなっているんですか」

　口を開きかけた露草は、しかし眉まゆをしかめて「来たか」と呟つぶやいた。その視線は自分ではなくその後ろを見ていることに気付き、ゆかりは振り返った。

「……え？」

　そこには黒服の男たちが道路を塞ふさぐように群れを成して立っていた。瞼まぶたを瞬しばたたく間にも彼らは次々と何もない空間から現れ数を増し、じりじりと距離を縮めて接近してくる。この暗い寒空の下、黒服の男たちが密集し迫ってくる光景は異様だった。

「紫むらさき露草」男のひとりが低い声で言った。「古こ都とゆかりの身柄を引き渡せ。今ならまだ間に合う」

「もう……ダメなの？」

　何ど処こか苦痛に、呻うめくように露草は問うた。その表情に男は意外そうな顔をしたが、頷うなずく。

「五ご寸すん釘くぎ様より直々の決定が下された」

「そう。なら私は上訴するわ」上半身を浅く前に倒して屈かがみ、「五寸釘さんに伝えなさい。再検討、記憶の操作に止とどめよと」

　これにも意表を突かれたらしい、黒服たちから狼ろう狽ばいしたようなどよめきがあがった。

「紫、何な故ぜ」

「再検討が行われるまで、ここは譲らない。……譲れないの」

　露草は振り向きもせずに言った。

「古都ゆかり」

「え、あ、はい」

「しっかりついて来なさいよ」

「へ」

　ゆかりの乾いた声を皮切りに、露草は黒服の壁へと突進していった。

　　　＊

　住宅街のとある一角。

「……帰ろっか」

「……そだね」

　玄関先で立ち尽くしていた柚ゆ子ずとあひるは、どちらともなく頷うなずき合わせて夜の小道を歩き始めた。晩飯時を過ぎた時刻のためか人気は少なく、ふたりの足音だけが妙に高く響く。

　柚子は鼻水を啜すすって目元を拭ぬぐった。まだ涙の残ざん滓しが瞳ひとみの端に残っていた。

　大丈夫？とあひるがこちらの顔を心配そうに覗のぞき込む。

「うん。大丈夫だよ」

「……さっき泣いたのは」

「今度説明する。今は……私も整理できてないんだ」

　あひるはしばらくこちらを見つめていたが、やがて「わかった」と頷いてくれた。

「でもいつかはさ、教えてほしいよ」

　友達なんだから。照れ隠しのように足された言葉に、柚子はほんの少し微笑ほほえんだ。

　うん、いつか必ずあなたには伝える。伝えたいと思うよ。

　柚子とあひるは、先ほどまで羽は原ばら羽ばね高校の先輩である五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいと接触していた。記憶喪失の真相を訊たずね、そのとき何気なく口にされた五十嵐先輩の一言により、柚子は自分が記憶を失わなかった理由を知った。

　――ユー子。

　かつて自分とひとつになったユー子という名前の幽霊。

　ユー子が、柚子の記憶を守ってくれた。

　どうしてその可能性に思い当たらなかったのだろう、と今では半ば呆あきれながら思う。集団記憶喪失とユー子の喪失は完全に時期が被かぶっているし関連性のあることくらいは考えないではなかった。ただ「ユー子が自分を守ってくれた」というその発想が出てこなかった。ずっと気が付かずにその恩恵にすがっていた自分がちょっとイヤになるけれど、そんなことよりも柚子はもっと大切なことを想おもわなければならない。

　ありがとう、ユー子。心の中でそっと呼びかける。

　ユー子のおかげで私は記憶を失わず、

　あひるという友達に出会うことができ、

　そして五十嵐先輩につながった。

　感謝してもし切れない。でもコレだけは言わせてほしい。

　――あなたという存在も私の大切な友達のひとりだったんだよ？

　もしもまた会えるなら、会いたい。

　この記憶を取り戻す闘いがそれを果たしてくれるのなら、なおさら頑張ろう。頑張らなきゃいけない。頑張りたい――柚子は強く確かに想った。

　そのためにはやはり彼の存在がキーポイントになる。

「五十嵐いがらし先輩、大丈夫かな」

「どうだろうね……なんかいきなりテンション上がって何ど処こか行っちゃったけど」

「古こ都と先輩のところだよね、きっと」

「多分そうでしょ」

　柚ゆ子ずとあひるは二日前に五十嵐先輩とその恋人である古都先輩が喧けん嘩かしているところを目撃している。故ゆえにこそこうして五十嵐先輩との道がつながったのだが。

　五十嵐先輩は明らかに何かを知っている様子だった。柚子たちとの会話で何かに目覚め、妙なテンションで「今度話すから」と言い残して去っていった。先輩の言動や噂うわさの諸もろ々もろを合わせると、彼がどんな状況にあったかはなんとなく想像できた。

「古都先輩が記憶喪失なんだね。多分」

　柚子にとっての藤ふじ森もり文ぶん七しち。あひるにとっての霧きり島しま曜よう子こ。

　そして五十嵐鉄てつ平ぺいにとっての古都ゆかり。

　それぞれに記憶を取り戻したい相手がいて、それぞれに闘っていたのだ。

「先輩は上う手まくやれるかな」

「やれるといい」あひるは強く言い切った。それは自分に言い聞かせているふうでもあった。「きっと、やれるさ」

「……うん」

　五十嵐先輩が古都先輩の記憶を取り戻せたのなら、自分たちは大きく踏み出せる。

　だからそのために今は祈る。柚子は祈る。彼の成功を。

「がんばれ先輩」

　それは自然と柚子の口から滑り出した。するとあひるも同じように囁ささやく。

「……がんばれ」

　声は徐々に力を得て、

「がんばれ」

「がんばれ」

「がんばれっ」

「がんばれっ」

　ただただ祈りが届いてほしい。声は白い息となって夜空に消えていくだけだったけど、それでも柚子たちは飽きることなく繰り返した。

　がんばれ。がんばれ。

「がんばれ先輩――」



「――――走りなさいッ！」



　その声はふたりの背後から飛び、柚ゆ子ずとあひるは同時に肩をすくませた。慌てて振り返り――呆あつ気けに取られた。

　こちらに凄すさまじい勢いで駆けてくるふたりの少女たちがいて、それを取り囲むように黒服の集団が後を追っていたのだ。ツインテールの少女が苦しそうに肩で息をしているのを、隣を走りながらもう一方の少女が元気付けるように叱しつ咤たしている。その叱咤していた少女は不意に立ち止まり、追いついてきた黒服の前に立ちはだかった。

「え」

　柚子はその背中を知っている。腰まで届く長さのポニーテール。凜りんと背筋を伸ばす佇たたずまい。たった一言にも込められた強したたかさ。知っていた。覚えていた。彼女は――。

　少女は爆発的な踏み切りであっという間に黒服の懐ふところに潜り、肩から全身で押すようにしてそいつを突き飛ばした。その横手から襲い掛かる別の男の顔面に掌しよう底ていを一発、猫騙だましのように視界を狂わせてから腹の中心に拳こぶしを叩たたき込む。苦く悶もんの声をあげてそいつは膝ひざをついた。

　少女の背後に回った男が警棒を振り上げている。危ない、と柚子は悲鳴をあげかけるが、少女の反応はそれよりも早い。ほぼ真後ろへと回転するように足がさばかれ下半身が腰を基点に上半身より遅れて背後へと回る。小規模の遠心力を伴い裏うら拳けんが黒服の顎あごのやや上辺りに衝突。衝撃により頭が斜め横に傾かしぎ男は白目を剥むいて卒倒した。



    

  
    
      



    

  
    
      　瞬またたく間まに二名を無力化。そのことに焦ったのか最初にはね飛ばされた男が黒光りする何かを取り出した。仲間の中から「止よせ、音が響く！」と制止の声があがるがそいつは聞く耳を持たず引き金を引き絞った。

　夜よ闇やみを切り裂く音。柚ゆ子ずは思わず耳を覆ったが――しかしその目に確かに捉とらえていた。

　銃器の脅威に晒さらされ、少女が取った行動は。

　半歩だけ横に移動すること。

　そして弾丸は誰だれを傷つけることもなく少女の後方の地面を穿うがつに終わる。

　次弾はない。一瞬で肉迫していた少女が拳けん銃じゆうを叩たたき落とし、柚子には捉え切れないような全身運動で男の身体からだを投げ飛ばし地面に叩きつけていた。

「……っ！」

　迂う闊かつに近づけないことを覚さとったのか、黒服たちは足を止めてぎりぎり距離を保った。少女も深追いはせずに背後にツインテールの少女をかばって男たちを睨にらみつけている。

　柚子とあひるはぽかんと口を開けてその様子を見ていた。寸劇のように鮮やかな戦闘の展開に戸惑うよりも感心に近い感情すら抱いていた。

　柚子はふたりの少女、どちらにも見覚えがあった。かばわれているのは今しがた噂うわさしていたばかりの古こ都とゆかりその人で――五十嵐いがらし先輩には会えたのだろうか――、もうひとりは。

「露つゆ草くささんっ！」

　うへ？とあひるがこちらを振り返る。

「露草さんっ、露草さんでしょ!?」

　ちらりと肩越しに少女――紫むらさき露草がこちらを振り向いた。やはりそうだ。見間違えるはずがない。

　紫露草は昨年に柚子のクラスに転入し、学祭の事件を経へてわずか一ヶ月で失しつ踪そうしてしまったクラスメイトだ。クラスの皆みんなが記憶を失ったように彼女の存在もなかったことにされていて、あひるの証言による“〝むらさきつめくさ”〟の存在と合わせ事件との関連が考えられていた。

　事件の核心に近いかもしれない人物。そしてクラスメイトとしてとても親しかった女子。

　露草はこちらを一いち瞥べつしただけですぐに男たちに向き直ってしまった。柚子がなおも呼びかけようとしたとき、

「滝たき本もと柚子、日向ひなたあひるの二名も今回の対象に含まれている」

　突然に黒服の中から自分たちの名前が挙がり口を噤つぐんだ。あひると顔を見合わせる。どうして私たちの名前を？　『対象』ってどういう意味？

「……させないわ」

　その声は絞られたものだったけれど、続く呟つぶやきを柚子は確かに聞き取った。



　まもる。



　不意に胸を打たれる。“〝ムラサキツメクサ”〟との関連性から露つゆ草くさに対して不信感を抱いていた。そんな彼女の口から零こぼれ落ちた言葉が意外で、でも何な故ぜだかするりと柚ゆ子ずの心に滑り込んできた。

　――あ、わかった。

　露草さんは「味方」なんだ。それだけは間違いない。

　その間も露草は黒服たちと向き合いつつ、

「古こ都とゆかり。まだ走れる？」

「な、なんとか」

「じゃあ今」

　弾はじかれたように露草が走り出し、それにゆかりが慌てて続く。黒服たちとは逆方向、つまりこちら側に。

「滝たき本もと柚子っ！　日向ひなたあひるっ！」

　稲妻に打たれたように柚子たちはびくっとなった。

「真実を知りたいのならついて来なさい」

　喋しやべるうちにも露草はあっという間に柚子の横をすり抜け、

　考えるより先に柚子は地面を蹴けっていた。



　　　３



　藤ふじ森もり文ぶん七しちの実家は酒屋を経営している。

　商店街の隅っこにある小さな店で、息子の目から見ても決して裕福とは言えない。しかしこの不況下でも個人経営でもっているということはそれなりに上う手まくやれているということなのだろう。昔からのなじみの客が多く近所でも家族ともども親しまれ、手伝いに駆り出された日は同じ商店街の人々に元気よく挨あい拶さつされる。純粋にいい店だと思うし、あと二ヶ月もしない内に継ぐ身としてはこれからも続かせたいとも思う。親には死んでも言わないが。

　午後八時の閉店時間を迎え、文七は藤森酒店の店仕じ舞まいを始めていた。両親は日本吟ぎん醸じよう酒協会の会合に出席しているので今日の店番は自分ひとりだ。店内の陳列品に布を被かぶせ本日の売り上げや試飲に用いた小瓶の本数を数えて帳簿に記入する。今日は近所の親父どもが店主のいないのをいいことに試飲と称した酒盛りを始めやがったので数が多い。そのときに使われた一合枡ますをまとめて店の奥の台所に運びながら後で奥さんの方々に請求しなきゃなあとぼんやり考える。店内の片づけをあらかた終え、最後に店先に立て置かれた電光板のスイッチを切り店の中に仕し舞まおうとした。

　彼女らが現れたのはそんなときだ。

　電光板を抱える文ぶん七しちの前に四人の少女が息を切らして走ってきた。あまりの必死の形ぎよう相そうに呆ぼう然ぜんとする文七に、先頭の少女が「かくまってくださいっ」と息も絶え絶えに告げ、答えも待たずに彼の横を通り抜けて店の中に飛び込んでしまった。

　それからはあれよあれよという間に、ことが展開していく。

「先輩の部屋は何ど処こですか？　はい、二階ですね？　お邪魔いたします」

　見覚えがあると思ったらそれは去年から周囲をうろちょろしていた一年生の滝たき本もととかいう少女で、つい先ほどしつこく聞いてくるので逆ギレ気味にとあるクラスメイトの住所を教えてやったばかりなのだが。彼女は文七の制止も待たずにずかずかと乗り込んでいく。

「あー、もう疲れたっ。文ぶんさん何か飲み物ないですか」

　滝本の次に続くはお嬢様学校として御高名な私立百ゆ合り百ゆ合り学園の制服を着た少女で、彼女は親しげにこちらを呼び、あろうことか喉のどを潤す物まで要求してきた。

「お、お邪魔します……？」

　三番手はなんとクラスメイトの古こ都とゆかりで、彼女は遠慮がちにだが先行するふたりに続いて店の奥へと進み一升瓶やワインの並ぶ陳列棚を物珍しげに眺め始める。

「……狭い」

　しんがりを務めたのはポニーテールに灰色のジャケットを着込んだ少女で、彼女は背後を何度か警戒した後にさっさと上がり込み勝手に文七の部屋に入って感想を一言で済ませた。

　文七は終始電光板を抱えたまま、ひとり惑うばかり。

「ちょ、ちょっと待って？　え？　ナニ？」

　ああだこうだ言っているうちに四人組の少女たちは我が物顔で文七の六畳部屋に上がり込み、その部屋の主あるじである文七は何な故ぜか彼女らに麦茶を振る舞うことになった。全員分のコップを配り終えると部屋の隅っこで膝ひざを抱え「なんだこれ……なんかハーレム状態だけど全然嬉うれしくないぞ」とひとり呟つぶやくが誰だれも相手にしてくれなかった。

　壁際のベッドの上に滝本と学園生の少女が並んで腰掛け、部屋の中央に位置するテーブルを囲むようにして、ゆかりとジャケットの少女が絨じゆう毯たんの上にクッションを敷いて座る。文七は前述通り部屋の隅で膝を抱えている。当然クッションはない。

　全体的に少女たちには疲れた気配が窺うかがえた。まだ若じやつ干かん肩で息をし、出された早々麦茶を空にしてしまうので文七はすぐにおかわりを用意しなければならなかった。何故『しなければならない』のか文七自身もわからない。

「あいつらは？」

「ここは商店街だから人目にもつく。そうそう手出しはできないでしょうから、しばらくは大丈夫。銃器を積極的に使わなかったのもそういう理由ね」

「でも思ったより人いなかったよね、ここら辺……」

　商店街は日中ならば買い物客で溢あふれるが、ほとんどの店が閉店を迎える午後八時過ぎは驚くほど人気がなくなる。あと半時もすればしんと静まり返ることだろう。街の中心部ならばその限りではないが、ここの商店街はそれほど流は行やっているわけではないのだ。みんな苦労しているのだ。順々にコップに麦茶を注ぎながらそんなことを思う文ぶん七しちである。しかし『あいつら』とはこれ如い何かに。

「……」

「……」

　ふと気付くと誰だれもが互いの顔色を推おし量はかるように沈黙していた。二杯目の麦茶を注ぎ終えた文七は妙に張り詰めた空気に居心地が悪くなり再び隅っこで膝ひざを抱える。ひょっとしてこれが巷ちまたに噂うわさの修しゆ羅ら場ばというやつなのか。男女関係のもつれというやつなのか。しかしこの場に男という人種は自分以外に見当たらず、なおかつ覚えもない。自分で言うのも号泣ものだが藤ふじ森もり文七という男に四人もの少女を股またにかける度胸も根性も甲か斐い性しようも存在しない。

「……私から訊きいてもいいですか」

　口火を切ったのはゆかりだった。全員が一斉に振り返る。反射的に文七も身構えた。

　集中する注目に少し身体からだを引くゆかりだったが、ぐっと唇を噛かんで続けた。

「私が記憶喪失だということは本当なの？」



　きおくそうしつ……？

　部屋の隅――文七の方から身じろぎする気配を感じたけれど、ゆかりは意識的に思考の外へと追いやった。ごめん藤森くん。避難の場所を半ば強引に貸してもらって申し訳ないけど、それどころじゃないんだ。

　黒服に囲まれ、それからワケもわからず逃げているうちに別の人――滝たき本もと柚ゆ子ず、日向ひなたあひると名乗っていた――まで巻き込んでしまった。露つゆ草くさの迷いのない足取りから元々合流するつもりだったことは察せられたが、そうして邂かい逅こうしたふたりの少女も露草に聞きたいことがあるらしく、興奮した面持ちで身を乗り出していた。

　ゆかりの問いかけの矛先はもちろん露草だ。彼女はこちらをゆっくりと振り向き頷うなずいた。

「ええ。あなたは現在記憶を失っている」

「あなたがやったのっ？」たまらずといったように少女のひとり、あひるが訊たずねた。「ぼくはあの日“〝ムラサキツメクサ”〟という名前の、あなたとそっくりな女の子と闘った。あなたはあの子の仲間なの？」

「詰つめ草くさは私の妹。あの子だけじゃないわ、私も――私たちがあなたたちの命を危険に晒さらし、最終的に記憶を奪った」

「どうして!?」

　今度は滝たき本もと柚ゆ子ずだ。文ぶん七しちに会いに度々教室に来ていたのでゆかりも顔だけは知っていた。商店街という立地条件から、文七の家にかくまってもらおうと提案したのは彼女だった。

「どうしてあんなことをしたのっ？　ガスでたくさんの人を苦しめて、あひるちゃんの学園でも放火なんてして――そして皆みんなの記憶を奪って。どうして？　私たち」

　友達だったじゃない。

　微かすかに露つゆ草くさの肩が揺れたが、表情は頑として変わらなかった。

「紫むらさきさん」ゆかりは自らの胸に手を当て、穏やかな口調で請うた。「話していただけないでしょうか」

「……」

「鉄てつ平ぺいくんは私が記憶を失っていると言ってました。どうしてそうなったのか、彼は説明してくれたけれど結局よくわからなかった。私は記憶喪失について半信半疑で、とても信じることなんてできなくて、だから鉄平くんを傷つけてしまった。苦しめてしまった。……だからこそ知りたいんです。それが本当のことなら、私は知らなくちゃいけないんだと思うんです」

　記憶を取り戻しかけている今ならわかる。自分は確かに何かを《忘れ》ていた。そしてそのことが長い間鉄平のことを苦しめていた。

　思えば鉄平は、時折こちらを見て懐かしむ顔をしていたように思う。かと思うと辛つらそうに眉み間けんに皺しわを寄せたりもしていた。そのくせそれをこちらに覚さとられないように気を配っていて、でも不器用な彼は隠すのが下へ手たで、そのときのゆかりは元気がないな程度にしか考えられなくて、短絡に励まそうと話しかけたりして――。

　今ならわかる。



『記憶がないなんて感覚、想像するだけで辛いよ』

『……意味わかんない』

『そんなの知らないよ!!』



　自分は鉄平にひどいことを言った。

　できることなら二日前の古こ都とゆかりの頬ほおを張ってやりたい。どうして彼の言うことを信じてやれなかったのか。どうして頭ごなしに否定したのか。信じられないにしたってもう少し言い方も受け取り方もあった。なのに自分は浅せん慮りよにも彼を傷つけ、突き放した。

　好きなら、無条件で信じればよかった。

　でもいくら後悔してもあのときには戻れない。古こ都とゆかりは五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいを徹底的に傷つけた。その過去は一生拭ぬぐえない。なかったことになんか――してはいけない。

　――だから知りたい。

　傷つけたのならどうして傷つけたのか。そこに何があったのか。鉄平が何を苦しみ何と闘い続けてきたのか。

　すべて知る。そうでないと再び向き合うことなんてできない。

「だから――教えてください」

　もう一度キスをせがむなんて、できないよ。

　露つゆ草くさは押し黙っている。その沈黙は頑かたくなに口を閉ざしているようでもあり言葉を選んでいるようでもあった。

「あの……ちょっといい？」

　ざざっ、と女子四人に一斉に振り返られ、文ぶん七しちは壁に追い詰められたように仰のけ反ぞるが、気を取り直して口にする。

「何の話をしてるの？」

「藤ふじ森もり先輩は黙っててっ」柚ゆ子ずが叫さけんだ。「空気読んでください！」

　文七はちょっぴり傷ついた顔をしながらもむっとしたように、

「なんでだよ。そっちがいきなり俺おれの家に乗り込んできたんじゃないか。俺にだって話を聞く権利は」

「後で謝ります！」

　ぱちくりと瞬しばたたいたのは文七だけではなかった。

　柚子は涙目で、文七を強く睨にらみながら叫ぶようにまくしたてる。

「今先輩に迷惑をかけているのでしたら、後でいくらでも謝ります、謝罪いたしますっ！　土下座だって何だってします！　裸になれと言うんでしたら裸にだってなりますよ！」

　柚子の剣幕に驚きつつも、ふとゆかりは気付いた。

　文七の目の色が、わずかに変わっていた。訳がわからなくて瞬いていた瞳ひとみはしかし何か引っかかったように細められている。柚子の「裸にだって」発言に好色の思いを抱いたとかそんないかがわしいものではなく、純粋な疑問をはらんでいた。

「でも今、やっと尻尾しつぽを掴つかんだところなんです！　これを逃したらきっともう全部終わり、先輩は記憶を取り戻してくれないし私の話も信じてもらえない。私は先輩に記憶を取り戻してほしいんです、前みたいに一緒に登校したりしたいんです！　だから――」

「滝たき本もとさん。ちょっと待って」

　興奮気味の柚子を押し止とどめ、ゆかりは文七に訊たずねた。「どうしたの？」

「え……あ、いや。なんか」

　文七はぼうっと口にした。

「今のセリフ、なんか聞き覚えがあるような気がして」

　柚ゆ子ずが驚きのあまり声を失う。その意味するところは――。

　横で聞いていたあひるも思わず乗り出し、

「も、もしかして記憶がっ」

「え？　いや、ただ『どっかで聞いたような』って思っただけで」

「……それだけのことが、今までできなかった」

　囁ささやき、柚子は感極まったように涙ぐんだ。その背中にあひるが手を回す。

　――鉄てつ平ぺいくんもこんなふうになるのかな。

　もしも自分が記憶を取り戻しかけていると知ったなら。ゆかりは思いながら再び露つゆ草くさを振り返る。露草は苦々しい顔をして「本当に、あなたたちはどうしてそんな簡単に記憶を取り戻せるのかしら……」と呟つぶやいている。

「紫むらさきさん」

　露草は鬱うつ然ぜんとした視線を上げ、嘆たん息そくした。

「話すつもりはない」

「どうして」

「話しても無駄だからよ」

　身もフタもない言い方に唖あ然ぜんとする一同を見回し、彼女は言い放った。

「あなたたちはどうせまた記憶を消される」

　柚子やあひるが反はん駁ばくするのを制し、

「簡単に説明するわ。あなたたちは持ち得てはいけない知識を持っている。それはあなたたちにとって些さ細さいな、大したことのないことかもしれない。でも私たちにとっては看過することのできない大切なことなの。故ゆえにあなたたちはある組織に命を狙ねらわれている。私はその彼らからあなたたちを守るつもりよ。……ただしあなたたちの記憶は再び抹消される。これは覆くつがえらない」

「そんな馬ば鹿かな話っ」

「そうね。馬鹿みたいな話ね」露草は事も無げに頷うなずき、「でもあなたたちに対して、私たちの譲れる最低ラインが『記憶の《封印》』。決定事項なの」

　柚子やあひるが抗議の声をあげるが、露草はもう取り合わなかった。無言で首を横に振るばかりだ。あひるが耐え切れず食ってかかるがそれもされるがままに放置する。

　騒然とする中、ゆかりだけは妙に冷静だった。

　ゆかりは考えている。そして疑問に思う。

「紫さん」

「……何」

「どうしてあなたは私たちを守ろうとしているんですか？」

　息を飲む気配ははっきりと伝わってきた。下級生のふたりもはっと気付いたように口を噤つぐむ。

「あなたも最初は私たちの命を狙ねらってたんですよね？　なのに今、手の平を返して守ろうとするのはなぜですか」

「……」

　気まずそうに露つゆ草くさはうつむく。

　ゆかりは不思議に思っていた。冷酷無比に聞こえる紫むらさき露草の言動はしかし矛盾を思わせる。あひるに命を狙っていたことを指摘されあっさりと肯定したかと思えば、今は命だけは守ってやると言う。立ち位置が中途半端で……そう、何かを迷っているようにすら見えた。

「……」

　目を伏せた露草は何度か口を開きかけて答えあぐねる。

「私は」

　天井の蛍光灯が粉々に砕け散ったのは、そのときである。

　一瞬にして文ぶん七しちの部屋が暗くら闇やみに堕おちる。突然のブラックアウト。その場にいた全員が視界を失い降りかかるガラスの破片に悲鳴をあげた。

　咄とつ嗟さに両腕で頭をかばっていたゆかりは、傍かたわらの気配が俊敏に動くのをその大気の流れで感じ取っていた。次いで部屋全体が振動するようなけたたましい音が響き渡る。

　窓ガラスが粉砕し寒風が肌に叩たたきつけられる。

「紫さんっ」



　蛍光灯が砕け散り真まっ暗くら闇やみに閉じ込められた瞬間に、露草は頭上からひとりの黒服が落下してくるのを察した。

　――空間跳躍！

　世界間を渡るには専用の装置が必要で、露草のそれは妹の詰つめ草くさを『第二世界』に飛ばすのに使用したため手元にない。黒服たちから分捕ることも考えはしたが装置は使用者にのみ反応するようにできている。扱い方を知らない『第三世界』の人間たちひとりひとりに持たせるのはどうも不安だったため、その案は早々に却下していた。

　目前に落下する黒服。瞬間的に立ち上がっていた露草はそいつの襟えりを掴つかみ、旋回するように足をさばいて背中に担かつぎ腰を跳ね上げた。黒服の体たい躯くは無防備に投げ出され、窓辺にも出現していた仲間もろとも窓を突き破って外に放ほうり出された。

　敵はこれだけではあるまい。部屋の外の廊下や床下の一階、屋根上、店の外まであらゆる方位に潜む息遣いと殺意を感じる。

　外の冷気が部屋に流れ込み、露草の頬ほおを叩いた。

『どうしてあなたは私たちを守ろうとしているんですか？』

　どうして私は。

　妹を裏切り。五ご寸すん釘くぎを裏切り。誓いを裏切り。

　それでもなおここの人間たちを守って――何を得ようとしている？

　――私は。



　友達だったじゃない。



　何がしたいのよ。

「お、俺おれの部屋があああああああああッ」

　文ぶん七しちの悲鳴に、露つゆ草くさは疎ましげに眉まゆをひそめた。



　　　４



　その女性は夜道を駆けていた。

　白い息を苦しげに吐きつつ、ひたすらに走っていた。

　彼女の前を奇怪なぬいぐるみが先導している。彼は猫のようなデザインを有し、頭ず巾きんを被かぶった、サッカーボールほどの大きさの頭を揺らしながら二足歩行で疾駆していた。

　どう見てもぬいぐるみにしか見えないのだが、彼はなまなまという声で鳴きながらマラソンランナーよろしく軽快な足取りで地を蹴けり続ける。

「小こ目め玉だまッ、待ちなさい――何ど処こに行くのです!?」

　ぬいぐるみを追う女性は息をつっかえつっかえさせながら訊たずねるが、彼は一顧だにしない。

　ぬいぐるみは彼女のペットである。住み込みで働かせてもらっているコンビニの店長におつかいを頼まれ、一緒に買い物に出ていたのだが、その帰り道に突然彼が走り出した。自然、彼女は両手にぱんぱんに膨らんだビニール袋をぶら下げて追いかける羽は目めになったのだった。

　この季節に汗だくになりながら、彼女はいささか錯さく乱らんしていた。

　何な故ぜなら、

「小目玉、あなた――さっき喋らなかった!?」

　なまなまとしか喋しやべらないはずのペットが、何の前触れもなく「……近いッスね」などと軽妙に呟つぶやいたのだ。彼と過ごして二ヶ月以上にもなるがそのようなことは初めてだった。

　飼い主の問いに、しかし彼は答えない。ただなまなまと鳴いて走るのみ。

　――ああもう、どうなっているのかしら。

　彼女は疲労の中、ぼうと考えた。

　思えば二ヶ月以上も前に記憶をなくした状態で目覚め、成り行きで今のコンビニで働かせてもらうことになり、一方で記憶を取り戻すため街で呼びかけ続け、そしてつい二日前にようやっと記憶の手がかりを知る少年と出会えた、と思ったら彼には逃げられ――

　そして今はペットの後を追っていたりする。

　不幸だわ、と彼女は思う。不思議とその感覚に懐かしさのようなものを覚えるが、不幸に懐かしさを覚えるなんて異常だわとまたヘコむ。



　そんなこんなでペットと飼い主は夜の道を行く。

　飼い主の彼女は、ペットの行き先でとある少年少女らと出会うことを、まだ知らない。



    

  
    
      



    

  
    
      


【第３話・シスターズ上等！】

In“〝THE SECOND”〟

　　　

“〝THE THIRD”〟



　　　１



　管制室の端末には施設内のあらゆる管理を統括するシステムが組み込まれている。

　囚人のそれのみでなく事務室や応接間など、全部屋の様子を俯ふ瞰かんすることができ、端末に触れることで囚人のデータベースを脳内に転送することもできる。囚人への薬物投与のスケジュール管理、所員並びに警備員認証コード、そして囚人の記憶《封印》を解放する電子コードなどもこの中に閉じ込められている。

　管制室の端末はただひとりの人物のデータを除き、施設のすべてを知っている。

　五ご寸すん釘くぎという女性のデータを除いて。

　――すべてを捨てた。

　五寸釘は端末のディスプレイの表面を指でなぞる。無機質で平へい坦たんな固形の感触は、微かすかに熱を保ち指先を温める。

　――私という存在は“〝死んだ”〟ことになっている。

『第二世界』へと渡った研究チームは《自壊》に巻き込まれ《全滅》。それが公的なデータだ。この端末の中にすら彼女の個人データは入っていない。ただひとり生き残った五寸釘は自らの希望により存在を抹消、それからは裏で反他世界交流の活動に尽力してきた。

　やがて第三の世界――外世界の発見、そしてＯＴＶの大々的な放送にＢＴＶの参入などを目にしたときは眩暈めまいがした。また同じ過ちを繰り返すつもりなのか。あの過去に何も反省点を見出せなかったのか。わがままに徒いたずらに他世界を弄もてあそぶつもりなのか。

　この『第二世界』に存在していた生命体の、残ざん滓し。まるで死霊のように形を得る瘴気。それらを特殊なレンズで見ないフリをし、さらには滅ぼした事実からすらも目を背けてしまうのか。

「させない……」

　世界は独立すべきであり、不可侵であるべき。

　あの地獄を体験した五寸釘だからこそ譲れない。

「五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい。お前がそれを邪魔するのなら」

　死んでしまえ。

　暗い瞳ひとみで五寸釘は呟つぶやいた。

　　　＊

　Ｔ字路にて銃撃戦が始まっていた。

　Ｔ字の横軸を真ん中からへし折らんがごとく弾丸が雨あられと壁を穿うがつ。それに分断されるように鉄てつ平ぺいと槍やりヶが岳たけ、そしてハヤミというように二手に分かれて角の壁に身を隠していた。彼らの傍かたわらにはついさっきまで交戦していた黒服たちが積み重なるように転がっている。

　これほどの弾幕を張られると角から飛び出すこともままならない。時々は拳けん銃じゆうのみを突き出して威い嚇かく射撃をするが一向に相手側の戦力は削れず鉄平たちは一歩も進めずにいた。

「くそ。厄介だな」

　鉄平は毒づき、空になったマガジンを捨てて新しいそれを装そう填てんし直した。予備の弾丸は別の同系統の拳銃から何本か抜き取ってベルトに差してあるからいいものの、これでは埒らちが明かない。ただでさえ時間がない、いい加減に焦り始めていた。

「おいハヤミ、こうなったら必殺・透明人間だ！」

「死ね」ハヤミは向かい側の角で身を潜めている。「この状況で『擬態』してもただの狙ねらい撃ちだろうが」

　肉体を透明色に『擬態』させてもそれは視覚を誤ご魔ま化かすだけであって、物理的障害を貫通できるようになるわけではない。そんなことは鉄平にもわかっている。ただこの硬直状態に耐え切れなくなっただけだ。

　おい、とハヤミが何かに気付いたように、

「その女、大丈夫なのか」

「え」

　見やると、すぐ横で槍ヶ岳がうずくまっていた。顔色は完全な蒼そう白はくに染まり額には脂あぶら汗あせが浮かんでいる。彼女の右手の指先から一滴、血が滴したたるのを見て鉄平はぎょっとなった。

「だ、大丈夫か？」

　大丈夫です、と槍ヶ岳はか細い声で答えるが、鉄平の目には全然大丈夫には見えなかった。やはり出血がひどく体力的にも厳しい。

　鉄平は歯は噛がみする。槍ヶ岳が得た情報を頼りに怪しいところをしらみ潰つぶしに捜してみたが、どれもこれも外れだった。その間にも槍ヶ岳は確実に消耗していっている。ここで足止めを食うのはどう考えても上う手まくない。

「……なぁハヤミ」

「あん？」

　鳴り止やんだと思った銃声が二秒と待たずに再開され、鉄平は耳をふさぎながら心持ち声を張り上げた。

「五ご寸すん釘くぎのアレは何だったんだ？」

　思い出していたのは、ハヤミと五寸釘の戦闘のこと。奪われた拳銃で自らを狙われた五寸釘は、しかし姿が消え一瞬後には別の位置に移動した――かのように見えた。それはあたかもハヤミのように透明色に『擬態』していたかのように。

「でも五ご寸すん釘くぎは内界人なんだから『擬態』なんかできないだろ？　じゃああれは何なんだ？　まさか実は『第二世界』の生命体でした、ってオチじゃないよな」

「チッ。単細胞もいい加減にしろ」ハヤミは聞き捨てならないことを吐き捨て、いかにも面倒だという顔で、「奴やつは正真正銘の内界人だ。なおかつ内世界の中で『第二世界』に最も係かかわりのある人間といえばあいつだ。それはさっきも説明しただろうが」

　鉄てつ平ぺいは先ほどのハヤミの話を思い出す。

『第二世界』の存在が知られたとき、内世界でその研究チームが編成された。メンバーの中には五寸釘もいたという。

　研究チームは『第二世界』の生命体とのコミュニケーションの一環として内世界の科学技術や文化などを披露した。内世界における一般生活の映像を流し、言語系統を説明して会話を図り、個性を持たないという彼らに個性がいかなるものかを教えた。

　そして『第二世界』は《自壊》し、

　研究チームは暴走に巻き込まれて壊滅した。

　生き残ったのは五寸釘ひとり。

　話の流れか、ハヤミが言う。「わかっただろう？　奴がこだわる理由が。お前を殺してまでも成し遂げようとする意味が」

　同じ災厄を繰り返さない。第二の《自壊》を未然に防ぐ。そのためにあらゆる可能性を潰つぶす――。最悪を経験した五寸釘だからこそその手を汚してまでそれを成さなければならなかった。

「奴の根底にはあの経験が根付いている。お前がどう歯向かおうと奴は奴の意志を覆くつがえしたりはしない」

　それがわからないほど鉄平も幼くはない。

「……わかるけど」

　そしてそこを起点にした五寸釘の行動は、結論として外世界を守っているということになる。そのこともわからないわけではない。この『第二世界』に蔓まん延えんする様々な呪のろい――それを垣間見てしまったなら、五寸釘が何を守ろうとしているのかなおさらに実感できる。

　でも。それでも。

「わかるけど――わかんねえよ」口を尖とがらせながら鉄平は言った。「やっぱりそれは、俺おれやゆかりを犠牲にする理由にならない。なると思えない」

　外世界を救うために、外界人を殺す。どう考えても変だ。何らかの犠牲に大義名分を与えることは、なんだか納得がいかないし気に食わない。

「それは奴もわかってるだろうよ」ハヤミは鼻を鳴らし、「その点だけを見れば奴はお前と同じだ」

「同じ？」

「世界が滅んじまっても知ったこっちゃないんだろ、お前は。そして一方で五ご寸すん釘くぎも世界を守るためだったらお前が死ぬことなんて何とも思っていない」

「……」

「だったら後はもうお互いの意志の削り合いだ。何が正しいも悪いもない、あえて言えば勝った方が正しい。そういう話だ」

　なんだかなぁと鉄てつ平ぺいは思う。

　どうしてこうも他世界の人間たちは大おお仰ぎようで極端に考えるのだろう。もっとシンプルに考えられないのだろうか。

　今回の騒動もそう。記憶を消すとか殺すとか同じ災厄を繰り返さないとかそういうことよりも、まず真っ先にやるべきことがあるのではないだろうか。

　例えば――。

　そのとき別の疑問が浮かんできて、鉄平はそれを口にした。

「……お前は」ハヤミマコトは。「どう思うんだ」

　ひとつの『第二世界』の生命体として。五寸釘の行動を、そしてそれをぶち壊そうとする自分をどう思う？　それは反射的な問いだった。

　ハヤミは片眉まゆを上げ、視線をそらす。心底煩わしいと言いたげに唾つばを吐き捨て「話がそれたな」と強引に話題を戻した。五寸釘がしていた瞬間的な空間移動の話だ。

「五寸釘のアレは奴やつらお得意の世界間を渡る技術によるものだ。お前がこの世界に来たときにしていた時計があるだろう。あれを使えば自由に転移先の座標を選択できる」

「何その無敵アイテム。じゃあこうしている間もこっそり俺おれの背後に出てきたりすることもできるわけ？」

「できるわけだ。もっとも部下には携帯させていないようだがな。俺たちに奪われたら元も子もない。恐らく携帯しているのは五寸釘だけだろう。もちろん施設の所員分のものや予備はあるだろうが」

「それがあればこの状況もなんとかなるのになぁ」

「そんなものがあったらとっくに脱走してますよ」

　今の今まで黙っていた槍やりヶが岳たけが、低い声でうめくように言った。

　槍ヶ岳の呼吸はやはり荒い。無理すんなという鉄平の気遣いも無視し、槍ヶ岳は虚うつろな眼まな差ざしで急せかした。

「何をしているのです。早くここを突破しましょう」

「そうしたいのは山々なんだけどよ」

　言う間にも一斉射撃が始まる。弾丸が壁に炸さく裂れつする音に鉄平は耳をふさいだ。

「……これじゃ進めねえんだよ」

「アナタの頭は空っぽですか。アレを使えばいいのですよ」

　と槍やりヶが岳たけが指差したのは、傍かたわらにのびていた黒服だった。



　Ｔ字路を視界に置いて防衛線を張っていた黒服たちは、角からつんのめるように飛び出してきた人物に思わず手を止めた。

　それは彼らの仲間である黒服のひとりだった。彼は両手を上げた状態で角から突き出され、ふらふらとこちらに歩み寄ってくる。その後ろに――拳けん銃じゆうを突きつけた五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいがつけていた。

「動くなっ」銃口を黒服の後頭部に当て、五十嵐鉄平は声高に告げた。「銃を捨てろ」

　クソガキがッ。仲間の中から小さく罵ののしる声があがる。

　しかし彼らは銃器を下ろさない。反発の意志もないわけではなかったが、純粋に判断に迷っていた。

「撃ちたかったら撃てばいい」五十嵐鉄平はなおも不敵に続ける。「その代わり俺おれはこいつを盾にお前らに突っ込むぜ」

　彼らの中で怒気が膨れ上がった。ガキが調子に乗りやがって。

　――落ち着け。

　ひとりが小さく囁ささやいた。

　――少し気になることがある。

　ここは一時従い、引きつけろ。その指示に彼らは渋々銃器を床に下ろしていった。

　仲間を盾に、一歩ずつ五十嵐鉄平が接近してくる。緊迫した空気に、誰だれかの唾つばを飲み込む音が妙に大きく響いた。

　そのとき五十嵐鉄平の口がわずかに動くのを、黒服のひとりは確かに見ていた。

　人質にしているはずの黒服と打ち合わせるように。

　――やはりそうだ。

　負傷している槍ヶ岳はともかくとして――何な故ぜハヤミマコトが出てこない？　答えは簡単だ。

　あの人質がハヤミマコトの『擬態』なのだ。

「撃てッ！」

　五十嵐鉄平がぎょっと足を止めた。その反応に黒服たちは確信を抱き一斉に銃を拾おうとする――

　そしてそれに気付いた。

「……え？」

　誰かがか細く疑問符を投げかける。

　床に下ろしたはずの銃器のひとつが、宙に浮いていた。

「残念。ハズレだ」

　そんな声と共に中空で火薬が弾はじけ先頭にいた黒服が吹き飛んだ。

　そのときには五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいが人質を捨て、拳けん銃じゆうを構えた体勢で駆け込んでいた。

「おおおおおおおおおおおッ」

　次々に引き金が引かれ黒服たちは銃器を拾う間もなく撃ち倒されていった――

　　　＊

「うえええ……今のは心臓に悪いぜ……」

　黒服たちをほぼ一掃したことを確認し、ようやく鉄平は息をついた。やはり戦闘を重ねる度に低酸素症の頻度は増え、これまで何度か休憩を挟まなければいけなかったように今もまた息が完全に上がっていた。その横では透明色への『擬態』を解いたハヤミが改めて服を着込み、腰に拳銃を何挺ちようか差し直している。

　よたよたと追いついた槍やりヶが岳たけが鉄平の肩にもたれてきた。鉄平は思わず眉まゆをひそめる。ここまでこの女が弱っているのを見ると、ざまあみろ俺おれはこんな目に遭ってきたんだぞと思うよりも妙に落ち着かない気持ちになってしまう。自分のことながらお人好し過ぎると思う。

「お前、はっきり言って限界だろ」

「いえ」肩にもたれながらうつむいているくせに、槍ヶ岳はきっぱりと否定した。「行きましょう」

　意地っ張りめ。

「……行くぞ」

　着替えを終えたハヤミが低い声で言う。

「随分と奥に進んだ。そろそろ目的の場所に――」

　言いかけて、彼は口を噤つぐんだ。

　その視線は黒服たちの防衛線を打ち崩し開かれた通路の奥へと向けられていた。

「……詰つめ草くさ」

　ハヤミの視線をたどった鉄平は、とある少女がゆったりとこちらに歩み寄りつつあるのを捉とらえた。

　揺れるツインテール。口元には微笑――しかしそれは今までのそれとは違う。

　思えば彼女がいつも浮かべていたような微笑には、意志というものが感じられなかった。ニコニコと笑いながら拳こぶしを振るう様は何ど処こか機械的で感情の通わないものだったように思う。

　けれど今、彼女――紫むらさき詰草が浮かべる笑みはそうではなかった。

　決意に満ち溢あふれた微笑。

　鉄てつ平ぺいははたと思い出す。

「――あ、ゆ、ゆかりは。ゆかりはどうした!?」

　自分は詰つめ草くさとゆかりをふたりきりにしてこの世界に飛ばされてしまった。その後どうなったかは知らない。もしも詰草がその場でゆかりを襲っていたのだとしたら――

「知らない。……それより始めようよ」

　鉄平の問いをあっさりと切り捨てて、詰草は軽いステップで一度床を蹴けり、

「第二戦」

　刹せつ那なに弾丸と化してこちらに疾しつ走そうしてきた。



　紫むらさき詰草の肉迫を、ハヤミマコトはしかめ面つらで見ていた。

　あーぁ、仕方ねえな。

「行けよ」

「え？」

　こちらの囁ささやきに鉄平が聞き返してきたが、意味は伝わっているだろう。ハヤミは一方的に会話を打ち切り、向かってくる少女に対し腕を持ち上げ拳けん銃じゆうを乱射した。

　その射線に対し詰草は何度か身体からだを傾ける。一発は外れ、一発は脇わきをかすめ、一発は足元の床を穿うがつ――いずれも有効打にならず接近を許した。



    

  
    
      



    

  
    
      　舌を打ち鳴らしハヤミは詰つめ草くさの目前に立ちはだかる。詰草の笑みは不機嫌に歪ゆがめられるが加速を緩めずこちらの懐ふところへと滑り込んできた。ハヤミの足元で一歩、爆発音と聞き違えるような凄すさまじい踏み込みで床を叩たたき、腰だめにした拳こぶしを平行に直線的に打ち放つ。

　脇わき腹ばらに突き刺さった正拳突きにハヤミは片目を瞑つぶりくぐもった声をあげるが、その状態のまま拳けん銃じゆうを詰草の額に突きつけた。

　見開く詰草の瞳ひとみ。引き絞られるトリガー。

　銃声。

　銃の筒先で起こった小爆発に一瞬ハヤミは詰草の姿を見失う――と同時に何かに足元をすくわれて肩からまともに転倒した。寸前で身を屈かがめてかわされていたらしい。

「ハヤミ！」

「行けっ」

　転がされた状態でハヤミは叫さけぶ。

「――え。待ちなさい!?」

　頭上から詰草の焦ったような声が降ってきた。ハヤミは反射的に彼女の足首を掴つかんで引き止めている。ちょっと、離しなさいよっ！という声と共に手首がブーツの踵かかとに踏み付けられるが、ハヤミは握る手の力を緩めなかった。

「っ！　五十嵐いがらし鉄てつ平ぺい、待ちなさい！　私はあなたと闘うために――」

　ハヤミは詰草の怒号に視線を上げる。彼女の叫ぶ先――通路の奥に、鉄平が槍やりヶが岳たけの身体からだを両腕に抱えて足早に遠ざかるのが見えた。

　詰草の声に鉄平はちらりと振り返り、遠い距離からハヤミと視線を絡み合わせる。交差は一瞬で事足りた。もはや迷いを捨てたのか、鉄平はこちらを一顧だにせず走り去っていく。

「五十嵐鉄平ッ!!」

　くつくつと忍び笑いを漏らすハヤミを、詰草は怒りの眼まな差ざしで見下ろした。

「あなた……」

「見事にフラれちまったなぁ。小便臭いクソガキよ」

　あまりの怒りに声も失う詰草を見上げ、ハヤミはいやらしく頬ほおを歪めた。

「同族なんだ。仲良くやろうぜ？」

　　　＊

　鉄平に抱えられている槍ヶ岳が、上下に揺られながら言った。脚と背中の下に回された鉄平の腕を一いち瞥べつし、

「チェリーにしては逞たくましいですね五十嵐サン」

「だからお前の中の俺おれの記憶って何!?」

　息を切らしながら叫び返した。過呼吸を起こしそうになり慌てて意識して呼吸を整える。

　こうして抱えてみて初めてわかったが、槍やりヶが岳たけの身体からだは驚くほど軽い。薄い布越しに感じる感触は肉付きがなく骨張っていて、今の今まで忘れていた彼女の投獄生活の過酷さを想像させた。減らず口も強がりに過ぎず顔色は悪くなる一方だ。

『行けよ』

　――くそったれ。

　結局ハヤミがどういうつもりで自分たちに協力してくれたのかは、今に至ってもわからない。今だって身を挺ていして鉄てつ平ぺいたちを先に行かせてくれた。一体何が狙ねらいなのかこれまでのことを思うと不安ではある。が。

　鉄平は自然に思った。

　――死ぬなよ。

　奴やつが助けてくれたことは本当のことだから、当然のように思う。絶対に死ぬな、と。

　俺おれも死なないから――死ぬなよ。

　鉄平は走る。

　ゆかりに再び会うためには、とにもかくにも走り続けなければならない。



　　　２



　ほとんどの店が閉店時間を迎え次々と照明の落とされた商店街。

　にもかかわらずそこは騒然とした様相を呈していた。

「ちょっと……何コレ。何なんだよコレっ？」

　文ぶん七しちが情けない声をあげるが、誰だれにも相手にされなかった。

　藤ふじ森もり家の住まいを飛び出したゆかり、露つゆ草くさ、柚ゆ子ず、あひる、そして文七の五人は商店街の通りの中央で背中合わせに固まっていた。

　それをぐるりと包囲するのは、数十人に及ぶ黒服の群れ。

　異様。その一言に尽きた。本来ならば閑散とするはずの時間帯に、黒ずくめの衣装をまとった男たちが密集し少年少女らを取り囲んでいる。彼らは誰も無表情にじりじりと距離を狭めてくる。

　女子四人はつい先ほど逃走劇を行ったばかりなので心構えができていたが、文七はそうではなかった。男子ひとりできょときょとと挙動不審に陥り、この場において最も錯さく乱らんしていた。

「来たね謎なぞの組織……」

「本当に命懸ける羽は目めになるなんて思わなかったよ……」

　ぼそぼそとあひると柚子が言葉を交わすのを聞き流しつつ、ゆかりは隣の露草に訊たずねた。喋しやべる間も視線は黒服の壁に縫い付けたままだ。

「ここは人目につくからしばらくは大丈夫、じゃなかったの？」

「奴やつらも見境をなくしている」露つゆ草くさも振り返らずに答える。「大規模な情報操作を覚悟の上での行動でしょうね。恐らく現在もここら一帯の電話線を切断し、電子機器の機能障害を起こす装置を設置しているに違いないわ。そうやって時間を稼いでおいて外世界の警察機関が駆けつけるまでに私たちを抹まつ殺さつする――これが向こうの思惑ね」

「それじゃあ私たちは」

　露草は頷うなずき、

「公的な機関がここに駆けつけるまで、こいつらを凌しのがなければならないということよ」

　ゆかりは黒服たちを見回して唇を噛かんだ。脚が震ふるえている。ゆかりは先ほど露草が発砲された瞬間を目まの当たりにしているから、わかる。彼らは本気で自分たちを殺そうとしているのだ。

　そんな人たちを相手に立ち回る？

　――無理、だよね。

　そんなのできるわけがないよね？

　足の爪つま先さきから生まれた震えは這はうようにして上半身へと至った。身体からだの内側から寒気を覚え肩を抱く。殺される？　私はここで殺されるの？　そんなのってない。

　――私は鉄てつ平ぺいくんに伝えなきゃいけないことを、まだ伝えていないのに。

　その自らの言葉に、ゆかりはさらに強く唇を噛んだ。皮膚が歯に小さく裂かれ、血がにじむ。痛みにちょっぴり涙目になりつつも――だん、と強く足踏みした。ぎょっと他ほかの面子メンツが振り返るのには気付いていたが、無視した。



　殺される？

　冗談じゃない。



　理不尽に記憶を奪われ。

　そのために鉄平は苦しい思いをし。

　そして今、命を狙ねらわれている。

　そんなことってない。あり得ない！

　――だから怒れ私。

　怒りでこの恐怖を塗り潰つぶせ。

「私は絶対に死なないよ……ッ」

　ぐるんとゆかりは背後を振り返る。その先にいるのは柚ゆ子ず、あひる、文ぶん七しち。三人はゆかりの形ぎよう相そうに恐れ慄おののいて後ずさった。

「藤ふじ森もりくん」

「は、はい」

「滝たき本もとさんと日向ひなたさんのふたり、任せたよ」

「うえ？　え、その」

「返事は!?」

「は、はいいぃっ」

「滝本さん。日向さん」

　ふたりの下級生は同時に背筋を立てて応じた。

「無理はしないで。自分の身を守ることだけを考えて」

　まるで姉妹のように瞼まぶたを瞬しばたたいていたふたりは、やがて口元を引き結んで――これも同時だった――強く頷うなずき返した。

　また前に向き直ると露つゆ草くさが呆あきれたようにこちらを見ていた。

「ホントにあなたたち……カップルふたり共そっくりね」

　カップル、というのが自分と誰だれを指しているのかすぐにわかったから、ゆかりはわずかに頬ほおを染めた。確かに今のは『彼』っぽかったかもしれない。

「……私は闘い方なんて知りません。きっとあなたの役には立てない」

　だから、とゆかりは続けた。

「私にできることを、できるだけやります」

「それでいいわ」

　十分よ、と素っ気なく言う。

　ゆかりははっと息を飲んだ。

　露草は微笑ほほえんでいたのだ。

「こいつらは私がヤる」

　腰を落とし、全員、とあっさり付け足した。



　なんとなく、わかってきたのかもしれない――。



　露草は黒服の壁に向かって突進した。一切の躊ちゆう躇ちよを持たない肉迫に、途端に色めき立つ男たちめがけて、

　跳ぶ。

　空中で腰を回転させ、しならせた脚が黒服の顔面を蹴けり抜き一撃で地面に沈めた。

　露草の着地によるタイムラグ、その隙すきにつけ込むように一斉に黒服が殺到してくる。こちらを押さえつけようと伸ばされる腕たち。それらをかいくぐって露草は正面の敵の脇わき腹ばらに拳こぶしを叩たたきつけ、返す腕を後方に飛び退のきながら突き出す。

　背後にいた敵の胸元に肘ひじ鉄てつが衝突。横から露草の左腕を掴つかむ手を、右手で殴り払い、自由になったところで腰を落とし片脚で円を描くように旋回。足元を払われドミノ倒しのようにつんのめる黒服たちをかわし、一いつ旦たん包囲を抜けた。

　抜けた先に待ち受けていた黒服の前まえ蹴げりが露つゆ草くさの腹部にモロに突き刺さった。露草は喉のど元もとまで逆流する胃液を飲み込み、苦味と苦痛に顔をしかめつつも両脚で地面に踏ん張り、腹に当てられた脚目掛けて拳こぶしを振り下ろす。拳は膝ひざの皿を打ち据えハンマーで殴られたように男の脚は身体からだごと地面に落下して叩たたきつけられた。

　息をつく間もなく背後から羽は交がい締じめにされるが、露草は首を前に倒してから一気に仰のけ反ぞらせた。後頭部が黒服の顔面を叩く。叩く。叩く。三度目の頭突きでそいつは苦痛にうめきながら拘束を解いた。解放された露草はそいつの脇わきに肘ひじを叩き入れてからすかさず黒服の群れと距離を取る。

　――いける。

　多勢に無勢かと思われていたが、案外にいける。完全に取り囲まれ圧倒的な人数の力で押さえられない限りは立ち回ることができる。隙すきを作るな。足を止めるな。神経を研ぎ澄ませ。

　全員、ぶちのめす。

　悲鳴が耳に届き、露草は振り返った。

　あひると柚ゆ子ずが黒服に髪を引かれ地面に引きずり倒されているところだった。黒服たちはその上からふたりを取り押さえようと詰め寄るが、

「おあああああああああッ!!」

　横から突進してきた文ぶん七しちに鈍器で側頭部を殴り飛ばされた。彼の手にあったのは中身の入った一升瓶。男の頭を打ち据えたそれは砕けることなく鈍い衝突音をあげる。

　文七はなおも一升瓶を振り回して黒服たちを威い嚇かくし、怒号を上げた。

「テメエらふざけんじゃねえよッ!!」

　目を赤く充血させながら、憤慨の声を迸ほとばしらせる。

「女の子に手ェ上げるなんて最低だろッ!?」

「せ、先輩……」

　打たれたのか赤く腫はれた頬ほおを手で押さえ、柚子が涙目で文七を見上げた。

「古こ都と先輩！」

　あひるの声に見やると、藤ふじ森もり酒店の店頭で、ゆかりが店にある小瓶を片っ端から黒服に投げつけて凌しのいでいた。外れた瓶が次々と地面に叩きつけられて砕け散る。

「あ、あああっ。ウチの商品があああああ」

　お、親父に殺されるぅ！と顔面蒼そう白はくで打ちひしがれる文七に「そこのふたりをこっちに連れて来なさいッ」と言い捨て、露草はゆかりの元へと疾しつ走そう。進路にいた黒服の顔面に掌しよう底ていを当て勢いのまま強引に押し退のける。立ちふさがった第二の敵、その目前で跳躍。跳びついた肩からよじ登るようにして足を乗せそこからさらに跳躍。踏み台にされた黒服は思わずぽかんとそれを見送る。そいつは後ろから追いついてきた文ぶん七しちに一升瓶で脳天をかち割られて卒倒した。

　露つゆ草くさはゆかりの真横に滑り込む。肩を並べるようにして黒服たちに対たい峙じし、文七や柚ゆ子ずたちも慌ててその後ろに回ってきた。



　なんとなくもう、わかっていた――。



「お、おい。囲まれちゃったんだけど!?」

「あなたは男のくせしていちいちやかましいわね。あの催涙ガスに巻かれたときの気合は何ど処こに行ったのかしら」

「知らねーよ何ソレ!?」



　露草はもう、わかっていた。



「滝たき本もとさん、日向ひなたさん。そこにある瓶、なんでもいいから武器にして」

「は、はい」

「了解ッス」

「ちょ、ゆかりちゃん!?　これウチの商品なんだよ親父はキレたら怖いんだよ!?」

「ああもううるさいなぁ！　後でＫＯＴＯウチで弁償するから！　それでいいでしょ!?」

「そ、それにしたって――あぁクソわかったよ！　こうなったらやってやる、やりゃあいいんだろっ！」

　彼らを守りたいと思う自分の気持ちを理解していた。

　この逆境にあってのん気に騒ぐ面子メンツに嘆たん息そくしながら、露草は思った。

　自分はこいつらにあてられたのだ。

　学祭の一件を通して……たったひとりの少女をかばい守ろうとする藤ふじ森もり文七を見た。頑かたくなに恋人を信じる古こ都とゆかりを見た。世界よりも恋人との未来を即決する五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいを見た。

　彼らのひたむきな気持ち。それを思う度に露草の拳こぶしは鈍った。その矛先を見失った。血にまみれた両手をよけいに醜く思った。そして。

　友達だったじゃない――。

　そして想おもい人のために孤独にも抗あらがおうとする滝本柚子を、見た。



　あぁ。

　私はきっと、こいつらが愛いとしくなってしまったのだ。



　それは病のように。

　互いを想おもい合うことに夢中になれる、そのためだったら身を投げ出すことだって構いはしない――こういう奴やつらをこそ、理不尽にねじ伏せるのではなく守らなければならないのではないか。そう思った。思ってしまった。

　露つゆ草くさは気付く。

《自壊》の再来を防ぐためにこの手を汚す。

　自分が望んでいたのはそんなことではなくて。

《自壊》の再来からこんな彼らを守ること。

　そのことに、気付いてしまう。

　誓いを果たすという名目でこの手を汚す度、殺される相手の無念や憎しみをすべて受け入れようと思った。「許されなくていい」と口にしていても、それは自分への罰だと述べていても、実際はそうすることで自分に救いを作っていたにすぎない。

　誰だれかを傷つけ憎しみを受け入れる自分を、頭の何ど処こかで「かわいそう」と思っていた。

「かわいそう」と思うことで気が狂いそうになる自分を何とか保っていた。詰つめ草くさとの誓いを果たし続けるにはそうするしかなかった。

　でも本当はそんなこと、望んでなんかいなかったのだ。

　それは結果的に妹との誓いを破ること。でも、

『それがわかっていても、やめられない。そうでしょ？』

　だってもう感情を殺さなくていいんだよ？　この手を汚さなくていいんだよ？　この手を――純粋に誰かを守ることに使えるんだよ？

　そう考えたらどうしようもない歓喜に胸が打ち震ふるえる。

　きっかけはもう随分と前にあって、答えはこの身の中にすでに存在していた。この気持ちを受け入れる土台はとうの昔にできていた。



　友達だったじゃない――。



『ちょっとの間クラスメイトだったからって情が移ったんじゃないの!?』

　詰草、あなたの言う通りだったよ。

　私は情が湧わいたんだ。だからこそ五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいたちの真まっ直すぐさを受け流すことができなかった。

　たかだか一ヶ月、下準備で潜入した高校。そこで出会い最初に友達になったのは柚ゆ子ずだった。そして彼女は学祭の日にこう言ってくれた。

『私と友達になってくれてありがとう』

　こんな短期間で芽生えた情で、こんなにもあっさりとあなたとの誓いを破ってしまえるんだ。

　――殺したくない。

　私は、『紫むらさき露つゆ草くさ』はこいつらを殺したくない。

　守りたい。

「ごめんね……」

　詰つめ草くさは理解してくれないかもしれないけれど、この一件が終わったら伝えるよ。上う手まく言葉にはできないと思うけど――私のこの気持ちを。

　伝えるよ。

「紫さん……泣いてるの？」

　ゆかりの声に振り返る。心配そうに眉み間けんに皺しわを寄せ、こちらを覗のぞき込む顔。

　――この手はもう汚れてしまっているけれど。

　一度くらいは誰だれかを守るために使ってあげたい。

　例えば柚ゆ子ずやゆかりあなたのような人を――。露草は微笑ほほえんだ。

　泣き笑いのような表情に意表を突かれたのか、ゆかりが何かを言いかける。それを尻しり目めに露草は黒服の群れへと飛び込んだ。

　――何のために？

　守るために。

　この汚れた手で！



　　　３



　それは一方的な蹂じゆう躙りんだったと言える。

　詰草の初打はハヤミの足を踏み潰つぶすことだった。相対した位置取りから真正面へとブーツの踵かかとを叩たたきつけるように踏み出しハヤミの裸足はだしを固定。衝突は鈍く硬い、骨の軋きしむ音を生む。その体勢から一瞬遅れて、下方からの殴打がハヤミの身体からだをくの字に折った。

　――ああ、イラつく。

　ハヤミが前へと屈かがみ込む目の前に、詰草は左手をそっとあてがう。たったそれだけのことで彼は視界のほとんどを失い真上から落下してきた拳骨をまともに食くらった。暴力のベクトルのままハヤミの頭はがくんと落ちる。

　――こんな奴やつどうでもいいのに。

　詰草はとん、とハヤミの胸板を突き飛ばす。脳を揺さぶられて一時的に平衡感覚を喪失していたハヤミは、あっさりと押されてよろける。ほんの数歩の距離が開いた。床を蹴けって跳躍した詰つめ草くさの身体からだが空中で旋回、強烈な回まわし蹴げりがハヤミの側頭部を横殴りにする。彼の体たい躯くは無造作に投げ出され壁に衝突した。

　――どうしてこうも上う手まくいかないの。

　思えば詰草のイライラは長いこと続いている。

　百ゆ合り百ゆ合り学園では大おお目め玉だまや日向ひなたあひるに邪魔をされ。様子見などという生なま温ぬるい状態が続き。ようやくチャンスが巡ってきたかと思えば五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいに返り討ちに遭い。姉は自分を裏切り。そして五十嵐鉄平とのリターンマッチを望んでいた今、なのにハヤミマコトなどというどうでもいい男を相手にしている――。

　どれひとつとして思い通りに運ばない。このようなことは初めてだった。

「私は元々あなたのことが嫌いだったよ」

　だから半ば八つ当たりするように詰草は言った。

　ハヤミは壁にもたれたまま苦しげに息をついている。唾だ液えきと血液の混じったものを吐き捨て、見上げるように詰草を見やる。

　その瞳ひとみはけれど力を失っておらず、だからよけいに彼女のイライラを助長させた。

「五十嵐鉄平たちが《自壊》の間接的な要因になり得る一方で、あなたは直接的にそれを引き起こそうとした」

　外世界において頂上に君臨する超企業ＫＯＴＯを乗っ取り利用することで人為的に《自壊》を再現しようとした。内世界を道連れにするために。

「あなたと私は同じ『第二世界』の生命体。だけど私はあなたを許さない」

　誓いを交わした片割れには裏切られてしまったけれど。

　ひとりになってしまったけれど――それでも自分は誓いを果たす。

《自壊》を引き起こす要因はすべて抹消する。

「絶対に許さない」



「――――それがお前の個性か」



　不意に放たれた言葉に。

「……何ですって？」

　詰草は瞬しばたたいた。個性？　は？　そんな話はしてないのだけど。

　すっ、とハヤミは壁から離れた。自らの足を支えに立つが、見るからにそれは震ふるえ、今にも座り込んでしまいそうなほどだった。彼は伏目がちに言う。

「俺おれはずっと、俺が何なのかわからなかった」

「……？」

「《自壊》発生時に俺たちの中で一斉に個性の氾はん濫らんが起こった。でも何な故ぜか俺だけは個性なんてモノは得られなかった。一いつ本ぽん釣づりに拾われるまで俺おれは決まった形なんて持たない、ただのマガイ物だった」

　詰つめ草くさは困惑していた。

　こいつは何を話している？

「『擬態』の術すべを覚えてもそれは変わらなかった。誰だれの姿を得ても結局それは借り物でしかなくて――この顔も名前もそうだ。速水はやみ真ま事ことという名前の外界人を模倣しているに過ぎない。俺はずっと何になればいいのかわからず絶望していた――」

「ちょっと。さっきから何を言ってるのよ？」

「だが今は違う」

　伏せられていた瞳ひとみが上がり真っ向からこちらを見据えてきたとき、詰草は思わず後ずさった。

　それは思いも寄らず強い眼光だった。

「今のこの俺が俺だ」

　独白は熱を帯びる。

「この姿で、この名前で俺は罪を犯した。五十嵐鉄平はこの名前を罵りこの顔をぶん殴った。だから俺はこのハヤミマコトという姿で罪を償う。贖あがなう。――借りを返す」

　そしてハヤミは。



「これがハヤミマコトの個性だ」



　ニヤリと笑った。

「わからないか？　わからなくていいさ。俺だけがわかっていればいい。そして許さなくていい。死ぬほど憎め。それがお前の個性だ」

　無駄口が過ぎたな、とハヤミは自じ嘲ちよう気味に言い、

「さあかかってこいよ。同じ《自壊》の被害者同士、とことん個性をぶつけ合おうぜ」

　――本当にこいつらはむかつく。

　眩まぶしいくらいに真まっ直すぐに感情をぶつけて煽あおってくるから。

　心底腹が立つ。

　――私はお姉ちゃんとは違うんだ。

「……ヤってやる」

「上等だ」

　互いに手を伸ばし合えば触れ合えるだろう距離。

　詰草は右足を跳ね上げ、

　ハヤミは拳銃を突き出した。

　銃声。

「――――っ！」

　詰つめ草くさは寸前で身体からだを捻ひねっている。ハヤミの放った弾丸は彼女の脇わきを駆け抜け、詰草は体勢を崩しつつも強引に足の軌道を捻ねじ曲げてハヤミの手から拳けん銃じゆうを蹴けり落とした。その足を真下――ハヤミの裸足はだしに再度振り下ろす。

　ブーツの踵かかとは床を欠けさせるだけに終わった。後方に飛び退のいていたハヤミを一瞬遅れて追う。その詰草へハヤミは先ほどとは逆の手に、腰から抜いた別の拳銃を突きつけていた。迸ほとばしる弾丸。えぐるような衝撃が脇わき腹ばらに衝突し詰草の小柄な体たい躯くを宙で回転させた。

　――この程度！

　ジャケットは防弾の機能も有している。詰草は苦鳴を飲み下し床への着地を受け身でなく四よつん這ばいの姿勢で行った。衝撃を四肢でもって吸収し、痺れを認識するより早くスタートダッシュ。詰草の超反応にハヤミは目を剥むき、引き金を引くのが遅れた。

　三発目の銃弾は詰草の頬ほおをかすめる。

　猛進しながら振り被かぶった拳こぶしがハヤミの胸板を叩たたいた。さながらハンマーを叩きつけられたような衝撃にハヤミは目を白黒させて仰のけ反ぞる。

　殺とった――詰草は確信し。

　それが隙すきとなった。

　ハヤミの胸板を叩いたはずの詰草の手首が、掴つかまれていた。

「え」

　その手を引かれる――と同時に仰け反っていたハヤミの上半身が矢を撃つような勢いで起き上がり。

　ハヤミの頭突きが詰草の額を打った。

　ごん、という振動と共にもたらされる強烈な脳のう震しん盪とう。詰草の視界が歪ゆがんだ。

　――ああ、またなの。

　また私は負けるの。誰だれにも勝てないの――歪む視界は、さらに涙でにじむ。

「あ、ああああ……ッ」

　イヤだよ。

　負けたくないよ。



　――だって私は止まれない。

　――汚れた手は最後の最後まで汚さなきゃ、ダメなのに。



「俺おれの勝ちだ」

　ハヤミマコトの声が決定的に耳じ朶だを打ち、

　連続する銃声が衝撃と共に詰つめ草くさの思考を根こそぎに奪い取っていった。

　　　＊

　銃を撃ち尽くしたハヤミは、それで一度に脱力し床に腰を下ろした。ゴミでも放ほうるように拳けん銃じゆうを投げ捨てる。

　全身の関節が軋きしみ、悲鳴をあげていた。もはや一歩も動く気にならない。

「……私は間違ってるのかな」

　傍かたわらで寝ていた詰草が、ぽつりと問うた。防弾性のジャケットの上からとはいえ無数の弾丸に殴られたのだ。彼女も力尽きたように倒れ、動けないでいた。

　ハヤミはちらりと彼女の方を見やり、言葉を返す。

「なんでそう思う」

「だって誰だれにも勝てないし。お姉ちゃんにだって裏切られるし」

「なんで裏切られたと思う」

「……わかんない」

「じゃあ俺おれも知らん」

　きっぱり言ってやると詰草はむっと唇を引き結んだ。

「やっぱりあなた嫌い」

「そりゃどうも」

　忌いま々いましい。これだからクソガキは嫌なのだ。

　あの五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいのようなクソガキは特に。

「私、止まっちゃった」切れちゃった、と詰草は瞼まぶたを閉じて言った。「何度もこの手を汚してきたのに……それが全部無駄になる」

　私はどうしたらいい？　泣きそうな声で、ぽつりと足された。

　すべて無駄になってしまう――それが詰草の、止まれない理由だった。

　姉と立てた誓い。それを果たすため姉と共に何度も手を汚してきた。そのことに姉が苦しんでいたことも知っていたし詰草自身も苦しんでいた。

　でも、だからこそ止まれなかった。

　止まってしまえば何のために命を奪ったのか。何のためにこの手を汚したのか。わからなくなってしまう。だから詰草は笑う。心が立ち止まってしまわぬよう笑って誤ご魔ま化かし、進み続けた。

　五十嵐鉄平はそれを見抜いた。

『じゃあなんで笑うんだよ。なんで泣くんだよっ？　なんでそんな――』

『血でも吐きそうなくらい苦しそうな顔してんだよ!?』

　そんな五十嵐鉄平に負けたことは、本当に悔しかった。

　そして今ハヤミにさえ敗北し、詰草は完全に止まってしまった。

「もうわかんないよ……」

「…………」

　そんな彼女を見下ろすハヤミは、

　――マジで忌いま々いましいな。

　イラついて仕方がない。

　クソガキがめそめそしやがって。俺おれにどうしろと言う。そのようなことを思いながらもハヤミの口は動いていた。

「自分がどうするかなんてのは、自分で考えろ。俺に聞くな」

「……冷たい」

「俺は一度立ち止まった人間だ。だから」あんなクソガキ風ふ情ぜいに感化されるような自分にも腹が立つ。「そこから選べることもある、ってことを知っている」

　自分がこの『ハヤミマコト』を選んだように。

「そのときお前がお前の個性を貫くことを選ぶのなら、またあのクソガキを殴りに行けばいい」

　頬ほおの辺あたりに詰つめ草くさの視線を感じたが、ハヤミは無視した。

「…………私は五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいに勝てばいい、ってこと？　そうすればまた進めるの？」

「そうじゃない」

　あのガキにそんな大層な意味はない。ただ、

「殴れば気が晴れる」

「……何ソレ。バカじゃないの」

　呆あきれたような口調にハヤミは舌打ちを漏らした。

　横目で見やる。



　そのとき彼女の浮かべていた表情にどんな意味があったのか。内心ではどんな葛かつ藤とうがあったのか他人でしかないハヤミにはわからない。それを訊たずねる気もない。

　ただ確かなことは、そのとき詰草は苦々しくにせよ微笑みを浮かべていたということだ。



　　　４



　どれほどの時間が経過したのか。一時間、三十分、はたまた十分足らず……この場においてそれを正確に把握している人間は誰だれもいなかった。ただただ誰もが疲弊していたことは確かだ。

　ゆかりはもはや見ているしかなかった。

　無限とも思われる黒服の襲撃に対し、紫むらさき露つゆ草くさは無心に立ちまわっていた。相手の数が多過ぎるためひとりひとりを完全に無力化するに至らず、向かってくる者や起き上がってくる者を次から次へと殴り、蹴けり、投げ飛ばす。それをひたすらに繰り返していた。時にゆかりたちも藤ふじ森もり酒店の酒瓶を片手に応戦したりしたが、最後の方は露つゆ草くさの舞のような闘い方を遠巻きに見ているだけになっていた。

　それは正に舞っているかのように美しく感じられる動きだった。露草は乱取りの稽けい古このように際限なく襲いかかる黒服たちを打ち伏せていく。最小限の動作で的確に立ち回る――舞踏を見ているように美しい光景だった。

　終わりは本当に唐突に訪れた。ようやく騒ぎを聞きつけたのかパトカーのサイレンが夜の商店街に響いてきたのである。それからは潮が引くように終局に迎っていった。騒ぎが広がり過ぎたことに焦ったらしく気が付けばぽつりぽつりと黒服たちの姿は減っていきやがては――商店街の中央にはぽつりと露草が立ち尽くすだけになっていた。

「終わった……の？」

　酒屋の店先に立てこもっていたあひるが地面にへたり込んだ。柚ゆ子ずも文ぶん七しちに支えられてようやくといったように立っている。

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていたゆかりは、はっと気付いて駆け出した。

「紫むらさきさん！」

　露草の背中が振り返る。彼女は荒く呼吸を繰り返し、

「……古こ都と、ゆかり」

　ゆかりが駆け寄ったところでがくんと膝ひざを折った。ゆかりは「わわ」と慌てて露草を抱き止める。受け止めた手が濡ぬれた感触を得るほどに彼女の身体からだは汗だくだった。

　露草は完全に身体をゆかりに預け、頭を肩に乗せる。

「私は……守れたのかしら？」

「ええ！」

　よかった、と呟つぶやいた途端にその背中が震ふるえ出した。

「ごめんね……ごめんね詰つめ草くさ……」

　先ほどの立ち回りが嘘うそだったかのように力なく、弱々しく露草は漏らし、泣き出した。妹の名前を謝罪と共に繰り返しながら。ゆかりはただ黙ってその背中を抱いた。

　――ありがとう。

　露草が彼女を取り巻く何かを裏切ってまで自分たちを守ってくれた。確かに彼女は記憶を奪った人間たちのひとりなのだろうけど、でも守ってくれた、その事実は感謝しなければいけないと思った。

　――でも私は。

「紫さん」

　そんな彼女にさらに要求する。

「私たちの記憶を――元に戻してもらえますか」

　背中がびくんと震える。ゆかりの肩の上で露つゆ草くさの頭がふるふると横に振られた。

「できない、できないよ……本当はそうしてあげたいけど……それをしたら私は本当に」

　ひとりになってしまう。そこで露草は口を噤つぐんだ。自らの言葉に追い詰められたから、というわけではない。

　耳元でゆかりが、くすりと笑ったからだ。

「じゃあ、いい」

　え、と露草はか細い息を漏らす。

　ゆかりはますます抱く腕に力を込め、優しく言った。

「じゃあ私はもうお願いしないよ」

「どうして……」

「だってあなたは滝たき本もとさんの友達なんでしょ？」

　友達や私を全力で守ってくれたんでしょ？

「そんな人に無理強いなんてしたくないよ。それにあなたの手を借りなくても私は記憶を取り戻しつつある。だったら自力で全部取り戻すよ。藤ふじ森もりくんの記憶も他ほかの皆みんなの記憶も」

　ねえ滝本さん、とゆかりは振り返る。そこには文ぶん七しちやあひる、そして柚ゆ子ずが立っていた。

　露草が恐る恐る涙と鼻水でぼろぼろの顔を上げると、柚子もやはり微笑ほほえんだ。

「露草さんも苦しんでたんですね」柚子はゆかりの反対側に回り、「今日だけでなく学祭あの日も、その前からずっと。気付けなくて――ごめんなさい」

　友達なのに、私は鈍感だったね。言って、露草の身体からだを抱いた。そして涙をこぼした。

「ごめんね露草さん……」

「あ、あなたが謝らないでよ……」

　露草は泣き顔をさらにくしゃくしゃにして嗚お咽えつを漏らす。

　泣き声と遠く聞こえるサイレンが商店街に静かに響いた。と。

「――うひゃっ」

　ひっくり返ったような声に全員が何事かと振り向く。

　あ、とゆかりは声をあげた。

　あひるが驚いて片脚を上げるそこに、ぬいぐるみが立っていたのだ。眠たげな顔をした、猫と思われるデフォルメ。ゆかりは彼のことを知っていた。

「小こ目め玉だま……？」

　ぜひ、ぜひ、という荒い呼吸に小目玉の後ろを見やれば、膝ひざに手をつき苦しげに肩で息をする女性の姿があった。黒い長髪に上縁の眼鏡めがね、口元のホクロ。彼女は何な故ぜかスーパーの袋を両手に抱えていた。

「大おお目め玉だまさん」

　ゆかりが鉄てつ平ぺいと喧けん嘩かする発端となった動物と人物だった。前者はなまねこという動物で、鉄平が言うには他世界のペットらしいのだが。

「大おお目め玉だまさん!?　無事だったんですか！」

　あひるも彼女らとは知り合いだったらしく飛び跳ねながら声をあげた。

　素性を知らない文ぶん七しちは「何これ？　ぬいぐるみ？」「あ、でも今動いた！」「あ、今なまなまって鳴いた！」「こえー！　今夜はもうホラー＆バイオレンスだよ！」と何やら馬ば鹿かっぽいことをひとりで呟つぶやいている。

「どうしてここに？」

　ぜひ、ぜひ。と呼吸を繰り返しながら大目玉は小こ目め玉だまを指差した。それに応じるかのように小目玉はてくてくと露つゆ草くさと抱き合うこちらに歩み寄り、

「あなたが紫むらさき露草サンッスね」

　喋しやべった。

　……

　……え？

　喋った？

「しゃ、喋った!?」

「い、いいいいい今喋らなかったかこのぬいぐるみ!?」

　ゆかりは答えを求めるように大目玉を見やるが、相変わらず彼女はぜひぜひ言いながら首を横に振るだけだった。

　小目玉は露草の茫ぼう然ぜんとした顔を見上げ、続けた。

「ボクの名前は小目玉。あちらの大目玉サマのペットやってます」

「あ、はあ……」

　はあとしか言いようがない。

「大目玉サマのペットやってるんですが、実は一度槍やりヶが岳たけサマに改造を施されています」

　露草が大きく瞳ひとみを見開いた。ゆかりは何が何だかわからないが「改造」という一言に物騒な響きを覚える。

「普段は喋ることもこうして自律意思によって行動することもできません。槍ヶ岳サンの施した改造が起動するのは、その必要条件が満たされた場合のみです。故ゆえに条件を満たしていない五十嵐いがらしサンや古こ都とサンに接触しても覚かく醒せいすることはできませんでした」

　ゆかりたちはぽかんと聞いているしかない。

「槍ヶ岳サマは今回の一件で、大目玉サマを守るために記憶操作を防御する装置を預けていました。それは指輪の形を取っています」

　柚ゆ子ずとあひるが顔を見合わせた。何か覚えがあるらしい。

「もしもそれでもなお大目玉サマが記憶を失う、または生命の危険に陥るようなことがあったら……その場合を想定して改造されたのがボクなのです。とは言ってもボク自身に与えられた機能はそれほど大層なものでもありません。ただ露つゆ草くさサン、あなたのような方の元にご主人を導くこと、それがボクの唯一の機能であります。ボクは今までずっと機会を窺うかがってきて、今ようやくそのときを迎えることができました」

　ゆかりたちだけでなく大おお目め玉だますらあんぐりと口を開いて聞いている。多分この話は飼い主にも理解できていない。

「あ、ちなみに関係ないですけどボクは内世界では愛あい玩がん動物として扱われていますが、元元が機械機構の組み込まれたロボットなので改造による生命倫理などの問題は気にしなくて大丈夫ッス。内世界では概念的に『動く物』＝『生き物』と認識されていますのでね」

　小こ目め玉だまは誰だれも聞いていないようなことを淡々と付け足す。

「そ、それで……？」

　この場において唯一事情を完全に知っている露草が訊たずねる。あの感動的な涙はあまりの展開に引っ込んでしまったようだ。

「私に接触してどうするつもりなの……？」

「決まっています。ボクのご主人・大目玉サマの記憶の《封印》を解除してください。ボクの起動の必要条件、それは『記憶《封印》の解除のできる人物の接近』ですから」

　全員が一斉に思ったかもしれない。

　――さっきの涙が台無しだ！

「これ以上露草さんを追い詰めないで」ぎゅっ、と柚ゆ子ずが露草の身体からだに抱きつき、小目玉を睨ねめつけた。「記憶は自力で取り戻せる。じゃあ皆みんなでその努力をしよう。それでいいよ」

　小目玉は困り顔になり、

「しかしそれではボクの意味がなくなってしまうのですが……大目玉サマのペットとしての沽こ券けんに係かかわります」

「意味わかんない。ふざけないで」

「え、いえ……ボクの存在意義が……」

　傍はたで見ているゆかりは少し小目玉がかわいそうになってくるのだが、柚子はむっとした顔でさらに抗議しようとして――露草にそれを止められた。

「え……」

　柚子の肩に手を置き、露草は微笑ほほえんだ。

「私、やるよ」

「！　でも……っ」

　やらせて、と穏やかに言われ柚子は口を噤つぐむしかなかった。

「そんな顔しないで」

「だって」

「その代わりお願いがあるの」

「……なに」

「私には妹がいる。あの子は意地っ張りで頭もあんまり良くないけど、私の大切な妹なの。……いつかあなたの前に連れてくる。だからあの子と友達になってもらえないかしら」

　柚ゆ子ずは瞠どう目もくし、即座に首を縦に振った。何度も何度も。

　微笑ほほえみ、露つゆ草くさは周りの顔ぶれを見回し頷うなずいた。

「あなたたちの記憶を元に戻します」

　声に迷いはなくなっていた。
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　そこにたどり着くまでにも何度か交戦があった。その度に鉄てつ平ぺいは持ち得る銃器と体力を駆使して乗り切り、槍やりヶが岳たけも彼女なりに銃で応戦した。相次ぐ敵に鉄平は低酸素症の眩暈めまいに悩まされつつもこれを突破し――そして。

　とうとう施設の最さい奥おうまでたどり着いた。

「ここが目的の部屋なのか？」

「断言はできませんが配置と広さから言ってその可能性が高いです」

　目の前には人が二人分横に並んでも悠々と出入りできるだろう幅の扉があった。扉には小さなプレートがついており『管制室』という簡素な文字が刻まれている。

　鉄平の肩に手をかけてもたれる槍ヶ岳は、ここに来て妙に呼吸が浅くなっていた。鉄平は何度も気遣って何ど処こかに隠れていることを勧めたのだが、それでも彼女は頑として聞き入れようとはしない。

「……繰り返すようだけど」

「無駄です。私も行きます」

　この調子だ。

　いざとなったらこいつを守りながら闘わなきゃな――。鉄平は胸中で独りごち、簡単に自分の身体からだを調べた。疲労してはいるが身体の動きに支障はない。長時間の運動はやはりきついがまだ動ける。武器も弾数も足りている。

　試しに深呼吸してみる。心臓は落ち着いている。

　――さあ、『詰み』だ。

　休み休み身体を誤ご魔ま化かしながら進んできたので随分と時間を消費してしまっている。具体的にどれだけの時間が経過したのか知る術すべはないが、ここで手こずるつもりはない。終わらせる。

「準備はいいか」

「とうの昔に」

　よし、と鉄てつ平ぺいは扉の表面に指で触れた。扉はスライド式のものだったらしく真横に滑るように開いていく。

　扉が開いた目の前、鼻の先に、



「――――え？」



　こちらに銃口を向ける五ご寸すん釘くぎの姿があった。

　突然のことに硬直する鉄平は、横から突き飛ばされた。倒れこそしなかったもののたたらを踏み――そして銃声を聞く。

　視界の隅に誰だれかが呆あつ気けなく吹き飛ばされるのを捉とらえる。その人物は人形のように無造作に床に投げ出された。

「あ？」

　慌てて振り返る。

　槍やりヶが岳たけの身体からだが転がっていた。

　彼女は床に横たわったまま、ぴくりとも動かない。

「あ、え？」



    

  
    
      



    

  
    
      　茫ぼう然ぜんと、鉄てつ平ぺいは呟つぶやいた。



「……嘘うそだろ？」



    

  
    
      


【最終話・サクラサケ上等！】

In“〝THE THIRD”〟

　　　

“〝THE SECOND”〟
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「……本当にいいの？」

「いいの」

　露つゆ草くさは微笑ほほえんで頷うなずく。

　駆けつけた警察の職務質問などを避けるため、記憶《封印》の解除作業は商店街からほど近い小さな公園で行われた。そこは外灯が薄ぼんやりと少ない遊具を照らし、人気はまったくない。ゆかり、露草、柚ゆ子ず、あひる、文ぶん七しち、大おお目め玉だま、小こ目め玉だまの一同はブランコやベンチに各おの々おの腰掛けた。

　誰だれから解除を行う？という話になり記憶のない者同士が譲り合って埒らちが明かなかったので、年長者からということになった。

「――――んむっ？」

　一番手に選ばれた大おお目め玉だまの口に露つゆ草くさの手が問答無用に突っ込まれ、舌を掴つかまれる。

　大目玉はぱたぱたと手を暴れさせ白目を剥むいた。びくんびくんと身体からだが痙けい攣れんしているのがなんだか痛々しい。一体彼女の口の中で何が起こっているのかゆかりたちには見当もつかず、その様子は傍はたから見るとホラーじみてさえあった。

　十秒にも満たない時間――やられている本人にとってはそれでも長い時間だったろうが――でそれは終わり、口から手が抜かれた。

「はぅ……」

　ぽかんと口を開けて大目玉は目を瞬しばたたかせ、ぼんやりと一同を見回した。重心が安定しないのか肩が左右にゆらゆら揺れている。見守るゆかりたちは固唾かたずを飲んで彼女のリアクションを待った。

　大目玉の視線は傍かたわらで主人の様子をハラハラと見守っていた小こ目め玉だまの上で止まった。するとくしゃりと顔を崩し、

「おのれ槍やりヶが岳たけ……ッ」拳こぶしをベンチに叩たたきつけた。「私のかわいいペットに変な機能付けたりして……！」

　どんまいです、と小目玉が手（前脚）を上げると大目玉はとても複雑そうな顔をした。

　呆ぼう然ぜんとその様子を見ていた一同の中から、柚ゆ子ずが弾はじけるように身を乗り出す。

「つ、次っ、次は藤ふじ森もり先輩でお願い露草さん！　いいですよね古こ都と先輩!?」

「待っ、か、勝手に決めないでくれよっ？　ぶっちゃけ怖いんだけど！　だってあのお姉さん、びっくんびっくん痙攣してたんだぜ!?」

「仕方ないじゃない」と露草。「粘膜を介さないと解除はできないんだから。これが一番手っ取り早いのよ」

「皆さん藤森先輩を押さえてください！」

「い、いやああああああああっ」

　四肢をそれぞれ取り押さえられ、ベンチに仰向けに押し付けられた文ぶん七しちの口に「ふごっ」露草の手が割り込まれた。

　上半身を仰のけ反ぞらせたりして抵抗していた文七は、びっくびっくと海え老びがのたうつように痙攣を始め――やがて動かなくなった。

「先輩……？」

　恐る恐る柚子が顔を覗のぞきこむとぐったりとしていた文七が薄く瞼まぶたを開く。彼は虚うつろな眼まな差ざしで柚子を見つめ返し、唐突に目の色を取り戻して――顔を背けた。

「せ、先輩？　どうしたんですか。記憶は戻ったんですか!?」

「……ごめん」

　柚子は「え」と訊きき返す。文七はか細い声で、

「君に顔向けできない……」

　俺おれは柚ゆ子ずちゃんにひどいことを――。言いかけた文ぶん七しちは、けれどそれ以上を続けることができなかった。

「せんぱいっ――」

　柚子が抱きついてきたから。

　文七の首にしがみつくように手を回し、柚子はふええええと泣き始めた。

「せんぱい……っ、せんぱいせんぱいせんぱい――」

　文七は困ったようにそれを抱き止めていたが、やがて頬ほおを緩め、泣きじゃくる頭に手を乗せた。柚子の耳元で小さく何かを囁ささやく。ぴたりと止まった嗚お咽えつは次の瞬間にさらにボリュームを上げて鳴り響いた。

　その様子をゆかりがほんわかしながら眺めていると、あひるが声をかけてきた。

「古こ都と先輩も」

　あひるは表情こそ平静を装っていたが、その目は明らかに泳いでいた。柚子のように、あひるにも記憶を取り戻したい相手がいて、今も一刻も早くその人の元に駆けつけたくてウズウズしているようだった。ゆかりを促しつつも意識は別のところにある。

　ゆかりは頷うなずいた。

「紫むらさきさん。お願いします」

　露つゆ草くさは頷き返し、手を差し出す。ゆかりが心持ち大きく開いた口に彼女の指先が侵入し、指の腹で舌の表面を撫なぜられた。瞬間ゆかりは瞳ひとみを見開く。

　頭の奥――脳の深いところから膨大な量の情報が爆発的に溢あふれ出すのがわかった。

　欠けていた部分にパズルのピースを埋めるように、膨れ上がる情報が次々とあるべき場所に収められていくのを確かに感じる。無くしていたのにそうとは気付かずにいた記憶のあれこれ。蘇そ生せいする音や映像を瞬間的に把握し、そのあまりの目まぐるしさに気が遠くなった。

　がん、と殴られたような衝撃を最後にそれは終わった。

「…………あ」

　いつの間にか泣いていた。声もなくぽろぽろと涙をこぼし、にじむ視界に戸惑う。微かすかな痺れを除けば頭が冴さえ始めているのがわかった。自分は大切なものを取り戻したのだと、だから古都ゆかりという肉体が歓喜に打ち震ふるえているのだと――理解しそして。

　ゆかりは自らの頬に拳こぶしを叩たたきつけた。

「え――古都先輩!?」

　慌ててあひるが止めに入る。他ほかの面子メンツも驚いたようにこちらを見ていた。

　うつむいたゆかりは血のにじむほどの強さで唇を噛かむ。



『もう――忘れないから』

『今度は、私を信じてね』



「最悪……」

「え」

「なんで私ってこんなにも最悪なの？」

　思い出していた。昨年の学祭の前日の時点で自分は記憶を失い、しかし自力でそれを取り戻したこと。そのときに誓いを立てたこと。

　鉄てつ平ぺいのことを、もう絶対に忘れたりなどしないと。

　誓った直後に――ゆかりは再度記憶を奪われた。

　――何が。

　何が「忘れないから」だ。何が「私を信じてね」だ。

「ホント最低……っ」

「あ、っだ、だからやめてくださいって！　あぁもう五十嵐いがらし先輩といい、どうしてあなたたちはすぐに自分殴るんですかっ？」

　あひるの声も耳には入らない。ただひたすらに情けなくて、悔しかった。自分はどれだけ恋人を傷つければ気が済むのだろう。

　――鉄平くん。

　鉄平くん。鉄平くん。

　もう謝罪の言葉すら浮かばない。ゆかりはただただ恋人の名前を呼び。

「――――あ」

　不意に、ぱちっ、と火花が小さく弾はじけるような痺れを頭の裏に感じて。

「こ、古こ都と先輩!?」

　急激に視界が闇やみに覆われていった。



　気を失う寸前、ゆかりは無意識のうちに呟つぶやいていた。

　会いたいよ――
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　槍やりヶが岳たけは打ち捨てられた人形のように仰向けに横たわっていた。

　眼鏡めがねの左レンズが砕け、その下の瞳ひとみは力なく天井を見上げ、四肢がそれぞれ別の方向に投げ出されている。こうしている間もその脇わき腹ばらの辺あたりがじわじわと赤くにじみ広がり、胸が弱々しく上下する。

　ごぽ。

　唇から吐き出された血の雫しずくが、赤い筋を引いて垂れた。

「あ……」

　その赤い色が直接乗り移ったかのように――鉄てつ平ぺいの視界は赤く塗り潰つぶされた。

「お――ぉ」

　視点を転じるとそこには薄く硝しよう煙えんの漏れている拳けん銃じゆう。

　さらにその上には無表情の五ご寸すん釘くぎ。

　その唇が動く。

「失敗したな」

「――――ぉああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　迸ほとばしる咆ほう哮こう。

　感情の急沸騰。

　鉄平は拳銃を突き出しがむしゃらに引き金を引いた。構えも無茶苦茶だったため踏ん張りが利きかず反動によろけた。

　しかし銃口を突きつけた瞬間に五寸釘の姿はそこからかき消えている。弾丸は虚空を突き抜け、それとほぼ同じタイミングで、鉄平は背後の空気が揺れるのを感じ取った。

　空間跳躍――。

　背中の悪寒に突き飛ばされるように――鉄平は前方へと跳んでいた。受け身を思考から排除しただ前へ身体からだを投げ出すことだけを考えた。自然、廊下から目的の室内へと飛び込む形になる。

　空中にいる間に、破裂音とともに頭上を何かが掠かすめていった。間一髪。

　身体が床に接触する寸前で四肢をつき、勘に任せて横に飛ぶ、その足元すれすれを弾丸がかすり床を削った。鉄平はたたらを踏みつつ強引に身体を反転させ、その振り返り様に銃口を突き出す。

　部屋の入り口には誰だれもいなかった。慌てて室内を見回すがそこには白衣を着た男たちが数名いるだけで――壁際に張り付くようにしてこちらを遠巻きに眺めている――、五寸釘の姿は見つけられなかった。

「ここは狭いな」

　真横。ぼそりと耳元で囁ささやかれたかと思うと、左手首に何かが巻きついた。覚えのある感触にそれの正体を思い返しているうちに――



「――――づあっ！」



　いきなり平衡感覚を失い身体が叩たたきつけられていた。同時に粘り着く液体が全身に降りかかり口から喉のどに滑り込む。鉄平はむせ返りながら顔を上げた。

　視界も取り巻く大気も何もかもが変わっていた。

「っざけんなよ……」

　鉄てつ平ぺいは湿地にひざまずいた状態で憎々しげに呟つぶやく。

　そこは施設のすぐ外――『第二世界』の血塗られた大地だった。黒々とした広大な空間を施設の照明が薄ぼんやりと照らし、つんと刺す腐敗臭が鼻び腔こうを刺激する。肌寒さに身み震ぶるいを覚えた。

　左手首を見下ろすと、詰つめ草くさに渡された物と同じ腕時計――やはり針は四本――がはまっていた。これで強制的に外に飛ばされたらしい。

「あの管制室には精密機械が多いからな」

　ぱしゃ、という水音に鉄平は慌てて振り返る。

　十メートルほどの距離を置いて五ご寸すん釘くぎが悠ゆう然ぜんと立っていた。

「あそこでお前に暴れられてはかなわない」

　相変わらず彼女の表情は淡々としていて、それがよけいに鉄平の怒りを煽あおった。

　フラッシュバックのようにあの光景が網膜に焼き付いている。

「テメエ……槍やりヶが岳たけを」

　脇わき腹ばらを染めて倒れる槍ヶ岳――

「あれでは助からないだろうな」五寸釘はあっさりと言ってのけた。「本当はお前を狙ねらったのだが、あそこで槍ヶ岳がかばいに走るとは思わなかった」

　おかげで計画が台無しだ、と嘆たん息そく。

「アレには自滅という形で死んでもらうつもりだった。その様を映像記録に残し内世界で公開する予定でもあった。二度と他世界交流などという世よ迷まい言ごとをぬかす者が現れないよう、見せしめの意味合いを込めてな。……処理が面倒だ」

　淡々と語る様さまに鉄平はブチ切れそうだった。

「人ひとり殺しておいてその言い草は何だっ!?」

「何を甘ったれたことをほざいている。お前が手た折おろうとしている信念はこういうものだ」

　五寸釘は無造作に歩み寄り始めた。

　鉄平は反射的に及び腰になる自分に舌を打つ。

「邪魔する者は誰だれであろうとも殺す――五十嵐いがらし鉄平、お前もだ」

　その間も五寸釘は歩きながら拳けん銃じゆうを突き出す。

「お前は存在ごと殺す。五十嵐鉄平という人間の人生も過去も人格も記憶も戸籍も、生まれたという事実そのものを抹消する。お前が存在したという形跡を残らず刈り取る――」

　互いの距離は二、三メートル足らずとなり――

「己の不運を憎んで、死ね」

　引き金が引かれる、

　より早く、鉄てつ平ぺいは足元の液体をすくい上げ五ご寸すん釘くぎの顔面に叩たたきつけていた。

「っつ」

　咄とつ嗟さに顔をかばう五寸釘。鉄平はひざまずいたまま銃の狙ねらいを定め――引き金を引き絞った。怨おん念ねんのように強く「当たれ」と祈りを込めて。

　至近距離で放たれた弾丸は、狙い通り五寸釘の手から拳けん銃じゆうを弾はじき飛ばした。

「よ、」

「いいだろう」

　鉄平は戦せん慄りつに硬直する。先刻の繰り返しのようにその声は耳元で囁ささやかれた。

　真横から伸びた拳こぶしが鉄平の手元から銃を叩き落とし、さらに地面に跳ねるそれをブーツの爪つま先さきが遠くに蹴けり飛ばした。

「っこの――」

　振り向いた鉄平の頭を真正面から五寸釘の五指が鷲わし掴づかみにし、押す。その足元ではブーツの踵かかとが鉄平のふくらはぎを半ば叩くように蹴けり上げる。上半身と下半身が回転のベクトルに囚われ鉄平は呆あつ気けないほど簡単に背中から倒されていた。

「動きが鈍い。相当疲労が蓄積しているらしいな」

　苦鳴がこぼれる。片目で見上げると施設の照明をバックにして五寸釘が冷たくこちらを見下ろしていた。

「お前がそのつもりなら、私はあえてこの拳で応こたえてやろう」

　振り下ろされた拳が鉄平の頬ほおを打つ。左頬を連続で何度も打つ。

　うめく鉄平は歯を食いしばり、五寸釘の血走った眼まな差ざしを睨にらみ上げる。何かに取とり憑つかれたかのような禍まが々まがしい眼光を、それに心を喰くわれないように気丈に見据える。しかし彼女から返ってきた言葉は――

「なぶり殺してやるよ」

　鉄平の喉のどから込み上げた反発の声は、しかし真上から叩き伏せられた。

　　　＊

　五寸釘と鉄平の姿が消えた後、管制室に残された白衣たちは端末を通じ警備の人間に槍やりヶが岳たけの遺体回収を要請した。五分ほどでそちらに行く、という返答があった。

　それから彼らは端末のモニターに屋外の様子を映し出す。ちょうどそこでは五寸釘と五十嵐いがらし鉄平の戦闘が行われており、居合わせた三人の白衣は全員がその映像に注視した。

　戦況は一方的と言えた。五十嵐鉄平がほとんどされるがまま五寸釘の暴行を受けている。さすがにその様子は正視するに堪えられるものではなく三人は眉まゆをしかめた。

「五寸釘様は何な故ぜひと思いにやらないんだ？」

「……あの方も複雑なのさ」白衣のひとりが嘆たん息そく交じりにもらす。「目的のためにどんな犠牲も厭いとわない、そういう立ち居振る舞いを維持するのは傍はたで見ている以上にずっと苦しい。時に揺れることだってある。感情が昂たかぶっているということもあると思うが、ああして残酷な手段を取ることで己に戒めようとしているのかもしれない。徹底的に」

　そのように己の拳こぶしに刻みつけようとしてでも遂げなければならない思いがある。自分たちはそうした彼女の思いに賛同して付き従ってきた。

「何ど処こまでもついていく」

　誰だれともなく呟つぶやき、白衣たちは頷うなずき合う。内世界が犯した罪を、白日の下に晒さらすのだ。

　それぞれに共通の思し惟いを抱きつつ彼らはモニターを見つめる。見届けようと思った。従うべき指導者の行く道を。ひと瞬まばたきも見逃さぬよう、じっと見つめ続けた。

　…………だから。

　だから彼らは気付かなかった。



　死んだと思われていた槍ヶ岳が起き上がっていることに、気付く者はいなかった。



「…………」

　無言のうちにそれは実行された。

　槍やりヶが岳たけは拳けん銃じゆうを持つ左腕を持ち上げ、たて続けに三度引き金を引く。白衣たちはいずれも後ろから太ふと股ももを撃ち抜かれ悲鳴をあげてのたうった。そこで初めて槍ヶ岳のことに気付き驚きよう愕がくの声をあげる。

　槍ヶ岳は片手で脇わき腹ばらを押さえ、拳銃を突き出しながら足を引きずるようにして彼らににじり寄る。白衣のひとりが懐ふところから拳銃を取り出すが構える以前に銃身を撃たれて弾はじき飛ばされた。

　太股を撃ち抜かれ逃げることもままならない彼らは、顔面から血の気を失いつつも、凄せい絶ぜつな眼まな差ざしをして歩み寄る槍ヶ岳を茫ぼう然ぜんと見ているしかなかった。

「そ、そんな傷で何な故ぜ……」

「……無駄口を叩たたいている時間はありません」槍ヶ岳は拳銃を白衣のひとりに突きつけ、荒い呼吸を繰り返す。「アナタでいい。そこの端末で私の記憶の《封印》を解除してください」

「誰がそんなこと」

　銃声がそれを遮さえぎった。

　別の仲間の脚から赤い液体が飛沫しぶきを上げるのを見て――悲鳴を耳にして、その白衣は槍ヶ岳に負けず劣らず顔面を蒼そう白はくにした。

「仲間を失いたくなかったら」槍ヶ岳は銃口の筒先を元の位置に戻す。「言う通りにしなさい」

　この卑ひ怯きよう者がッ。罵ののしる声にも彼女は耳を貸さない。ただ無言で銃口を白衣の額に押し付ける。

　銃を向けられた白衣は散々毒づき、手近の端末を操作した。スクロールする画面をある部分で止め、槍やりヶが岳たけに顎あごで促す。

　槍ヶ岳はちらりと画面を一いち瞥べつし、

「……これがもしも記憶に関するデータでなく別のものであったなら」

　びくり、と白衣が肩を震ふるわせた。

　ぜいぜいと呼吸を荒くしながらも、槍ヶ岳は低い声で脅す。

「私は最後の命を懸けてでもここにいる全員を抹まつ殺さつします」

　白衣は唇を噛かみ、若じやつ干かんの躊ちゆう躇ちよを挟んでから端末のディスプレイに指で触れて画面を変更させる。その肩は屈辱に震えていた。

　槍ヶ岳はその白衣の太ふと股もも――先ほど彼女が撃ち抜いた部位を蹴けって彼を退どかせ、悲痛な声をあげて床を転げるのを尻しり目めに端末の前に出る。脇わき腹ばらに当てていた血まみれの手を差し伸べ、画面に触れた。

「――――ッ!!」

　その指先から電気が伝わったかのように――一度大きく槍ヶ岳の身体からだが仰のけ反ぞった。その眼まなこは最大まで見開かれて天井を見上げ、何かを堪こらえるように唇は固く引き結ばれる。

　そしてがくりと頭をうつむけたかと思うと、そのまま五秒程度の静止。その間一切微動だにしなかった。

　やがてゆっくりと――その背中が震え出す。

「ふ……ふふ」

　ふふ、

　ふふふふふふふふふ。

　笑っていた。



「ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ」



　全身を震わせながら槍ヶ岳は笑っていた。

「大変お待たせいたしました――」

　彼女に現れた変化に、白衣たちは目を剥むいた。

　それは驚くべき変異だったと言える。疲労を背負っているようだった体はいまや真まっ直すぐに背筋を張られ、脚は地面に突き立つように伸び立ち、生きた人間のそれではなかった顔色は今や頬ほおが紅潮し、全身から精力が満ち満ちていた。

　脇腹の傷がまるで何ともないように――槍ヶ岳は満面の笑みを浮かべていた。

　別人に生まれ変わったかのような変化である。間近で見ていた白衣たちは恐怖に近いものすら覚えた。

「さて、と」

　槍やりヶが岳たけは端末に触れて次々と操作を開始する。目的のデータを引き起こし、画面上にあるとある一室に回線をつないだ。

「聞こえますでしょうかハロー」

　端末から応じたのは驚きを含んだ音声。槍ヶ岳はにんまりと笑みを浮かべた。

「今からアナタたちをそこから出します」彼女の唇は喜悦に歪ゆがみ、頬ほおには興奮の色か赤みが差している。「そしてこれから私の言う準備をしてください」

　幾つかの指示を出し必要な操作を終えると、槍ヶ岳は回線を切った。

　白衣たちを振り返る。

「それでは――アナタたちには世界を渡るための装置を差し出していただきましょうか。あの時計を」

　彼らの表情が強こわ張ばった。

「抵抗しても無駄ですよ？　そのためならあらゆる手段を行使します。私にかかればアナタたちの口を割ることなど容易ですからね」

　妖よう艶えんとすら映る微笑で、彼女は宣言した。

「何な故ぜならワタクシ槍ヶ岳、完全復活でゴザイマスから」

　　　＊

　随分と長い間、暴力に晒さらされていたと思う。

　ブーツの踵かかとが何度も何度も鉄てつ平ぺいの身体からだを打つ。全身を満まん遍べんなく、肉体のあらゆる機能を破壊せんとして踏み抜かれた。一度は起き上がり立ち向かうも、空間跳躍を駆使する五ご寸すん釘くぎはあっさりとこちらを転がし一方的な暴力を再開する。鉄平にできることは両腕で頭をかばい続けることくらいで、これをどう切り抜けるのかを考える余裕も暇いとまもなかった。

　――なんだ、これ。

　頭をかばう上から踵が打ち下ろされる。衝撃に骨が軋きしむのを感じつつ鉄平は混乱の極みにあった。この単純な構図を打開することができない。立ち上がれたとしてもすぐに転倒させられる。こちらの拳こぶしは当たらない。さらには痛みが呼吸する機能を麻ま痺ひさせ息苦しさが増していく。息遣いが不安定になり徐々に視界が捻ねじれ意識すら混濁し始めた。

　どうしたらいい。そんな当たり前の疑問を抱く気力も、鉄平の中から失われる。

　ようやっと殴打の雨が止やんだとき、鉄平は熱に浮かされたように朦もう朧ろうとした意識を漂っていた。全身が痛みに縛られ、指一本動かすことも叶かなわない。気を失わないようにぎりぎり正気を保つので精一杯だった。

　――ぁ……？

　思考は完全に麻痺していた。痛みと熱だけが全身で荒れ狂っている。

　五ご寸すん釘くぎはそんなこちらを冷たく見下ろしていた。それを見た鉄てつ平ぺいは胸を突かれて呼吸をすら止めてしまう。

　彼女の周囲には例の粒子の渦が漂流していた。まるで五寸釘がそれをまとう、あるいはそれが五寸釘に取とり憑ついているかのように、無数の人の顔を模した瘴気がくるくると渦を巻いている。死霊とも言うべきそれは断末魔の叫さけびをあげるように口の空洞を限界まで引き裂きやがては霧散し、かと思うと再び人の形を得て悲鳴をあげてまた霧散し――というのを繰り返す。その造形に鉄平は戦せん慄りつするよりも思わず見入ってしまった。

　凍る瞳ひとみで死霊を従え、五寸釘は口を開く。

「そろそろ止とどめを刺してやる」

「あ、ぅ……」

「古こ都とゆかりも今ごろは抹まつ殺さつされているだろう。これでこの一件は完全に終わる」

　五寸釘の言葉の意味もわからないほどに鉄平の意識は霞かすんでいたが――たったひとつの単語だけは確かに聞き取った。

　古都ゆかり。

　――ああ、あぁ……そう、だ。

　ここで終わってしまったら、ゆかりとは永遠に会えなくなる。ゆかりが殺されてしまう。それを思うと胸が軋きしむ。殴られた痛みや熱とは別の、切実な軋みに鉄平は多少なりとも正気を取り戻す。

　ゆかりに会えない。ゆかりが死ぬ。嫌だ。それは絶対に嫌だ。

　嫌なら――動けよ。

　動いてくれよ。

「ぅ、お」

　肺が引きつる。喉のど元もとで呼吸がつっかえ、痛々しく咳せき音を漏らす。喉が痛い。苦しい。頭が痛い。眩暈めまいが止まらない。……そんなのどうでもいい。

　どうでもいいから、動け。

　動け。動け。動け。

「……け」動け。「うご、け」

　動け。うめき、鉄平は指先に力を込める。震ふるえながらもその指が――微かすかに動いた。

　――あきらめんな。

　何のためにここまでやって来た？　すべてゆかりとの未来のためだ。細かい事情なんてどうでもいい。ゆかりのことだけを考えろ。ゆかりのことだけを想おもえ。いつでもそうやって俺おれは闘ってきただろ？　だから動けよっ。

　動いてくれよっ！

「……無駄だ」そんなこちらを無感動に見下ろしていた五寸釘はやはり無感動に片足を上げ、「お前はここで終わる」

　無造作にその踵かかとを鉄てつ平ぺいの額に落とす――



「――――お待ちなさい！　デス!!」



　それは『第二世界』の闇やみ、その隅々まで響き渡るような威勢の良い声だった。明朗に響いて鼓膜を叩たたき、五ご寸すん釘くぎを取り巻いていた死霊すらも慄おののかせ弾はじき飛ばすほどの力が込められていた。

　五寸釘は動きを止めている。

「……なん、だと？」

　身体からだの動かない鉄平は視線だけでそちらを振り返る。

　――ああ、なんだよ。

　やたら懐かしいなオイ。鉄平はそんなことを場違いに思った。

　視線の先。

　そこには。

　赤スーツにおかっぱ頭の女が満面の笑みを浮かべて仁に王おう立だちしていた。



　　　３



　懐かしいという感慨はあながち間違いではなかっただろう。

　馴な染じみのパンツスーツは何ど処こまでも赤い。前髪が平行に切り揃そろえられたおかっぱ頭は薄く朱が交じり、唇にはぞっとするほどの濃い紅が塗られている。爪に赤いマニキュアの施された指で、赤フレームの下縁眼鏡めがねを押し上げる。すべてが新調されている中でその眼鏡だけが左側のレンズを失ったものだった。

　全身を真っ赤に染めた女が、その自らの色で『第二世界』の闇やみを削り取るようにしてそこに立っていた。この不ふ遜そんなまでの出で立ちはもはやこの女のトレードマークと呼んでも過言ではないだろう。

　思えば昨年の夏以来なので鉄平は「マジで懐かしいな……」と不本意ながらしみじみ思ってしまった。

　ＯＴＶ専属リポーター。

　その名も、

「ハイ槍やりヶが岳たけデス」

　明るく手を上げて名乗る槍ヶ岳は、すこぶる能天気だった。

　先ほどまで鉄平の肩を借りなければ歩けないような様ざまだったくせに、今ではそれが振りブラフだったかのようにいつもの槍やりヶが岳たけだ。

「記憶戻ったのか」

　自分がいない間に何があったのかわからないが、何らかの方法で槍ヶ岳は記憶を取り戻したのだ。

　彼女の闖ちん入にゆうに眉まゆをひそめていた五ご寸すん釘くぎは、その生存や記憶の有う無むよりも真っ先に別の疑問を訊たずねた。

「貴様……どこでその服を手に入れた？」

　ふふ、と槍ヶ岳は笑う。

「ディレクターにお願いしてＯＴＶから持って来ていただきました。やはりワタクシ槍ヶ岳はこの格好でないと締まりが悪いですよね！　おっと五十嵐いがらしサン、今卑ひ猥わいな連想をしましたね!?」

　……うぜえ。顔をしかめる鉄てつ平ぺいを他よ所そに、五寸釘は目を剥むいていた。

「どうやって」

　槍ヶ岳がスーツの袖そでをまくり、その腕に巻かれていたものを見せ付けた。

　四本の針を備えた腕時計だ。

「奪ったのか……ッ」

「さてさて問題デス！」にんまりと笑んで槍ヶ岳は背中に手を回し、「これは何でしょー!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなものをどのようにして収納していたのか、そんな疑問を抱くのもバカらしくなるくらいあっさりと彼女が背中から取り出したのは――テレビカメラだった。槍やりヶが岳たけは「よっこらせ」などとのん気にそれを肩に担かつぐ。

「な、何……？」

「ハイ生放送ですよー。笑顔でヨロシクお願いしまーす」

　五ご寸すん釘くぎはあんぐりと口を開くしかないようだった。

「只ただ今いまの模様は、各報道番組に協力を要請し内世界全域で放送しております。同時に副音声とテロップを流しこの度の経緯を説明しています。本当はＯＴＶで独占放送！といきたいところですが、まあこれはぶっちゃけ祭りですからね！　ハジケるなら人は多ければ多いほど盛り上がるというものです！」

　二の句が継げないでいる五寸釘に槍ヶ岳はなおもまくし立てる。

「もちろん五寸釘、アナタの主張に賛同する人は多いかもしれませんが、それと同じくらい我々ＯＴＶの味方をしてくれる人もいるのですよ。いやぁ明日から内世界では大激論が起こること間違いナシですね！」

　ぱりん、と何かが砕ける音がした。

　五寸釘がはっとして見下ろすと――鉄てつ平ぺいが何か棒状の物を五寸釘の腕時計に突き刺していた。

　腰のベルトに挿しっ放しにしていた、拳けん銃じゆうの予備のマガジンである。

　マガジンは時計のフェイスを砕き、完全にその機能を奪っていた。

「五十嵐いがらし……！」

　歯は噛がみして唸る五寸釘を仰向けのまま見上げ、鉄平はくつくつと笑った。

「やっぱお前は大した奴やつだよ、槍ヶ岳」

「くそ――ふざけるなッ！」五寸釘が激げつ昂こうして叫さけぶ。その様子はいささか混乱しているようでもあった。「生放送だと？　ならば私は主張する！　第二の《自壊》を引き起こさぬためにも今後一切の世界間交流は断つべきであると――」

「五寸釘」

　これまでとは打って変わって落ち着いた声こわ音ね。

　槍ヶ岳は静かに言った。

「以前にアナタにお話ししたことを今改めて申し上げましょう。……我々は他世界の存在を知ってしまった。知ってしまったのならそこにどんな規制を設けたとしても無駄なのです。規制を破る者は必ず現れる。その流れは止められない。ならば私たちのすべきことは、他世界の存在を知った上でどのような距離感を保つべきか、それを模索すること。そうではないでしょうか？　我々ＯＴＶはその模索に貢献する働きを担っていると、私はそう思うのです」

「そんなことがっ――」



「――――というのは建前でしてね！」



　全否定である。

　それらしい言い分をかなぐり捨て、呆あつ気けに取られる鉄てつ平ぺいや五ご寸すん釘くぎを完かん璧ぺきに置いてけぼりにし、槍やりヶが岳たけは笑顔で今までのセリフを全否定した。

「私には夢がある」そして嬉き々きとして語る。「それはすべての視聴者を救うことのできる、最高のエンターテインメントを提供すること。私が企画し、私が制作し、私が実況する番組が誰だれかを勇気付け行動に至らせる、そんな人生の起爆剤となるような――最高のエンターテインメントを、です」

　唖あ然ぜんとする五寸釘をずびしと指差し、

「そのためであればアナタのようにあらゆる手段を行使します。あらゆる人間、状況を利用します。内世界も『第二世界』も外世界もアナタもそこに無様に横たわる五十嵐いがらし鉄平でさえも何もかも――徹底的に利用し尽くしてやりますよ。こんな私を最低最悪と言うのでしたらどうぞご自由に。どんなに罵ののしられようと私は躊ちゆう躇ちよなんてしませんよ？」

　槍ヶ岳はニヤリと笑みながら、真まっ直すぐにそれを見据えている。

　五寸釘の周囲で渦を巻き続ける死霊の造形。レンズを失った左目を背けることなく呪のろいの具現を覗のぞき込み、真っ向から受け止める。死霊？　呪い？　ハッ、それがどうかしたんですか？　そんなものはただの粒子の塊ではないですか。たかが自然現象ではありませんか。何を恐れる必要がありますか。そう言いたげに目を細めて、



「――――それがワタクシ、槍ヶ岳というイチ内界人の信念ですから」



　槍ヶ岳の勝手な口上を聞きながら、鉄平は苦笑していた。

　何のことはない。

　ただの意地の張り合いだったのだ。

　今回の一件は最初から最後まで個人個人のワガママのぶつけ合いに過ぎない。

　五寸釘の信念があり、紫むらさき姉妹の信念があり、槍ヶ岳の信念があり、そして鉄平の信念があった。それらをぶつけ合ったというだけの――単純明快な話だ。

　そして最後に残るのは、ハヤミが言っていたようにその削り合いに勝ち残ったものだけ。

　そこに正否は存在しない。

　あくまで我がを通す、それだけだ。

　――というわけだ五十嵐鉄平。

　鉄てつ平ぺいは胸中で呼びかける。休憩はもう十分だろう？　のん気に寝てたら槍やりヶが岳たけに笑われるぜ。上半身を持ち上げた。背骨が軋きしむ。歯を食いしばる。息がひきつるほど腹筋に力を込め地面に肘ひじをつく。半ば這はい上がるようにして徐々に起き上がっていった。

「……夢なら俺おれにもあるぜぇ」

　低く呟つぶやき、危なげに立ち上がる鉄平を、五ご寸すん釘くぎは死に損ないのゾンビでも見るようにただ凝視していた。

「まず大学に合格してゆかりとのキャンパスライフを謳おう歌かする」

　何な故ぜだろう、ぴくりとも動かせなかった身体からだが今なら動く。身体の奥底から力が湧わく。呼吸は相変わらず荒いが、それは低酸素というこの世界の呪のろい故ゆえではなくもっと純粋な興奮から来る息遣いだった。

　きっと槍ヶ岳のせいだ。

　あんなにも堂々と信念を語られちゃ黙ってはいられない。鉄平は震ふるえる脚を拳こぶしで叩たたいて黙らせ、強引に立ち上がった。今脳裏を支配しているのはあの感覚だ。

　――俺、超無敵。

　前のめりになりつつもその眼まな差ざしに確かな光を宿し、鉄平は口元を歪ゆがめた。



「大学卒業後はＫＯＴＯの入社試験に一発合格。ゆかりと同じ部署に配属されてめくるめくオフィスラブとしけ込む。もちろん俺はデキる男だから出世コースをうなぎ登りだ。その頃ころにはそろそろ源げん之の助すけさんも認めてくれるだろうし結婚を視野に入れてもいいだろ。てかいっそのこと結婚しちまうしかないよな、この際。いやまだ早いか？　でも俺的には今すぐにでも結婚しても構わないくらいだぜ？　しかしまあ、世間体ってのもあるしな？　でもあわよくば……うへ、うへへへ。も、もしもの話だけど、もしも結婚したら……やっぱりアレだよな、こ、子どもだよな？　あくまでもしもの話だけどさ、子どもは断然女の子がいいと俺は思うんだ。ゆかりと俺の娘なんだぜ、超カワイイに決まってる。名前はそうだな、“〝ゆかり”〟にちなんで“〝ひかり”〟なんてどうだ？　五十嵐いがらしひかり。うおっ、さ、最高だろっ！　あ、でも俺ってやっぱり古こ都と家に婿むこ入りしなきゃダメなのかな。じゃあ――古都ひかり？　お、オイオイ……どっちにしても最高じゃねえかっ！」



「キモー！」

　槍ヶ岳は笑顔で叫さけんだ。

「思春期の典型的妄想、ここに極まれりですね！」

　うるせ、と口を尖とがらせつつ、

「もっともっとあるぞ。ちょっと自分でもヒくくらいに盛りだくさんだぜ」

「……何が言いたい？」

「全部叶かなえるんだよ」

　今言ったすべて。自分とゆかりの未来に約束された幸福のすべて。

　何もかも、望むものを望むままにこの手にする。



「ひとつ残らず現実にする。――だからそれを邪魔する奴やつァ、全部叩たたき潰つぶす」



　内世界と『第二世界』の間にある溝は、きっとずっと深い。

　鉄てつ平ぺいの想像も及ばないほどの怨えん恨こんと後悔がそこにあり、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで解決できるようなものではないのだろう。だからこそ五ご寸すん釘くぎはそのために尽力し紫むらさき姉妹は本音を押し隠して死に物狂いで向かってきた。

　でも何度も繰り返すようだが。

　――だからどうした？

　残念ながらそれは自分とゆかり、ふたりの未来を犠牲にする理由にはならない。逆に世界を引き換えにしても足りないくらいだ。

　鉄平にしてみればゆかりと引き離されることこそが《世界の崩壊》に相当する。

　だから鉄平は鉄平の世界を守る。たとえそれが、

「槍やりヶが岳たけ。たとえお前が相手でもそれは変わらない」

　名指しされた槍ヶ岳は、しかしニヤリと笑む。

「お好きなように」

「馬ば鹿か馬鹿しいッ！」

　とうとう我慢の限界に達したのか、五寸釘は大きく吐き捨てた。

「どうして貴様らは個人レベルでしかモノを考えられない？　どうして世界と個人を秤はかりにかける？　五十嵐いがらし鉄平、お前は何も思わないのか？　この『第二世界』を見て、この彼らの残ざん痕こんを見て何とも思わないの、」

「あ、思う」

「か……？」

　肩透かしを食くらったように五寸釘の声は尻しりすぼみになった。

「……何？」

「いや前から訊ききたかったんだけど」

　鉄平はがしがしと後頭部をかきながら、五寸釘と槍ヶ岳のどちらにともなく訊たずねた。

「お前らはこの『第二世界』を再生させようとかは思わなかったの？」

　しん、と静まり返った。

　鉄平はなんだか不安になって、

「え、だってそうだろ？　壊しちまったんなら、それを直す努力をすればいいんじゃねえの？　それが責任取るってことだろ」

「できる……のか？」五ご寸すん釘くぎが驚きよう愕がくに瞳ひとみを見開いていた。「そのようなこと……この呪のろいと崩壊に囚われた世界を、蘇そ生せいさせることができるのか？」

「俺おれが知るかよ。てか今まで考えなかったのか」

「私たち内界人は過去の罪から目を背けること。そのことにばかり腐心してきましたから。わざわざ眼鏡めがねに細工を施してまで、ね」

　槍やりヶが岳たけが補足した。そして「くくく」と楽しげに笑い、

「それにしても五十嵐いがらしサン、アナタは本当に最高ですね。フフ、きっと今いま頃ごろは内世界中が五十嵐サンの発言に間抜け面づらをさらしていることでしょう！」

　鉄てつ平ぺいは立ち尽くす五寸釘に言った。

「やってみろよ。世界間交流がどうこうよりもまず真っ先にこの世界を直して見せろよ。まさか『できない』なんてヒヨったことは言わねえよな？」

　五寸釘は、

「……確かにお前の言うことは盲点だった。崩壊の一途をたどるこの世界を、再生という観点から考えたことは――確かに無かった」けれど眼まな差ざしをきつくする。「だがやはり他世界交流を推奨することはできない。いずれにしても私のやっていることに間違いはないはずだ」

「言うと思ったよ。だったら遠慮なくかかって来い」

　鉄平は拳こぶしを五寸釘に向けた。



「――――俺とお前の信念、ここで決着つけようぜ」



　五寸釘の決断と行動は速かった。

　瞬間的に瞳に殺意が漲り、その右脚が跳ね上げられる。爪つま先さきが半円を描きながら鉄平の左側頭部に迫る――

「づっ」

　その軌道上に鉄平の左肘ひじが割り込み、彼女のむこうずねに突き刺さった。自らつけた遠心力により五寸釘は回まわし蹴げりを弾はじき返され顔を歪ゆがめる。その脚が下りるより早く。

　鉄平は深く拳を振り被かぶり、高らかに吼ほえ、限界まで引き絞った弓を放つように拳を前方に振り抜いた。

　五寸釘は反射的に腕時計に手を触れ――それが先ほど破壊されたばかりだということを失念していた。そのタイムラグが避けられぬ衝突を生み、五寸釘の顔面に鉄平の拳が叩たたき込まれた。

　後ろ足で辛かろうじて踏ん張る五寸釘に鉄平はなおも詰め寄り襟えり首くびに手を伸ばす。その腕を真下から叩たたき弾はじかれ、次いで腹部に強烈な衝撃を覚えた。込み上げる胃液をけれど喉のどの位置で飲み下し、鉄てつ平ぺいは嗄かれた声を迸ほとばしらせながら強引に相手の襟えり首くびを掴つかみかかる。

　しっ――鋭い声と共に五ご寸すん釘くぎに打ち下ろされた腕が鞭むちのようにしなり鉄平の腕を叩き落す。衝撃で前のめりになるところを――五寸釘の掌しよう底ていが心臓を胸の上から打ち、鉄平の呼吸が一瞬だけ停止した。

　――あ。

　忘れかけていた眩暈めまい。頭痛。それらが一度に打ち寄せてきたかのようにがつんと鉄平の脳天を揺らす。金縛りにあったように全身運動が停滞し、にじむ視界の中、肉迫する五寸釘の姿を成す術すべもなく見つめる――



　忘れるな。

　俺おれは誰だれだ。



　かっ、と鉄平は瞳ひとみを見開き五寸釘の挙動を追う。スローモーションのように展開するそれ。真正面から顔面に突き出された手刀を、首を真横に倒して紙かみ一ひと重えのところで回避。ぎりぎりで一文字に切り裂かれていく頬ほお。それを横目で流し、先ほどの五寸釘を倣ならうように伸ばされた腕を真下から叩く。軌道が歪ゆがみ上に跳ね上げられる腕。五寸釘の驚きよう愕がくの眼まな差ざし。左のジャブを擦こするように彼女の顎あご先さきに当て、続け様に逆回転の右みぎ拳こぶしを真横からこめかみに叩き込む。五寸釘は目を白黒させて後退。

　脳を揺さぶられた彼女は動けない。

　この間完全に呼吸を止めていた鉄平は、なおも体内の酸素を絞り尽くさんとして脚をさばく。腰だめからの予備動作から瞬時に拳を打ち放ち、それはボウガンのように直線的に五寸釘の鼻面に吸い込まれていく――

　刹せつ那な、まるで五寸釘を守るように――粒子の塊がその周囲に膨れ上がった。それは怒りに猛たける巨大な顔となり威い嚇かくの幻聴を聴覚にもたらす。

　崩壊した『第二世界』の呪のろい。呪われた大地につなぎ止められた怨霊たちが鉄平の進路を阻む。それを前に鉄平は思う。怨霊たちの悲しみ。紫むらさき姉妹の、五寸釘の悲願。様々な願いを思い――

　しかし躊ちゆう躇ちよしなかった。

　何な故ぜなら、



　俺が五十嵐いがらし鉄平だからだ。



　五十嵐鉄平には叶かなえなければならない夢があるから。

　突破する。

　――悪く思うなよ。

　鉄てつ平ぺいの拳こぶしは粒子の分厚い幕に巨大な穴を穿うがつように突き破り、

「おあああああああああああああああああああああああああああああああああッ」

　そのまま真まっ直すぐと五ご寸すん釘くぎの顔面の中央に衝突し――



　それですべてに決着がついた。



　　　４



　最後の一撃を叩たたき込まれ、吹き飛ばされる五寸釘を前にし、

「――――っは」

　鉄平もまた無酸素運動の代償に膝ひざから崩れ落ちそうになった。

「おっと」

　それを槍やりヶが岳たけが背後から抱き止めた。彼女は腋の下から吊つり上あげるように鉄平の身体からだを支える。

　その向かいでは五寸釘は大の字の格好のままで地面に叩きつけられるところだった。水飛沫しぶきが波打って撥はね上がる。

　彼女が起き上がる気配は、ない。

「お疲れ様でした。五十嵐いがらしサン」

　槍ヶ岳は優しく、耳元でそう呟つぶやく。疲労、頭痛、眩暈めまい、脱力、発汗――あらゆる症状に頭が真っ白になっていた鉄平は、不思議と彼女の声を心地良く感じた。

「終わった……のか？」

「ええ。終わりました」

　槍ヶ岳の手がそっと持ち上がり、後ろから鉄平の額を撫なでる。びっしょりと汗で濡ぬれたそこを丁寧に拭ぬぐわれ、冷たい手の感触に鉄平は震ふるえる息をついた。

　そのまま背中を槍ヶ岳に預けながら、

「それじゃあもう、俺おれらが襲われることはないんだな？　ゆかりや文ぶん七しちたちの記憶も戻してもらえるんだな？」

　ええ、と肯定する声が耳たぶをくすぐる。

「我々が責任を持ってあなたたちの記憶を戻し、そしてこれからの生命の安全を保障いたします」

「前半はいいとして……後半は嘘うそくせえな」

　後ろからくすりと笑う声。

「後始末は私たちに任せてください。それよりも五十嵐いがらしサン、こうしている場合ではございません」

「ん？」

「外世界時間に換算すると二次試験は目前ですよ」

　がばっ！と鉄てつ平ぺいは身体からだを起こして振り返った。

「マジ!?」

「マジです。先ほどＯＴＶのスタッフにも確認してもらいました」

　えええええ……鉄平はがっくしと肩を落とした。「ねみい……マジねみー……」

「根性ですよ、五十嵐サン」

　顔を上げると、槍やりヶが岳たけがむかつくくらい快調な笑みを浮かべていた。

「これからがアナタの本番デス」

「……そうだな」

　噛かみ締めるように認め、よしと鉄平は頷うなずいた。

　鉄平の腕には五ご寸すん釘くぎにつけられた時計がそのままにしてあったので、槍ヶ岳に使い方を教わった。つまみで四本の針を調節し移動先の座標を決定する。時間が無いので試験会場に直行コースだ。

　あとはスイッチを押すだけ。鉄平はふと槍ヶ岳を見やった。

　槍ヶ岳はニコニコとこちらを見守っている。

　そんな彼女に――何な故ぜか違和感を覚えた。

「どうかいたしましたか？」

「……お前、なんか変じゃないか」

　槍ヶ岳は笑顔のまま、片かた眉まゆをぴくりと上げた。

「変とは藪から棒に失礼ですね。私はいつでも正常ですよ」

「そういう意味じゃなくて……なんか」

　何か変なのだ。彼女の笑顔に、どうしてか鉄平は不安を覚えてしまう。

「こうしている間も刻一刻と時間は迫っていますよ？」槍ヶ岳はそんなこちらを急せかしてくる。「とっとと帰れチェリ男」

　心配するだけ無駄だったかもしれない。

「ったく……んじゃ、行ってくる」

「ハイ。行ってらっしゃい」

　槍ヶ岳はひらひらと手を振る。それでも鉄平の不安は若じやつ干かん残っていたのだが、受験の刻限が迫っていたのも事実だ。それ以上は考えないことにした。

　おっかなびっくりつまみのスイッチを押す。視界が変わる――その寸前で。

『第二世界』での最後の画を目にし、鉄平は瞳ひとみを見開いた。

　槍やりヶが岳たけが笑っていた。

　その微笑は意外なほど穏やかで、ある連想をしてしまった自分が信じられないのだが。

　なんとなくそれは、息子を見送る母のような――



　ひとり残った槍ヶ岳は、鉄てつ平ぺいの消えた虚空を見つめて立ち尽くした。

「やーさん！」

　呼び声に振り返ると越えち後ご屋やや一いち太た郎ろう、一いつ本ぽん釣づりたちが施設から飛び出しこちらに駆け寄ってくるところだった。

「無事ですかあああああ!?」

　先頭の越後屋などは顔が涙と鼻水でくしゃくしゃになっていた。

　槍ヶ岳も彼らの姿に微笑ほほえみ、それから自らの脇わき腹ばらに触れる。

　そこには赤いスーツでも隠し切れないような大きなシミがあった。

「少々調子に乗り過ぎましたね」

　平へい坦たんな口調で呟つぶやく。実際は視力も弱り始めており、その脚は小さく震ふるえていた。

　両腕を広げてこちらに抱きつかんばかりの勢いでやって来る後輩を、霞かすむ視界の中央になんとか捉とらえてから――槍ヶ岳は瞳ひとみを閉じる。

　――思えば楽しい人生でした。

　最高のエンターテインメントを作る。ＯＴＶに就職してからずっとそのことだけを考えてやってきた。その過程で恨まれたり非難を浴びたりすることは腐るほどあったが、それでもなお一片たりとも悔いはない。

　満ち足りていたと、思う。

　最高のエンターテインメントを作るという、その目標を見出すまではつまらない人生だった。今ならわかる。ＯＴＶにおける記憶を失っていたここ数ヶ月、自分は自分が理解できないでいた。それは記憶と共にこの生きがいを見失っていたからに他ほかならない。

　本来の自分に戻った今、槍ヶ岳は己の半生を振り返る。

　――私は作れただろうか。

　最高のエンターテインメントを。先ほど夢見るように語った内容を。

　叶かなえられただろうか。

　わからない。それはわからないけれど――はっきり言えることは、悔いはないということ。

　悪くない気分だということ。

「……後は任せましたよ」

　私の後を、継いでください――呟いて。

　槍ヶ岳は力尽きて倒れ伏した。視界が地面の液体に飲まれる。

　誰だれかの悲鳴を、聞いた。

　　　＊

「眩まぶし……」

　外世界に帰って来た直後に、強烈な朝日に目を細めた。

　空気が異常に濃く感じられる。却かえってその酸素量に眩暈めまいがしそうになるのを、慌てて呼吸を整えて落ち着けた。

　鉄てつ平ぺいが降り立ったのはちょうど試験会場である大学の正門前だった。幸いにして移動した瞬間は誰にも見られなかったらしく、たくさんの生徒たちがこちらに無関心に門を通っていく。

　門の横に『二次試験前期日程会場↓』という看板があるのを確認する。鉄平は早速歩き出そうとしたところで――足を止めた。

「……ゆかり？」

　その看板の前に、ゆかりが立っていたのだ。鉄平の呟つぶやきに同調するようにゆかりもこちらに気が付くと、ぱたぱたと駆け寄ってきた。

　何ど処こか強こわ張ばった表情で、ゆかりはこちらを見上げる。

「おかえりなさい」

　その第一声に、鉄平は理解する。

「記憶……戻ったのか」

　こくりと頷うなずき、こちらの腕に何やら鞄かばんを押し付けてきた。

「筆記用具と受験票、入ってる」

「え――あっ」鉄平は慌てて鞄の中身を検めた。中にはペンケースと顔写真の貼られた受験票。ペンケースにはしっかりと六角鉛筆が五本と消しゴムが収まっていた。「うわ、ありがとう、マジで助かった。そうだよな、手ぶらで試験なんて受けられるはずないよな」

　あは、あはははと苦笑する鉄平に、けれどゆかりは「鉄平くんはあわてんぼうだから」と小さく呟くだけだった。

「そ、そっか」

「うん……あぁ」むせぶように息をつき、ゆかりは鉄平の頬ほおにそっと触れた。「また、たくさん傷ついちゃったね」

　その指先の柔らかい感触に鉄平はどぎまぎしてしまった。切なげに眉まゆをひそめる恋人の姿に、妙な緊張感を覚える。鉄平は生なま唾つばを飲み込んだ。

　――ど、どうしたんだろ俺おれ。

　もちろん鉄平の中ではたくさんの言葉が膨れ上がっていた。今まで言いたくても言えなかったアレコレ。伝えたくて仕方がなかったこと。言葉にできない諸もろ々もろの感情。どれもこれも爆発しそうなくらいだ。

　けれどその中からどれを選びどれから恋人ゆかりに届けたらいいのかわからなくて言いよどんでしまう。記憶が戻ったら伝えようと思っていたことが頭の中で空回りして――上う手まく口にできない。

　そんな混乱が、鉄てつ平ぺいの隙すきを生んだ。

「もしも」

　とても情けないことを言おうとしている。それはわかっていたはずなのに、鉄平はつい口を滑らせた。

「もしも俺おれが落ちるようなことがあったら」

　ずっとずっと抱えていた不安だった。

　必ず受かると公言して、ゆかりの前でも何度も強がってみせた。でもその『もしも』はいつでも頭の中にあって、その先を考えると胸がすくむような感覚に囚われた。

　もしもここでつまずくようなことがあったら。

　果たしてゆかりは待っていてくれるだろうか？

「俺が、落ちたら」

「待たないよ」

　先んじるように、きっぱりとゆかりは言い切った。

「私は先に行く」

　目を瞬しばたたかせるこちらに身を乗り出して、

　唇に自分のそれを重ねた。



「……だからあなたは追いついて」



　触れ合う唇から直接言こと伝づてを届けるように囁ささやき、身体からだを離す。

　ぽかんとしてしまう鉄平は、けれど見合わせた瞳ひとみの中に涙の雫しずくを見つけた。するとあっという間に胸のうちの不安が一掃されていくのを知った。内心で軽口を吐く。

　――オイ五十嵐いがらし。お前今なんて言った。『もしも俺が――』だと？

　違うだろ。

　ここで俺が言うセリフそんなんじゃない。

　鉄平はゆかりの涙を人差し指の腹で拭ぬぐってやり、頷うなずいた。

「すぐ追いつく」

　ゆかりが小さく微笑ほほえんだ。



　記憶を戻してもらったときの衝撃で一時気を失ったゆかりは、目覚めてすぐに鉄平の家に向かい必要な道具を揃そろえてから、この大学の正門を訪れた。ここで待っていれば必ず会えると、必ずやって来ると信じていたから、待ち続けた。

　――私は謝らない。

　鉄てつ平ぺいの背中を見送りながら、ゆかりは思う。

　記憶を失い、鉄平を傷つけたこと。自分はそのことを謝るつもりはない。

　だってきっと鉄平は許すから。そんなはずはないのに、何でもなかったように自分を許してくれるから。それをわかったうえで通過儀礼のように「ごめんなさい」なんて言いたくない。

　だから古こ都とゆかりは決意する。再び。

　――ただ、愛するよ。

　あなたを傷つけた以上に――これからも愛していく。

「だから……」そして切実に祈る。「頑張って」

　古都ゆかりはひたすらに恋人の成功を祈り続ける。

　　　＊

　その日教室に現れたとある男子に、会場はざわついた。

　彼はＴシャツにジーンズという、とてもこれから受験に臨のぞむとは思えないような格好をしてきた。しかも何があったのか顔は赤く腫はれ上がり、素肌には無数の傷が刻まれている。立っているのが不思議に思えるほどの満まん身しん創そう痍いだった。

　監督官が驚いて声をかけるが、「大丈夫です」の一点張りでそれを一いつ蹴しゆうする。監督官がいくら事情を訊たずねても彼は「ここに来る途中で車に撥はねられました。上着は破れてしまったので脱ぎ捨ててきました」とわかるようなわからないようなことを答えた。

　なおも食い下がる監督官を真っ向から見据え、少年は言い放つ。

「俺おれのこの格好が問題でしたら、いくらでも減点してくれて構わないです。でも試験だけは受けさせてください。――お願いします」

　結局時間が来て、鉄平のことは有う耶や無む耶やの内に二次試験は始まった。



　配られた答案用紙を前に、鉄平は一度大きく深呼吸する。ちらちらと他ほかの受験生の視線を感じたがそういうのはすべて意識の外に追いやった。ただ目の前の問題用紙にだけ集中する。

　今も身体からだ中が痛い。全身の傷は強烈な熱を保ち、平気な顔をしているがそんなのはやせ我慢に過ぎなかった。正直このまま突っ伏して眠ってしまいたい。こうして意識を保っているのすら辛つら過ぎて泣けてくる。

　でもこんなときにこそ鉄平は強がる。

　あらゆる負の要素を強がりで押し殺す。

　それが鉄平の培ってきたスタンダード。

　今までそうやって逆境を乗り切ってきたように、不敵に宣言してみせる。



　二次試験だ？　大学入試だ？

　ハッ。

「――――上等だ」



　監督官が試験の開始を告げた。



    

  
    
      


【intermission3】





「ああ、だる……」

　とあるロビーのソファで、葉は山やま光みつ利としはぼうっと退屈な時間をやり過ごしていた。

　ロビーは彼以外にもスーツ姿の男性や女性で溢あふれている。中には集まって談笑にふけるグループもあったのだが、葉山はそんな輪からも外れ、ひとりぽつんとソファに腰掛けていた。

「ヒマだ……」

　何十回目になるかもわからないため息をこぼし、腕時計を見下ろす。すると何かに気付いたように目を見開き、小声を出して「ご、よん、さん……」と指折り数え始めた。

「に、いちっ」

　ぜろ、の声に合わせてチャイムが鳴った。

　それからさほどしないうちに廊下からぞろぞろと様々な制服の女子生徒たちがロビーに入ってきた。彼女たちは各おの々おのの担任の元へと駆け寄り早速試験の出来を報告し始める。

　葉は山やまの元にもセーラー服の女子がひとり、駆け寄ってきた。

「先生ごめんねー。退屈だったでしょ？」

　手を合わせる女子に、葉山はおうと頷うなずいた。

「だからとっとと終わらせて帰ろうぜ」

「うわ、やる気ゼロ……」

「バカ。下へ手たに緊張するよりマシだろ」

　そうだけど、と彼女は口を尖とがらせ、

「ヘマしないでね？」

「任せろ」

「任せた」

　県立羽は原ばら羽ばね高校の男性教師である葉山は今日、受験生である女子生徒の付き添いでとある学園に来ていた。

　中学から大学までのエスカレーター式のこの学園は、平たく言えばお嬢様学校だ。入学はもちろんのこと編入の審査も厳しく、入試面接は出身校の教師と一緒でなければ行えないことになっている。葉山の生徒である彼女は学園の大学部を受験するので、葉山はその面接に同伴し彼自身もいくつかの質問に答えなければならなかった。

「面接、練習通りやれよ？」

「おす。桃色バカンスなキャンパスライフのため、今から私、お嬢様モードに入ります。――ふふ、先生。タイが曲がっていてよ？」

　何か間違っているような気がしたがあえて考えないことにした。

　控え室に移動し待機していた葉山と女子生徒は、やがて順番を迎え面接会場である教室を訪れた。

　失礼します、とノックと一緒にひと声かけて入室する。用意された椅い子すに生徒と並んで腰掛けた。面接の類たぐいは採用試験以来なので、飄ひよう々ひようとした態度を取っていた葉山も多少なりとも緊張している。もちろん相方にはそれを覚さとられないよう努めたが。

　女子生徒は緊張気味に出身校と氏名を口にし、それに続くように葉山も簡単な自己紹介を行った。

　対面する面接官は三人。いずれも女性で、彼女らも順々に自分の名前と担当教科や役職を紹介していった。

「え」

　葉山がその声をあげたのは三人目の面接官が名乗ったときだった。他ほかの面接官たちが訝いぶかしげに彼を見やる。隣の生徒も「せ、先生っ」と小声で注意してきた。

　しかし葉山はそれらを無視して三人目の面接官に訊たずねていた。

「何ど処こかでお会いしたこと、ありませんでしたか？」

　訊たずねられた面接官は困惑したように瞬まばたきをしていたが、ふと彼女も何かに気付いたように眉まゆをひそめた。

「そういえば……何ど処こかで」

「ですよねっ？」葉は山やまは頬ほおを綻ほころばせた。「いやあ奇遇ですね」

「あ、でも……申し訳ありません。いつ何処でお会いしたのかはちょっと失念していて」

「え。そりゃ」

　言いかけて、葉山ははてと首を傾かしげた。

　あれ？

　いつ、何処で。思い出そうとするとその記憶は霧がかかったように遠ざかってしまう。奇妙な感覚に葉山自身、困惑の表情を浮かべた。

「おほん」

　よろしいでしょうか？と別の面接官が訊ね、葉山は慌てて居住まいを正した。

「……先生のバカ」

　こんなところでナンパしないでよ、と女子生徒が顔を真っ赤にして呟つぶやく声が聞こえた。

　三人目の面接官も「失礼しました」と恥じたようにうつむく。しかし彼女なりに気になるのか、すぐに伏し目がちに葉山の方を見やってきた。

　視線が合うと、こっそりと苦笑するように彼女は笑った。

　素敵な笑顔だな、と葉山は場違いと知りつつ思う。

　その面接官の名前は、新しん城じよう括くくるといった。



    

  
    
      


【epilogue―Sakura-Saku―】





　桜並木をふたりは歩く。

「……本当に私もご一緒していいんですか？」

「え？　今さら何言ってんだよ。いいに決まってる」

「でも私、あんまり面識ないのに。直接お話ししたのも数える程度で」

「なァに言ってんのさ。てっぺーが言ってたぜ？　柚ゆ子ずちゃんと――あひるちゃん、だっけ？　ふたりがあのとき来てくれなかったら今いま頃ごろどうなってたかわからないって、改めて感謝したいって言ってたよ」

「で、でも、私そんなに役に立ってないし」

「柚子ちゃんがいなかったら、俺おれは今ここにいない」

「……先輩？」

「柚子ちゃんが俺の記憶を取り戻そうとしてくれたから、俺はここでこうして柚子ちゃんと歩いていられる。そうだろ？」

「……うん」

「だから遠慮なんていらない。俺は一生感謝する。素直に受け取ってくれよ」

「……うん」

「……」

「……」

「……」

「……先輩は」

「ん？」

「今幸せですか」

「幸せだよ。多分人生で一番」

「大げさですね」

「む。そっちはどうなんだよ」

「幸せですよ？　もちろん人生で一番。そして」

「？　そして？」

「そしてその『人生で一番』が、これからずっと続きます」

　藤ふじ森もり文ぶん七しちと滝たき本もと柚子は顔を見合わせ――そしてお互いに微笑ほほえみ合った。

　指をからめるように手をつなぐ。

「春ですね」

「春だなぁ」

　桜は華麗に咲き乱れ、陽ひ射ざしはぽかぽかと暖かい。



　文ぶん七しちと柚ゆ子ずが合流したとき、その大学の正門には大方の面子メンツが揃そろっていた。

「出発はいつなんですか？」

「それがちょっと慌しくてね。卒業式が終わったらそのまま空港に直行するの」

「あ、じゃあぼく見送りに行くんでついて行きますよ！」

　霧きり島しま曜よう子こが日向ひなたあひると何やら楽しげに会話を交わしていた。

　文七が以前聞いたところによると、曜子は学園を卒業後大学部には上がらず中国に留学し、そこで本格的な箏ことの音楽を学ぶらしい。ふたりが話しているのはそのことだろう。

　――俺おれも実家の酒屋を継ぐし。

　頑張らなくちゃな、と思う。曜子に負けないように。

　曜子が文七たちに気付いて手を振ってきた。

「あー、久しぶりだね！」

　あひるが柚子の方に駆け寄ってきた。ふたりはニコニコと笑顔で両手を合わせる。

「元気にしてた？」

「もちろん！　そっちはどう？　ゆうこの方は」

　あひるは何の疑問もなく柚子をそう呼んでみせた。文七と柚子は思わず視線を合わせて微笑ほほえみを交わす。

「あ、ナニ？　ナニ今のアイコンタクトっ？」

　身を乗り出すあひるに、柚子はいたずらっぽく「内緒」と答えた。

　記憶の操作から柚子を守るためユー子が犠牲になった――実はそれは、正確には違っていた。

　確かにユー子が柚子の身代わりになったというくだりは事実だったが、けれどそれはイコール『ユー子の存在が失われてしまった』というわけではなかったのだ。

　内界人の記憶操作は正確に言えば――記憶を脳の奥底に《封印》するというもの。

　つまりユー子は消えたのではなく、柚子の脳内に《封印》されていたのだ。柚子自身というよりは柚子の記憶の身代わりとなって。

　紫むらさき露つゆ草くさの手によってその《封印》は解除され、柚子の元にユー子が戻ってきた。それを証明するように柚子は再び「ゆうこ」と呼ばれるようになった。

　そのことを知っているのは文七と柚子だけ。柚子はいつかあひるにそのことを打ち明けるつもりらしいが、それはまだ後にするとのこと。

　もう少しだけ――これはふたりだけの秘密。

「あ」

　文ぶん七しちは辺あたりを見回して、黒スーツの女が腕を組んで立っているのを見つけた。

「大おお目め玉だまさんじゃないスか。なんでここに？」

　黒スーツの女――大目玉は何ど処こかむすっと不機嫌な表情をしていた。その足元では猫のぬいぐるみ、小こ目め玉だまが主人を倣ならうように腕（前脚）を組んでいる。相変わらず顔は眠そうだが。

　小目玉はあれ以来喋しやべることはないらしい。それを施した本人がああなってしまったため改造はそのままにしているらしいが、いつ何の拍子に喋り出すやら。

「……ゆかりに呼ばれたのよ」大目玉はぼそぼそと答える。「この後皆みんなで打ち上げに行くとかなんとかで」

　なんだかんだでゆかりちゃんと大目玉さんは仲がいいよな、と文七は口に出さずに思った。あの事件の後も連絡は取り合っているようだ。

「あ、そういえば聞いたッスよ。大目玉さん自主制作の映画作るとか」

「……なんでアンタがそんなこと知ってるのよ」

「ゆかりちゃんから」

　口が軽いのよ――と大目玉が愚痴っぽくこぼすが、文七はあまり気にしない。

「なんで映画なんスか？」

「……結局私が持ってるスキルってＢＴＶで培った撮影のノウハウくらいなのよ。再就職は相変わらず見込みがないし、だったら自分でモノ作って売り出すしかないでしょう？」

　嘆たん息そく交じりに説明する大目玉は、けれど若じやつ干かん頬ほおを赤く染めていた。ちょっと恥ずかしいのだろう。

　文七の横では柚ゆ子ずが小目玉の頭を指先で突っついて遊び、小目玉がなまなまと鳴いて抗議していた。

　さて肝心の主役は、と文七が視線を巡らせると。



「もうダメだもうダメだもうダメだもうダメだもうダメだもうダメだもうダメだ……」



　……いた。

　この集まりの主役であり文七の悪友でもある彼――五十嵐いがらし鉄てつ平ぺいは正門の塀に身を隠すようにして膝ひざを抱え、うずくまっていた。病的にぶつぶつ呟つぶやくその丸い背中を、隣で古こ都とゆかりが「き、きっと大丈夫だって」となだめている。

「おーい。てっぺー」

　鉄平は文七を見るや心底嫌そうな顔をした。

「だからなんで皆、俺おれの合格発表を見に来るんだよ……っ？」

　そう。

　今日は鉄てつ平ぺいの大学の合格発表その日だった。

　百ゆ合り百ゆ合り学園はまだだが、羽は原ばら羽ばね高校は無事三年生の卒業式を終え、各おの々おのの進路もほぼ決まっている。結果待ちは鉄平だけだった。

「他ひ人と事ごとだと思って俺おれの不幸を楽しみやがって！」

　と鉄平は泣きそうな顔でもらすが、実のところこの集まりを企画したのはゆかりだったりする。発表を見た後に今回の一件に係かかわった全員で打ち上げに繰り出そうとかなんとか。

　文ぶん七しちがゆかりに視線で問いかけると、彼女は鉄平に隠れて唇に人差し指を当てた。本人には内緒にしているらしい。もしも落ちてたらどうするつもりなんだろ、とは思ったが黙っておくことにする。

「あれ、茜あかねさんは来てないの？　噂うわさの家庭教師さん」

　ゆかりに訊たずねると、

「茜さんは今出社してるから。この後報告しに行くことになってる」

「あ、ああああ。落ちたら……落ちたら茜さんに殺される……蹴けり殺される……ぶつぶつ」

「てっぺー、いい加減に腹括くくれよ。試験はとっくの昔に終わってんだから、後は結果見るだけじゃん」

　そうですよー、と後ろからあひるや曜よう子こも言う。

「その肝心の試験の内容が思い出せないんだよ！」

　鉄平は叫さけびかえし、

「どんな問題だったのか、俺はなんて答えたのか――何ひとつ思い出せない！　仮採点すらできなかったからマジで何もわかんねえんだよ！」

「まぁ前日がハードだったからなぁ」

「はっ！　これはひょっとして――内界人の記憶操作じゃねえか!?」

「それはまたえらい責任転嫁ですね」

　と。

　鉄平たちの輪に突然割り込んできたのは、ピンク色のスーツを着たおかっぱ頭の女だった。絶望に表情を歪ゆがめる鉄平とは対照的に、女は満面の笑みでもってふっと湧わいて出てきた。

　特に驚いた様子もなく――しいて言えばげんなりとした顔で――鉄平は彼女を見やる。

「越えち後ご屋やか……」

「ハイどーも！　ＯＴＶの新人リポーター、越後屋であります！」

　びしっ、と越後屋は敬礼し、

「本日からやーさんに代わりまして私が当番組の司会を担当することになりました！」

「……あぁ、そうか」

　もう槍やりヶが岳たけじゃないんだな。ぽつりと漏らした鉄てつ平ぺいの一言に、ふと場が静まった。何な故ぜか黙り込む一同を鉄平は焦ったように見回し、

「え、なんで、ちょっと？　し、しんみりするなよ。待てよ――俺おれが悪いのかよっ？」

「五十嵐いがらしサンは本当に薄情ですね。落ちろ」

「マジでシャレになんねえってそれ！」

　あああああ落ちたくねええええええと再び頭を抱えてうずくまる鉄平。それを捨て置いて文ぶん七しちは越えち後ご屋やに訊たずねた。

「で、あれから内世界はどうッスか」

「まだ微妙ですねー。落ち着くのはまだまだ先の話でしょう」

　越後屋が言うには、まだ他世界交流に関する議論に最終的な結論は出ていなく、長なが丁ちよう場ばになるだろうとのこと。『第二世界』の再生に関してもそう、それが本当に可能なのか研究チームが編成され現在調査中だ。

「ただし五ご寸すん釘くぎや紫むらさき姉妹はそれぞれに違反的行為を行っていたことが判明しているので、警察機関への無期限拘留が決まっています。議論の決着の仕方によってこれからの細かい刑が定まっていくでしょう」

「また……会えますか？」

　訊ねたのは柚ゆ子ずだった。

「約束したんです。露つゆ草くささんと、露草さんの妹さんと――友達になるって。また会えるでしょうか？」

「わかりません」

　即答に柚子は表情を曇らせるが、

「でもアナタは約束をしたのですよね？」

　越後屋が微笑ほほえんで付け足す。

「ならば後はアナタたちの問題ですよ。紫姉妹が本当にアナタに会いたい、友達になりたいと思っているのなら――きっと会いに来るのでは？」

　越後屋の言葉を噛かみ締めるように、柚子は頷うなずいた。

「我慢できなくなったら、私から会いに行きます。そのときは協力してくださいね」

　越後屋はノーコメントで、と苦笑した。

「ああ、そういえば五十嵐サン。実は五寸釘からアナタへメッセージを預かっております」

　鉄平はうずくまったまま鬱うつ然ぜんとした顔を上げた。

「……なんだよ？」

「『絶対に諦あきらめない』――だそうです」

　鉄平は呆あきれたような顔をし、

「……俺からもメッセージ頼んでいいか」

「どうぞ」

「『何度でも返り討ちにしてやるよ』」

　越えち後ご屋やは微笑ほほえみ、確かに承りましたと頷うなずいた。

　何にせよ――

　今後内世界は試される。

『第二世界』とどう向き合っていくのか。その結論を模索していく。

　罪を、贖あがなっていく。

「ＯＴＶの活動もしばらくは制限されます」

「……にしては、普通に来てるよな」

「やーさんの仕事を引き継いだのです。私は立派に務め上げて見せますよ」

「いやそういう話じゃなくてな？　制限されてるんじゃ……」まあいいやと鉄てつ平ぺいは自分で打ち切り、「ンで今日来たのはやっぱり」

「ハイ、五十嵐いがらしサンの合格発表の収録デス！」

　がっくりと鉄平はうなだれた。

「もう好きにしろよ……」

「好きにします」

　越後屋が指を鳴らすと、ずさささ！と彼らをお馴な染じみのテレビクルーたちが取り囲んだ。カメラマンや照明係、音声、カンペを持ったＡＤなどが「ども。お久しぶりッス」と一斉に手を振り、鉄平たちは反射的に「ども」と手を振り返した。

　越後屋はカメラに向かう。

「ブラウン管の前の皆さん、こんにちは。実に数ヶ月ぶりとなりました《ザ・外界ウォッチング》、今回の企画は“〝合格発表直撃企画『五十嵐鉄平、サクラチル!?』”〟でございます」

「散るのが前提なのかよその企画!?」

「リポーターはワタクシ、ＯＴＶ局員の間で散る方に大枚賭かけた越後屋と申します。桜をイメージして今回はピンク色のスーツを着てみました」

「バレンタインのときとネタかぶってるぞ」

「細かいことは気にしないでください。あ、すみません、ミュージック忘れてました」

「…………へ？」

　越後屋はほくほくとＡＤからラジカセを受け取った。

　鉄平はついつい口を挟んでしまう。

「え、ちょっと待てよ。それってもしかしていつものエンディングに流す音楽……だよな？　まだ発表見てないんだぞ。不本意だけど、メチャクチャ不本意だけど俺おれの合否に直撃するって、そういう企画……だったよな？」

「どうせ不合格に決まってるんだから今のうちに音楽流しておきます」

「お前はぁああああああっ」

　暴れる鉄てつ平ぺいがＯＴＶの番組スタッフに取り押さえられている間にも、越えち後ご屋やはラジカセのスイッチを押す。

　すると随分と久しぶりにあのヘンテコな安いエンディング音楽が――

「……アレ？」

　聴こえてこなかった。

「あ、あれれ？」越後屋がラジカセのスイッチを何度もいじるが、一向に音楽は始まらない。「え、な、なんで？」

　彼女の珍しく慌てた様子に鉄平たちまで戸惑っていると、

「……ん？」

　ふとあのエンディング音楽が越後屋のラジカセではなく別方向から聴こえてくることに気付いた。

　その音源は徐々に近付きつつあり、鉄平たちは一斉にそれを振り返る。



「おぉ？」



　そいつはラジカセを肩に担かついで、桜並木からこちらに歩いてくるところだった。

　赤いパンツスーツ。赤みがかったおかっぱ頭。赤フレームの下縁眼鏡めがね。

　盗人ぬすつと猛たけ々だけしい微笑。

「なんだよ。入院中じゃなかったのか？」

　彼女は肩をすくめ、

「もう治りました」

「バケモンだなお前」

「五十嵐いがらしサンには敵かないません」

　飄ひよう々ひようと彼女――槍やりヶが岳たけはのたまった。

「や、やーさん!?　どうして」

「それは私のセリフです。私の許可なしに勝手に仕事取らないでください」

　槍ヶ岳はニヒッと笑い、越後屋の身体からだを押し退のけた。

「これは私の仕事デスよ？」

　まだまだ譲るつもりはございません。不敵に言い放ち、そして両手を広げた。

「それでは」

　高らかに宣言する。





「それではグランド・フィナーレなのです――――ッ!!」





　その声に――

　遠巻きに眺めていた大おお目め玉だまがやれやれと額に手を当て。

　小こ目め玉だまが主人の所作を真ま似ねてなまなまと手（前足）を頭に当て。

　仕事を横取りされたにもかかわらず、越えち後ご屋やは槍やりヶが岳たけに尊敬の眼まな差ざしを注ぎ。

　あひるは曜よう子この腕に自分の腕を絡めて笑い。

　つられるように曜子も微笑ほほえみ。

　何が始まるんだろうと柚ゆ子ずは不思議そうな顔をし。

　文ぶん七しちはポケットに手を突っ込んでニヒヒと笑い。

　仕方ないなあという顔をしつつもゆかりは恋人に手を貸し。

　恋人の手を借りて鉄てつ平ぺいは立ち上がる――



「いやいや本当にご無ぶ沙さ汰たしておりました。ブラウン管の前の皆さん、お姉さんがいない間いかがお過ごしでしたでしょうか？」

「つかの間の平和だったよ」

「今日に至るまで本当にいろいろありました。皆さんも先日の緊急生放送でご存知の通りだと思います。なので省略！」

「相変わらずテキトーなアナウンスだよな……」

「さてさて今回の企画、我らが五十嵐いがらし鉄平の運命を決める重要な日ということで、皆さんもテキトーに緊張していることと存じ上げます」

「……てかこれってエンディングなんだよな？　繰り返すようだけど結果すら見てないんだが」

「早く見に行けよ」

「ぐっ……！　お前はホントに……」

「まあ企画云うん々ぬんを抜きにして、五十嵐サンもさっきから気になっているのでしょう？　どうぞどうぞ遠慮なくご覧になってきてください。そしてエンディングが終わるまでに帰って来い」

「……あ、ちょ、ちょっと待ってくれ。っこ、こここ、心の準備がまだ」

「最後の最後までアナタの肝っ玉はチェリ男ですね……あ、失礼いたしました。肉体的にはチェリ男ではありませんでしたね、もう」

「「!!」」

「え――ちょ、ちょっと待ったっ？　どういうことだてっぺー。まさかお前――オイ、なんで顔背けるんだよ？　俺おれの眼めを見ろよっ。お前の穢けがれていないはずの目をこの俺に見せてくれよッ!!　アレ。ちょ、ゆかりちゃん？　なんで顔真っ赤なの？　なんでゆかりちゃんまで顔背けてるの？　そんな、待て、馬ば鹿かな、まさか先を越され……まさかそんな、てっぺーの分際でこの俺を差し置――!?」

「私を差し置いて――!?」

「よ、曜よう子こちゃん!?」

「お、発表の時間だ！　見てくるぜ！」

「見てくるぜっ、じゃねえよ！　俺はそんなものよりももっと大事なことを――ああっ、ちきしょー行っちまった！」

「あれは二次試験を終えた夜のことでした」

「や、槍やりヶが岳たけさん!?」

「激し」

「い、いやああっ、ダメえええええええ!!」

「ゆかりちゃんが動揺してる！　あ、あああ……っ、ほ、本当なんだ、本当のことなんだ!?　チクショウてっぺーのくせに!!」

「おのれ五十嵐いがらし……っ」

「……素朴な疑問なんですけど、どうして曜子先輩が悔しがってるんですか？」

「えっ。あ、えっと！」

「なんだかカオスってきましたね。でも霧きり島しまサンはともかくとして藤ふじ森もりサンは悔しがる必要なんてないと思うのですが。ねえ滝たき本もとサン」

「え」

「い!?　あ、いや、え。そんなストレートに……あ、あれ？　柚ゆ子ずちゃん？　どうして俺から離れるのさ……？」

「……戻ってきたわよ」



　大おお目め玉だまの一声に全員が振り返ると、鉄てつ平ぺいが「あああああああ」と凄すさまじい形ぎよう相そうで戻ってくるところだった。一同に緊張が走る。鉄平のその表情は好意的に受け取れば喜びに溢あふれている、一方で否定的に受け取れば絶望に歪ゆがんでいる、とどちらにも取ることができた。

　皆みんなが見守る中――鉄平は。

「きゃっ？」

　駆ける勢いそのままに正面からゆかりに抱きついた。

　ゆかりの悲鳴の上から、彼は高らかに合否の結果を叫さけぶ――



    

  
    
      　桜は咲いた。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　デビュー前から姉にはこんなことを言われていました。

「アンタ早いとこ生命保険に入っときなさいよ。世の中何があるかわからないんだから」

「あ。ちなみにそのお金の受け取り先は……モチロンわかってるわね？」

　不慮の事故とかもなく五体満足で完結できてよかったです。



　どうもこんにちは。

　三み浦うらです。

　本書『サクラサク上等。』略して『咲く上。』はシリーズ八冊目にして一年半続いた上等シリーズの最終巻となり、当初は高校二年生だった鉄てつ平ぺいたちもとうとう卒業を迎えます。完結ということで屡る那なさんも最高の表紙絵を描いてくださったので、どうか前作『サク上。』と今作『咲く上。』の表紙を並べてつなげて悦に浸ってください。

　ここで本文の設定について多少注釈を入れさせていただきます。

　鉄平の受験校は「センター利用の私大」「その二次試験前期日程が二月二十五日」という設定で日程を組んでおります。センター利用の私大というかモロに国立大学の日程じゃね？というツッコミはどうか勘弁してください。アレです、【国立のつもりで『サク上。』を書き上げた後、ふと『エラ上。』を読み返してみたら「私大」と明言していたことに気付いておったまげた】なんて裏話はまったく存在していません。

　……えっと、「最終巻なのにしまらねえな」とかホント……勘弁してください……。



　いやあそれにしても八巻ですよ！（取り繕うように）

　上等シリーズの第一作目である『クリ上。』を書き上げたのは、二年前の大学卒業間際でした。『クリ上。』はＭＦ文庫Ｊ新人賞の第一回三次予備審査で賞をいただいたのですが、実はその前にも同賞の第一回一次予備審査で二次選考落ちした別作品がありまして、その一件を通して今の担当であるＫさんから電話をいただいたことがありました。

Ｋ「今現在、構想中の話はありますか？」

僕「えっと……クリスマスに異世界の人間が～（略）～という話を」

僕（でも卒論あるんだよなぁ。とても小説書いてる時間なんてないや）

Ｋ「なるほど面白そうですね。楽しみに待ってます」

僕「え？　あ、いや、卒ろ…………はい。頑張ります」

　そして卒論を犠牲にし『クリ上。』は生まれました（卒業できてよかった……）。それがこうして上等シリーズとして続けられ、さらには完結を迎えることができたということに至上の幸福を感じます。本当にありがとうございました。卒論を捨てた甲か斐いが（略）。

　というわけで完結です。

　真面目まじめな話をすると、僕ひとりの力では絶対にここまでたどり着けなかったと思います。いつでも誰だれかが助けてくれて、背中を押してくれて、力になってくれて、だからどんなときも共同作業をしているような気持ちで執筆をしてきました。そんな方々にこの場を借りて感謝の気持ちを申し上げたいと思いますなま。

　時には励まし、時には叱しつ咤たし、時には素晴らしいアイディアを出してくれた担当のＫさんこと児こ玉だまさん――アナタなくしてはこのシリーズはあり得ませんでした。熱血バカの物語に満開の花を添えてくれた絵師の屡る那なさん――僕がこの物語をイメージするときはいつも必ずアナタの描いたキャラが頭の中を動き回っていました。本シリーズのデザインをしてくれた石いし松まつ望ぼうさん。古こ都とゆかりというひとりの少女を描く上で的確なアドバイスをくださった編集長。僕をデビューさせてくれた新人賞審査員の先生方。いつも限界ぎりぎりでしかも壊滅的な僕の日本語（シャレにならない）を根気強く直してくれた校正さん。限界ぎりぎりどころかオーバーしたにもかかわらず締め切りを延ばしてくれた印刷所さん。上等シリーズを強力プッシュしてくれた営業部さん。上等シリーズを棚に並べ読者とつないでくれた書店さん。自信をなくして何も書けなくなった僕を支えてくれたＴ坂、Ｓさん、Ｔさん、Ｋさん、作Ｙさん、Ｗ。ファンレターをくれた青森県の後輩Ｋさん、同じく青森県のＳ・Ｔさん、徳島県のＨ・Ｙさん、埼玉県のＴ・Ｓさん、東京都のＫ・Ｍさん。女子高生のフリをして偽ファンレターをくれた熊谷くまがい雅まさ人と先生＠ネクラ少女（生まれて初めてもらったファンレターがこれ……）。「ブラ上の続きを考えました」と上等シリーズの男性キャラクター総出演のＢＬなプロットを書いて送ってくれた早は矢や塚づかかつや先生＠悠久展望台のカイ（この度は高校御卒業おめでとうございます）。アンケートを出してくれた皆さん。一年半もの間バイトでお世話になったセ○マの皆さん。同じ釜の飯を食べる同新人賞受賞者の方々。いつもすぐそばで応援してくれた家族。数え切れないたくさんの方々。

　俺おれの拙つたない物語を読んでくれたすべての人へ。

　本当にありがとうございました。

　鉄てつ平ぺいたちの物語は、皆様の心に何かを残すことができたでしょうか？



　最後に。

　デビューしてからここに至るまで常に綱渡りの気分でやってきました。毎回飽きもせず「あはははははもうダメだははははは」と布団ふとん被かぶってぶるぶる震ふるえるヘタレな俺でしたが、この先も歯ァ食いしばって布団から這はい出し空回りしながらひいこらやっていこうと思います。こんな馬ば鹿かみたいな俺を、これからもどうかよろしくお願いいたします。

　ではまた、機会に恵まれたら会ってください。なまなま。

平成十九年三月　三み浦うら勇いさ雄お



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれの弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は地元・北海道の札幌市に在住。

　『クリスマス上等。』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。同作でデビュー。



　　北海道在住なので、基本的に担当との打ち合わせは電話で対応。

　　原稿を片手に５～８時間くらいするので、最後の方はお互い頭がおかしくなり適当なことを言い始める。



　　担当「次回作のテーマは『パンチラ』でいきましょうか」（眠い）

　　三浦「あははははは」（同じく眠い）



　　パンチラあった方がいいですか？



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　ゲーム熱が復活中。

　　このシリーズもこれで完結。

　　寂しいような、でも充実感があります。

　　ホームページ「Ｒ／Ｌ」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp/
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